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第１章 事業概要 

第１節 事業の趣旨・目的 

我が国の美容業では現在、離職率の高さが深刻な課題となっている。その原因となってい
るのは、若手人材の技術力の不足である。現状の専門学校教育は、国家試験対策に重きがあ
り、実務教育に割り当てられるリソースが少ない。そのため、卒業生の技術力は実務で必要
な水準に達しておらず、入職後に長期に渡って業務時間外での技術練習が必要で、就労環境
の悪化に繋がっており、若手人材の早期離職を招いている。 

美容技術等を競うコンテストは、競争によって能動的な学習姿勢・学習意欲を醸成でき、
総合的な実務スキルの水準向上までも期待できることから、この課題の有力な解決策とな
りうる。そのため多くの専門学校で既に導入されているが、評価の在り方や実施規模・頻度
などに課題があり、現状では十分な教育効果が発揮されていない。さらに、昨今の社会情勢
から業界全体でコンテストの中止が相次ぎ、再開の見通しも立っていない。 

そこで本事業では、美容分野専門学校のコンテストを対象に先端技術を適用してオンラ
イン化する環境を検討し、その実践モデルを構築する。このモデルを通じて、従来の美容分
野専門学校におけるコンテストの問題点を解決し、その教育効果を十全に発揮する環境を
構築・普及ことで、美容分野の若手人材の技術力向上に貢献する。 

 
 

第２節 教育カリキュラム・プログラムが必要な背景について 

(1)  美容業界の課題 

 我が国の美容業は、公衆衛生の向上や増進に貢献し、かつ、容姿を美しくしたいという国
民の文化的欲求に応えるサービスを提供することで、国民生活の充実に大いに寄与してき
た。その一方で、美容業界では、離職率の高さが問題となっている。厚生労働省の統計資料
によれば、就職後 1 年以内の離職が 50%、3 年以内の離職が 80%にも上る。その内訳は転
職や独立なども含むが、美容業界からの脱落も少なくないとされる。この状況から、現在の
美容業は若手人材が定着しづらい業界とされている。 
 この背景には、「キャリアアップに必要な期間の長期化」と、その原因となっている「美
容分野専門学校等の卒業生の技術力の低迷」がある。 
 美容師のキャリアパスは比較的明快である。専門学校等の美容師養成施設の卒業生は、美
容サロン等に入職した後、まず「アシスタント」と呼ばれる事務作業や顧客対応補助、店内
清掃などの補助業務を行う役割に就く。一定期間を経て業務知識や技術力が十分と認めら
れると、「スタイリスト」と呼ばれる顧客への直接的な美容サービスを行う役職へとステッ



4 
 

プアップする。その後のキャリアは各人の資質に合わせて、スタイリストとして現場で働き
続けたり、店舗のマネジメントに関わる役職にシフトしたり、独立開業を志向したりと細分
化していく。 
 問題は、「アシスタント」が「スタイリスト」にステップアップするための期間が約 3 年
と長期化している点にある。次に示すグラフは、美容サロン等に対してスタイリストデビュ
ーまでの期間についてアンケートを取った結果であるが、「3 年」という回答が約 7 割を占
め、「2 年」が約 2 割を占める。 
 

◇ スタイリストデビューまでの必要年数について 

 

出典 美容師転職専門サイト ビューティーキャリア 2015 年 6 月 
「スタイリストデビューまで何年？100 店舗調査！」 

 
このように長期の下積み期間を必要とする理由は、美容分野専門学校卒業生の技術力不

足にある。現状の美容分野専門学校の教育課程は国家試験対策に大半の時間が割り当てら
れていて、企業との連携のもと実践的な技術を教える機会が少ない。したがって、卒業生の
技術力は美容サロン等の現場での業務に通用する水準に到達しておらず、長期間・長時間の
技術の学び直しが必要不可欠となっている。 
 さらには、技術向上のための練習は、次のグラフに示すように、営業時間の前後や休日に
実施されるのが通例となっていて、従業時間と認められない場合も多い。したがって、アシ
スタントのうちは長時間拘束されても収入が低い傾向にあり、就労環境が良好とは言えな
い。また任せられる通常業務は、顧客対応補助や事務作業、店内清掃などの補助業務が大半
で、やりがいを得ることも難しいのが実情である。 
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◇ アシスタントの技術練習の実施時間について 

 

出典 株式会社アライド・システム 2019 年 9 月 
「若手美容師アシスタントの本音」に関するアンケート調査」 

 
 これらの結果、美容師を志した若手人材が思い描いていた理想と、実務の過酷な現実との
ギャップが大きく、冒頭に述べた離職率の高さに繋がっているものと考える。スタイリスト
になるまでに必要な「3 年」という期間を経る前に、約 8 割が離職していることもその証左
である。業務企業としても、初期の技術指導に必要な期間があまりに長く、また離職する確
率も高いことから、新卒採用が過剰な負担となっている。したがって美容分野専門学校にと
って、卒業生の技術力向上は喫緊の課題である。 
 

(2)  美容分野専門学校における教育の現状と課題 

専門学校の美容師養成課程はその多くが 2 年制専門課程で、教育内容は大きく 2 系統で
構成される。 

ひとつは、美容師国家試験の合格に必要な知識・技術等を教授する「国家試験対策」で、
これは厚生労働省が定める美容師養成施設指定規則に基づき編成される。当該規則では 2 年
間・1,410 時間の必修科目が設定されていて、専修学校の 2 年制専門課程の教育時間数は総
計約 2,000 時間であるから、すなわち、最低でも教育時間全体の約 7 割は「国家試験対策」
に割り当てられる。 

もうひとつは、実務上で必要とされる知識・技術等の教授する「実務教育」である。美容
業界の実務では、世の中の流行を自身の技術に取り込み、顧客の多種多様な要望に応える必
要がある。国家試験対策のような画一的な指導ではこのような実践的スキルの醸成は難し
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く、「実務教育」はこの点を補完する目的で実施される。教育時間全体の約 3 割が割り当て
られるこの「実務教育」については、各専門学校が任意に編成し、独自性を担保している。 

実務現場での若手人材の技術力不足という課題が顕在化している現状を踏まえれば、上
記 2 系統のうち特に「実務教育」の充実が必要である。ただ上述の通り、カリキュラムの大
半が規則によって固定化されており、「実務教育」に割り当てる時間数を増やすことも難し
いのが実情である。また、新型コロナウイルス感染症の影響により、集合学習の実施が難し
くなったため技術実習の時間が減少したり、受け入れ先の企業がなくインターンが実施で
きなかったりなど、専門学校段階での実務教育の機会が減少している。コロナ禍の影響は縮
小傾向に向かう兆しを見せてはいるものの、依然として予断を許さない状況にあり、以前と
同じ教育環境に戻れるかは疑問が残る。したがって、ポスト・コロナ時代において若手人材
の技術力の不足はより深刻化する可能性も危惧される。このような状況から、美容分野専門
学校において特に「実務教育」の教育手法のブレイクスルーが求められている。 

 

(3)  美容分野専門学校におけるコンテストの重要性と課題 

 美容分野専門学校の実務教育の中でも特徴的な教育活動である「コンテスト」は、この課
題の有力な解決策となりうる。より効果的に技術力を向上させるには、学生の能動的な学習
姿勢・学習意欲が不可欠であり、「コンテスト」による他の学生との競争はその醸成に最適
である。とりわけ、複数の専門学校や企業で連携して実施するものは期待される効果が大き
い。他校の学生・社会人も含めた形であれば、友人との馴れ合いなどもなく、否が応でも競
争に身を置くことになり、学習に対する強い動機付けを期待できる。加えて「コンテスト」
では、他者との協働経験、他校の学生や業界の若手人材との交流などを通して、実務に必要
なコミュニケーション力・チームワーク力・心構え等を醸成し、キャリアビジョンの形成な
どにも貢献する。すなわち「コンテスト」は、技術力も含め、実務スキルの総合的水準の向
上までも期待される。 
 このような観点から、既に多くの美容分野専門学校では教育にコンテストを取り入れて
おり、本事業に参画する美容分野専門学校では、複数の専門学校と連携してコンテストを開
催している実績もある。ただ現状、その実績に依れば、コンテストによって一定の効果は見
られるものの、期待される教育効果を充分に発揮できているとは言えない。その主な原因と
なっている課題は次の 2 点である。 
 
■課題① 評価の在り方 
 美容師対象のコンテストでは、応募作品に対して、審査員が技術力・デザイン性などを相
対的に評価し、順位付けを行う。問題はこの相対評価で、審査員の好み等の不透明な基準に
よって結果が決まることが多い。参加する学生は評価結果に納得できない場合も多く、改善
点も見えづらくなり、その後の学習姿勢・学習意欲を高水準で維持することが難しい。一方
で、評価を一定の基準で正確に点数化することは審査員でも困難である。より良いフィード
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バックを学生に行うための評価の在り方の検討が必要である。 
 
■課題② 規模・頻度 

複数の専門学校や企業が参加するコンテストでは、各機関に所属する全員が参加するの
ではなく、参加人数を絞って規模を限定する。作品数が増えると評価作業量が膨大となり、
評価者となる教員や専門家の負荷が過剰になるためである。またコンテストによって、専門
学校教員には事務手続き、指導、引率等の業務が発生するため負担が大きく、現実的な実施
頻度は現状、年 1~2 回程度である。すると、必然的にコンテストに参加できない学生が発
生し、教育効果の範囲が限定されてしまう。充分な教育効果を学生全体に行き渡らせるには、
実施に伴う作業の効率化と現場の負担感の軽減が必要である。 

 

(4)  オンライン・コンテストの可能性と現状 

 美容分野専門学校で「実務教育」の一環として行われている「コンテスト」は、前述の課
題から、期待される教育効果は十分に発揮されていない。しかも新型コロナウイルス感染症
の拡大・長期化に伴い、2020 年度のコンテストは多くが中止とされ、今年度以降も再開の
見通しが立たない。一方で、卒業生の技術力向上という喫緊の課題に対して、「コンテスト」
という教育活動が十分に効果を発揮すれば、技術力を含む総合的な実務スキルの水準向上
が期待でき、有力な解決策のひとつとなりうると考える。 
 そこで注目したいのが、遠隔で実施するオンライン・コンテストの可能性である。もしオ
ンライン上でのコンテストを実現できれば、新型コロナウイルス感染症のリスクを回避し
て開催できるだけでなく、移動に必要な金銭的・時間的負担がなくなり、事務手続きもオン
ラインで完結することから、教育現場の負担を大きく軽減できる。そうすれば、前述の課題
の一部が解決し、実施規模の拡大や実施頻度の増加の可能性も見えてくる。そのため昨今で
は実際に、写真などのメディアを共有できる SNS「Instagram」や、Web 会議システム「zoom」、
動画配信プラットフォーム「YouTube」等の IT 技術を活用した美容分野のオンライン・コ
ンテストの事例が見られ始めている。こうしたオンライン化の流れを積極的に加速させる
取組みが求められている。 
 

(5)  オンライン・コンテストの普及の課題と先端技術を活用した解決方策 

 オンライン・コンテストを考えるとき、最大の課題は、作品に対する審査である。オンラ
イン・コンテストでは、作品を映像や写真で評価するのが一般的だが、この手法では細部の
評価が難しく、手間がかかる割に評価精度も低い。当社団の実績を例に取れば、写真で評価
を行う場合、1 作品につき正面・側面・背面の 3 枚の写真を参加者に提出させ、それを各審
査員が確認して評価点を決定する。この評価手法は、現物の作品を実際に見て比較・検討す
るよりも、手間と時間を要する。さらに、従来のコンテストの問題を解決するには、オンラ
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インの特性を活用して、参加する学生の数を増やし、開催頻度を増やすくことが望まれ、評
価に必要な作業は更に膨大になると予想される。したがって、教育上で効果的に運用するに
は評価の効率化が求められる。 
 この評価の問題を解決しうるのが、現在世界的に注目されている人工知能技術（以下、AI
技術）である。近年では様々な分野・シーンで AI 技術の活用検討・導入が始まっていて、
美容分野でもいくつか事例が見られる。本件において特に注目したいのは、AI 技術を活用
した画像解析システムである。AI 技術による画像認識の精度向上は近年目覚ましく、クリ
エイティブな分野での評価や点数化にも活用され始めている。 
 このような仕組みを応用して、写真をもとに美容師の技術力やデザイン力を自動的に評
価・点数化するシステムを構築し、オンライン・コンテストの評価に導入できれば、審査員
が検討を行う際の極めて明確な評価指針となり、上記の評価精度や評価に必要な手間を大
幅に改善することが可能となる。参加者にとっても、一定の評価基準に則り AI システムが
定量的に評価し、それに基づいて審査員が評価を決定するとなれば、曖昧な好みなどの基準
で評価されるよりも納得性が高い。また、従来は特徴的なデザインやセンセーショナルなテ
ーマ性を持つ作品が審査員の目を引き、高い評価を得やすい傾向にあったが、本来実務的な
観点で言えば、基礎基本に忠実で堅実なヘアスタイルを丁寧に構築する技術も極めて重要
である。AI 技術を活用した定量的な評価であれば、後者のような作品・技術を評価する観
点を持たせることもでき、従来では評価されなかった角度から学生にスポットを当てるこ
とが可能となる。こうした観点からも、美容分野専門学校教育への AI 技術を活用した技術
評価システムの導入を積極的に図るべきである。 
 

(6)  本事業の目的と意義 

 以上の背景を受けて、本事業では美容分野専門学校における AI 技術等の先端技術を活用
したオンライン・コンテストの実践モデルの構築に取組む。本モデルでは、AI 技術を活用
した画像解析システムや、SNS・Web 会議システムなどの IT ツールを駆使して、美容技術
コンテストの完全なオンライン形態での開催を目指す。これにより、従来の会場でのコンテ
ストの問題であった開催回数や教育効果を得られる学生の少なさ、評価基準の曖昧さなど
を解決し、従来では限定的となっていた教育効果を、学生全体に波及させる仕組みを整える。 
 この取組みを当社団が推進することで、本事業参画機関をはじめ、当社団に所属する美容
分野専門学校 55 校と美容業界企業 153 社の協力を随時得ることができ、また複数の美容分
野専門学校に普及できる可能性も高い。この取組みを通じて、美容分野専門学校の実務教育
を支援し、卒業生の技術力向上に貢献すると共に、美容業界の更なる振興に寄与する。 
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第３節 遠隔教育の導入方策とそのモデル化の概要 

第１項 先端技術を活用したオンライン・コンテストの実践モデルの全体像 

本事業では、美容分野専門学校で実施されているコンテストの遠隔教育化を目標として、
その環境整備と実践モデルの構築を試みる。 

「コンテスト」という教育活動では、総合的な実務スキルの水準向上が期待できることか
ら、多くの専門学校で既に導入されている。一方で、評価の在り方や実施規模・頻度に課題
があり、十分な教育効果を発揮できていない。この点については前掲「当該モデルが必要な
背景」に詳説したので、参照頂きたい。 

この現状を受け、本事業では美容分野専門学校で実施されている「コンテスト」を、複数
の専門学校が共同で参加する前提のもと、オンライン上で実施するモデルを検討する。下図
に示す通り、オンライン・コンテストを実施する際には、大きく６つの工程で推移すると考
えられる。これらそれぞれに先端技術を適用することにより、オンラインで完結し、かつ従
来のコンテストの問題点を解決する実践手法を考案し、美容分野専門学校におけるオンラ
イン・コンテストの実践モデルとしてとりまとめる。 

 
◇ オンライン・コンテスト実践モデルの概念図 
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第２項 本モデルの開発・普及の方策 

 本事業で取り組むオンライン・コンテスト実践モデルの開発・普及には、美容業界の専門
学校や企業との幅広いコネクションが必要となる見込みであり、当社団の強みと実績を最
大限活用することこそが、その実現の方策と考える。 
 本モデルを成立させる中核になるのは、美容技術評価を行う AI である。この AI の構築
には、画像解析を行うアルゴリズムと、美容技術に関連する膨大なビッグデータが必要とな
る。前者は既存のシステム等の事例から応用することで調達できる見込みだが、後者は整理
されたビッグデータがないため、データの収集・整理を行う必要がある。データの収集につ
いては、当社団や本事業の協力機関が保有する過去のコンテストの作品写真データ群を積
極的に活用する方向で検討し、必要に応じて新規データの収集を実施する。このビッグデー
タの収集・整理に伴っては、膨大な作業が発生することとなるが、その際には、当社団に所
属する美容分野専門学校 55 校と美容業界企業 153 社の協力を得られる見通しである。通
常、単独の教育機関や企業で膨大なデータを得たり、構造的に整理したりすることは難しく、
組織的に対応できる当社団ならではの試みである。 
 また、本事業で構築されたモデルを美容分野専門学校に広く展開するためには、美容分野
専門学校への幅広いコネクションと信頼関係が不可欠である。当社団では、全国の美容分野
専門学校の要請を受けてセミナーを 10 年以上継続して行っていて、年間 30 校・60 回以上
の出前授業を実施している。このような活動実績を持つ当社団が、組織的に本事業の成果を
周知し導入支援を行うことで、実効性・実現性の高い取組みとできると考える。 
 

◇ 開発・普及の体制イメージ 
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第４節 計画の全体像 

第１項 ３か年の活動計画 

(1)  令和 3 年度 

・活動① 美容分野の専門学校調査 
 美容分野専門学校群の遠隔教育への対応状況・導入携帯・教育成果・コロナ禍による影響・
対応課題等の実態を明らかにするためのアンケート調査、ヒアリング調査を実施した。 
 
・活動② 先端技術の事例調査 
 本事業で活用を検討する画像認識分野の AI 技術について、開発方法や導入方法を検討す
るための基礎資料を収集するために、美容分野や周辺分野の AI 技術事例、および画像認識
AI 技術事例の調査を実施した。 
 
・活動③ 構想具体化と環境プレ整備 
 上記の調査活動を通して得られた結果を踏まえ、オンライン・コンテストの実践モデルの
具体化と、その実現に必要な教育環境のプレ整備を実施する。 
まずは以下の５項目の検討を行った。 
 ・オンライン・コンテスト実施要件・環境の検討 
・美容技術評価 AI の設計・プレ構築 

 ・WEB プラットフォームの検討 
・ライブ配信ツールの検討 

 ・オンライン技術コンテストのモデル企画検討 
 

(2)  令和 4 年度 

・活動① モデルの詳細化と環境整備 
 前年度の成果をベースに、オンライン・コンテスト実践モデルをさらに詳細化し、環境の
本格的な整備を行う。加えて、本モデルの詳細化に伴い、教育コンテンツの調達やガイドラ
インの作成などにも着手する。 
 ・オンライン・コンテスト実施要件の詳細化 
 ・オンライン・コンテスト運用環境の詳細設計 
 ・美容技術評価 AI の本格開発 
・WEB プラットフォームの本格開発 
・ライブ配信ツールの選定・調整 

 ・教育コンテンツ（映像・テキスト等）の調達 
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 ・オンライン技術コンテストのモデル企画具体化 
 ・ガイドラインの設計 
 
・活動② 第 1 回実証実験 
 本事業に参画する美容分野専門学校 2~3 校に協力を要請し、実証実験を実施する。延べ
100 名程度を対象に、本事業で構築するモデルと運用環境を活用して、1 か月間程度の期間
での実施を検討する。 
 
・活動③ 妥当性等の検証 

活動②の結果について、教育効果、教育環境運用の側面から、モデルの妥当性・有効性・
実現性・普及可能性等について分析と評価を行う。その上で、本事業のモデルと運用環境の
要件の見直し、再定義を行う。 
 

(3)  令和 5 年度 

・活動① モデルと教育環境の再検討 
前年度の検証結果を踏まえ、以下の項目の改良・拡張的な開発を行う。また後述の活動③

の結果についても検証の上で反映し、「美容分野専門学校におけるオンライン・コンテスト
実践モデル」としてとりまとめる。 
 ・オンライン・コンテスト実施要件の見直し 
 ・オンライン・コンテスト運用環境の見直し 
 ・WEB プラットフォームの改良・拡張開発 
 ・美容技術評価 AI の改良・拡張開発 
 ・ライブ配信ツールの再選定・再調整 
 ・教育コンテンツ（映像・テキスト等）の拡充 
 ・オンライン技術コンテストのモデル企画見直し 
 ・ガイドラインの作成 
 
・活動② 第 2 回実証実験（再実証） 
 本事業に参画する美容分野専門学校 2~3 校に加え、外部の専門学校等にも協力を要請し、
再実証を実施する。延べ 100 名~200 名程度を対象に、本事業で構築するモデルと運用環境
を活用して、1 か月間の期間で本格的な実施を検討する。 
 
・活動③ 美容分野オンライン技術コンテスト実施モデルの策定 
 3 年間の事業成果をもとに、本事業の最終成果として、美容分野オンライン技術コンテス
トの実施モデルをとりまとめる。事業終了後の成果普及の方策についても検討する。 
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第２項 今年度の具体的活動実績 

 令和３年度では、「活動① 美容分野の専門学校調査」「活動② 美容業界の企業調査」「活
動③ 構想具体化と環境プレ整備」の３つの活動に取組んだ。それぞれの活動の概要を記載
する。 
 
・活動① 美容分野の専門学校調査 
 美容分野専門学校でのオンライン・コンテストの導入・実践を検討するためには、まず現
状の遠隔教育への対応状況等の実態を明らかにする必要がある。そこで、美容師養成施設と
して認定された全国の美容分野専門学校等（265 件）に対し、アンケート調査を実施し、概
略的な全体傾向に関わる情報を得た。さらに、より具体的な情報を入手するため、全国の美
容分野専門学校から 10 件程度を抽出し、遠隔教育の活用状況や課題等に関してのヒアリン
グ調査を実施した。 
 
・活動② 先端技術の事例調査 
 本事業では、美容専門学校の技術コンテストを対象に、オンライン・コンテストの実施環
境、実践モデルの構築を目指す。本事業では特に作品の写真を評価する工程に対し、画像認
識 AI 技術の導入し、効率化を検討している。そこで、参考情報の収集を目的として、美容
分野や周辺分野の AI 技術事例、および画像認識 AI 技術事例の調査を実施した。 
 
・活動③ 構想具体化と環境プレ整備 
 本事業では、活動①②に記載した調査によって得られた情報を踏まえ、令和 3 年度から
令和 5 年度にかけて、「美容分野専門学校におけるオンライン・コンテスト実践モデル」の
検討と構築に取組む。 
 

実施要件 
運用環境設計 

美容分野専門学校においてオンライン・コンテストを実施する前提と
なる各種要件を検討し、実施要件として整理する。また、実施に必要
となるソフト・ハード面での環境設計を行う。今年度はこのうち、特
に実施要件の１つとなるオンライン・コンテストの教育目標につい
て、現状の美容分野の人材状況・課題等を踏まえて議論を行った。 

美容技術評価 AI 

本事業では、写真から美容技術の評価・点数化等を行う「美容技術評
価 AI」を開発する。今年度は、評価対象の作品写真の収集と、プロト
タイプ的な学習データの構築、画像認識 AI 構築ツール「Google 
Teachable Machine」を使用した AI の構築実験を実施した。 

WEB 
プラットフォーム 

オンライン・コンテストを運用する際に、情報共有や手続きを行う機
能、e ラーニング機能、SNS 機能などを搭載する「WEB プラットフ
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ォーム」を整備する。今年度は、既存のプラットフォームを参考に、
オンライン・コンテスト運用のための機能要件を検討し、基本設計と
プロトタイプ開発を実施した。 

ライブ配信ツール 

オンライン・コンテストの実施に際して、より高い臨場感を演出する
ために、ライブ配信の機能を持ったツールを活用する。基本的に既存
のツールを活用する想定のため、今年度は、有力な動画配信プラット
フォームの特性や特徴等の情報を収集・整理、併せて動画配信を行う
ためのツールの情報収集も実施し、ライブ配信ツール選定のための基
礎資料を整えた。 

オンライン技術コン
テストのモデル企画 

上記のツール等を活用して実施するオンライン・コンテストのモデル
企画を設計する。今年度は特に、コロナ禍以降（2019 年度以降）に
実施された事例を中心に、美容分野のコンテストの事例を収集し、モ
デル企画作成のための基礎資料を整えた。 

 

第５節 本事業の実施体制 

(1)  参画機関 

 本事業の実施にあたり、以下の機関で本事業の実施体制を構築した。 
機関名 都道府県名 

一般社団法人一生美容に恋する会 東京都 
学校法人高山学園 高山美容専門学校 東京都 
学校法人東洋理容美容学園 東洋理容美容専門学校 千葉県 
学校法人三幸学園 東京ビューティー＆ブライダル専門学校 東京都 
学校法人愛知産業大学 名古屋美容専門学校 愛知県 
学校法人ロイヤル学園 大阪ベルェベル美容専門学校 大阪府 
学校法人大村文化学園 大村美容ファッション専門学校 福岡県 
有限会社テ・ドール 東京都 
株式会社ネオ・ゼロ 千葉県 
株式会社 OF-HEARTS 東京都 
有限会社リアン 愛知県 
株式会社 M＆K 大阪府 
株式会社ヒート・クリエイティブ 東京都 
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(2)  事業の実施体制 

 本事業では、事業推進主体として「実施委員会」を設置し、その下部組織として「分科会」
を設置する。 
 「実施委員会」は、本事業全体の推進に関わる事項全般について検討し、意思決定を行う
役割を担う。事業活動の目標設定、活動内容、活動計画についての検討および、活動成果の
検証手法や検証結果に基づく評価を行う。また、これらの事項の検討を行う上で、美容業界
や美容分野人材育成の現況・課題、遠隔教育の概況・活用方法・活用事例など、各参画機関
の保有する知見を共有し、検討内容へと反映する。 
 「分科会」は、「事業実施委員会」で策定された方針に則り、各事業活動の個別具体的な
検討や実作業を推進する役割を担う。調査、開発、実証に係る各活動について、企画設計、
実施計画立案、仕様具体化、協力機関の選定、成果の品質管理等を行う。 
 本事業実施体制の構築に当たって、一般社団法人一生美容に恋する会が主体となって会
議主催や各種事務作業の役割を担い美容分野専門学校、美容業界企業、先端技術関係企業に
協力を要請する。 
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第２章 調査報告 

 本事業では、美容分野専門学校での遠隔教育モデルや美容技術評価 AI の検討のための参
考情報を収集することを目的として、以下の 3 系統の調査を実施した。 
 

① 美容分野専門学校等への遠隔教育等の実態に関するアンケート調査 
② 美容分野専門学校等への遠隔教育等の実態に関するヒアリング調査 
③ 先端技術（AI 技術）の先行事例に関する事例調査 

 
 以下に各調査の概要と調査結果を報告する。 
 
 

第１節 美容分野専門学校等への遠隔教育等の実態に関するアンケート調査 

第１項 調査概要 

(1)  調査目的 

本事業では、美容分野専門学校での遠隔教育モデルを検討する。この検討にあたり、事前
情報として、美容分野専門学校を対象に現段階での遠隔教育への対応状況や、コロナ禍の影
響、技術教育の状況、コンテストの実施状況・実施予定などについての全体傾向を把握する
ことを目的として、アンケート調査を実施した。 

 

(2)  調査対象と調査方法 

全国の美容分野専門学校等 265 件を対象として、調査協力依頼状とアンケート質問項目
の一覧を郵送配布した。回答受付は WEB 回答フォームにて実施した。 
 

(3)  調査期間と回収状況 

 2021 年 12 月から 2022 年 1 月に期間内に実施し、86 件（回収率 32.4%）の回答を得た。 
 

(4)  調査項目の一覧 

 本調査では以下の調査項目に関する設問と選択肢を用意して調査を実施した。 
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<アンケート調査項目一覧> 

  ① コロナ禍以降の集合学習の実施状況等について 
 コロナ禍により受けた影響 
 特にコロナ禍の影響を大きく受けた科目と対応策 
 コロナ禍の中での教育水準維持 
 今後の緊急事態への対応策の検討状況・課題等 

  ② オンライン教育の活用状況等について 
 オンライン教育の導入状況 
 オンライン教育を導入目的・導入形態・導入科目等 
 オンライン教育の導入にあたっての課題 
 導入したオンライン教育に対する満足度 
 今後のオンライン教育の導入・活用の意向 

  ③ 美容技術コンテストの実施状況・実施予定等について 
 従来の美容技術コンテストの実施状況・実施内容・実施頻度等 
 美容技術コンテストに期待する教育効果 
 美容技術コンテストに関連した課題等 
 今後開催される美容技術コンテストに対する希望等 

  ④ 本事業の取組への興味関心について 
 オンライン・技術コンテストへの興味関心 
 美容技術評価 AI への興味関心 
 事業活動への興味関心・協力意向等 
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第２項 アンケートの集計結果 

◆ コロナ禍以降の集合教育（技術教育）の実施状況等についてお伺いします。 
 
(1) コロナ禍では度重なる緊急事態宣言が発令されるなど、学校教育へも大きな影響を与え
る出来事が多発しましたが、御校にも影響はありましたか。1 つ選んでください。 

 
 
 
(2)  (1)で「a. 大きく影響を受けた」「b. やや影響を受けた」とご回答された方にお伺いし
ます。 
(2)① コロナ禍で特に大きな影響を受けたのは、どのような科目ですか。すべて選んでくだ
さい。 

 

  

a. 大きく影響を受けた, 
51, 59%

b. やや影響を受けた, 
30, 35%

c. あまり影響を受け
なかった, 5, 6%

d. まったく影響を受け
なかった, 0, 0% e. どちらともいえない, 

0, 0%

コロナ禍での影響

50

66

75

69

4

0 10 20 30 40 50 60 70 80

a. 座学系の科目

b. 実習系の科目

c. 学校行事に係る科目

d. 学外等でのイベントに係る科目

e. その他の科目

コロナ禍で特に大きな影響を受けた科目
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(2)② 影響を受けた科目について、どのように対応されましたか。簡単にご記入ください。 
 
a. 座学系の科目への対応 
 オンライン 
 オンデマンド対応 
 オンライン対応 
 オンラインを導入 
 メディア授業取り入れ 
 オンラインによる授業で対応 
 オンライン授業 
 オンライン授業 
 オンライン授業は変更 
 長期休暇等の短縮 
 リモート授業の実施 
 オンライン授業での対応 
 オンライン授業の実施 
 オンデマンド授業での対応 
 オンライン授業 
 オンライン、オンデマンド 
 時短で対応し、長期休校日を短くして対応 
 オンライン・オンデマンドでの授業展開 
 web にて対応 
 オンライン授業の実施 
 レポート郵送配布提出。休日登校授業。延長授業。 
 オンライン 
 オンライン授業や課題で対応 
 オンライン 
 レポート用紙を作成し自宅で勉強し、まとめ学校へ提出 
 オンライン 広い部屋を使用 
 オンライン授業 
 分散登校、講師による ZOOM 授業対応 
 基本的には全科目 
 ZOOM によるオンライン授業 
 オンラインの対応が出来ていないときは、プリントで対応した。 
 リモート 
 オンライン授業を積極的に取り入れた 
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 オンライン授業実施 
 オンラインと家庭学習の併用 
 オンライン授業 
 Google classroom 活用 
 オンライン 
 オンライン授業 
 オンデマンドやオンラインにて実施 
 ZOOM を活用したオンライン授業 
 日程の変更及びリモート 
 レポート対応、リモート対応、分散登校 
 教科書から履修範囲の課題レポート作成（復習） 
 オンラインでの対応 
 オンライン授業 
 実習予定の時間に調整 
 補講授業 
 オンライン授業、家庭学習(課題) 
 オンデマンドでの実施となったが、昨年の実績があったため大きな影響は無かった 
 日程調整の上、学年で時間差登校。 
 該当教科のプリントの配布及び回収添削 
 オンラインや課題で対応した。 
 オンライン授業 
 リモートや時差登校、分散教室などの調整や時間割りの組み直しなど 
 
b. 実習系の科目への対応 
 メディア授業取り入れ 
 オンライン授業 
 オンライン授業と時間割変更 
 オンライン授業や課題で対応 
 ZOOM によるオンライン授業 
 オンライン授業(一部のみ) 
 Google meet or zoom 
 オンライン 
 動画の配信と画像による評価等 
 オンライン授業 
 オンライン（zoom)授業で対応 
 オンライン 
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 オンライン授業 
 オンラインや課題で対応した。 
 オンライン授業の導入 動画マニュアルの作成 
 オンラインとの併用及び課題作成 
 リモート授業への変更 
 記録用紙を作成し、タイムを記録作品仕上がりを写メして学校へ提出 
 web での講習と課題提出 
 実技動画を作成し、個人練習をしてもらった。 
 動画作成により対応 写真提出による添削 
 自習 
 自主練習を増やし、自己評価、教員による評価をこまめに行った。 
 分散登校やオンラインでの授業展開 
 少人数指導 
 分散登校 
 相モデルをウィッグで対応、フェイスガード着用 
 フェースシールド着用 
 クラスを半分に分けるなどの分散授業 
 密を避けるために１人１人の間隔を開ける 
 ソーシャルディスタンス確保のための教室割り振り 
 分散授業 
 分散登校と教室の少人数制限 
 分散登校、課題提出 
 分散登校、特別日課 
 分散登校・実務実習の中止 
 分散登校にて対応 
 分散でクラスを少人数にして実施したり、モニターを活用した。時差登校、教室を半分

の人数にしての授業 
 休日登校授業。延長授業。 
 対面になるまでやらない 
 基本的に対面授業で行いましたが、メイクなど通常相モデル授業がメインの内容はド

ール使用とするなどやり方を変更しました 
 授業変更し感染状況が落ち着いてから対面授業で行った。 
 時間割変更 
 実施スケジュールの変更 
 長期休暇等の短縮 
 緊急事態宣言後に実習時間を増やした。 
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 県外の美容師を招いて実施していたセミナーを、県内の美容師に変えて対応した。 
 時短で対応し、長期休校日を短くして対応 
 解除後での実施 
 学校に来れるようになってから集中的に行った 
 ソーシャルディスタンスに伴う教室の確保 
 少人数制での対面 自宅にて予習復習動画の共有 
 対面（通常）授業 
 対面授業ができるようになるまで、理論をすすめた（座学） 
 日程の変更 
 履修した範囲の課題レポート、シャンプーは指定の動画を見てまとめ（復習） 
 相モデルでの実技授業を中止し、モデルウイッグで可能な範囲で実習授業の実施 
 相モデル実習は、モデルウィッグを使用した 
 実施時期の変更 
 必修科目外の時間に調整 
 補講授業 
 日程調整の上、学年で時間差登校。 
 解除後での実施 
 
c. 学校行事に係る科目への対応 
 オンラインでできるものはオンラインで実施。難しいものは、延期または中止 
 オンラインでの特別授業 
 中止・延期・内容変更・オンライン配信 
 中止、延期、オンラインへ変更 
 オンラインを使用 
 オンライン 無観客 少人数制にて実施可能なもののみ行い、半分は中止 
 リモートで対応 
 保護者に来校していただき実施していた行事を、すべて学生だけで実施した。 
 中止。規模縮小。希望者のみ参加。保護者同意書提出。 
 1 部無観客などで対応 
 開催中止、観客数制限 
 参加人数を調整して実施。行事内容をコロナ対策で見直しした。 
 校内コンクール等の種目見直し（変更）、練習時間帯の調整など 
 Live モデルコンペをウイッグにて対応 
 感染対策を行い実施、若しくは中止 
 延期もしくは規模縮小 
 学校行事が中止になったり、縮小しての実施となったため。 
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 中止もしくは縮小して実施 
 とりやめ 
 急遽中止 
 全て中止 
 中止あるいは縮小 
 中止 
 ほとんどの行事は中止 
 中止や無観客 
 中止 
 できる範囲内で実施 
 学校行事の中止もしくは延期 
 行事の中止及び代替案 
 中止 
 延期もしくは中止 
 中止または延期または、内容変更 
 延期及び中止 
 中止 
 来年度へ延期 
 行事の中止、延期 
 対応できず中止したものもあった 
 ほぼ全て中止 
 緊急事態宣言明けに日時変更 
 中止 内容変更 
 残念ながら中止 
 中止 
 学園祭、入学式、卒業式 
 中止・延期・規模縮小 
 延期または中止とした。 
 中止や延期 
 行事の縮小化、中止 
 密にならないように少しずつ行っている 
 中止、延期 
 中止又は延期 
 予定変更 
 日程をずらす。中止。代替。 
 中止、延期 
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 学校行事（校内コンテスト）を中止。 
 全てキャンセル 
 時期をずらした 
 日程の変更 
 中止、延期、縮小 
 安全面確保して縮小実施 
 観覧者は控え、在校生のみで行った 
 中止や延期 
 中止や日程・内容の変更 
 規模縮小もしくは中止 
 代替行事 
 スポーツ大会中止 
 日程変更 
 時期によって開催中止になったものと開催できたものがあった。 
 中止。 
 特になし 
 延期及び中止 
 コロナ禍前の行事中止及び実施時期の延期 
 全て延期 
 中止や日程変更 
 中止や延期などの判断 
 
d. イベントに係る科目への対応 
 オンライン配信対応 
 美容実習への振替対応 
 別授業を展開 
 C と同じ 
 イベントの見直し、現状で実施できる内容に変更。 
 中止・延期・縮小（感染予防対策を講じての実施） 
 校外カットコンテスト中止、ヘアショー会場変更 
 内容変更 
 開催中止になった場合は代替案を出して開催したものもあった。 
 就職イベント等が対面で出来ず、オンラインでの実施となったため。 
 オンラインでの対応。できなければ中止。 
 対外的なコンテストも中止となり、フォトコンテストのみ参加した。 
 科目に関わらないので中止 
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 延期 
 中止または代替 
 感染対策を行い実施、若しくは中止 
 延期もしくは中止 
 中止 
 延期、規模縮小 
 希望者のみ参加。保護者同意書提出。 
 イベントの中止、延期 
 対応できず中止したものもあった 
 ほぼ全て中止 
 緊急事態宣言明けに日時変更 
 中止 内容変更 
 残念ながら中止 
 中止 
 中止・延期・規模縮小 
 中止や延期 
 イベントの中止 
 外へのイベントは全て中止した 
 中止したものが多い 
 中止、延期 
 中止又は延期 
 中止となりました 
 日程をずらす。中止。代替。 
 中止、延期 
 同様 
 全てキャンセル 
 日程の変更 
 中止 
 中止、延期、縮小 
 レクリエーション関係中止（球技大会、観劇） 
 応援者なしで実施 
 中止や延期 
 就職フェアへの不参加 
 規模縮小もしくは中止 
 中止 
 中止 
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 特になし 
 延期及び中止 
 同上 
 延期や別内容での対応 
 オンライン等への対応 
 中止や延期の判断や代替え案の模索 
 
e. その他の科目への対応 
 とりやめ 
 急遽中止 
 全て中止 
 中止あるいは縮小 
 中止 
 イベントがないため通常の実習を行った 
 オンラインでの特別授業 
 中止・延期・内容変更 
 ヘアショーやコンクールはすべて無観客で実施し、ライブ配信を行った。 
 インターンシップは県外不可とし、県内にて実施 
 参加見送り、必須参加から任意参加への切り替え、保護者からの承諾書の提出 
 イベントの中止及び代替案 
 中止 
 該当なし 
 就職活動については、求人先と学校とのスケジュールがかけ離れないよう確認しなが

ら進めました。 
 オンライン説明会など 
 見学就職希望者の渡航時の行動管理 
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(2)③ コロナ禍の中で従来の教育水準を維持するのは困難を伴いましたか。1 つ選んでくだ
さい。 

 
 
 
 
(3) 今後、更なる緊急事態が発生する可能性もある中で、御校での今後の対応策の検討状況
はいかがですか。１つ選んでください。 

 
 
 
 

a. とても困難だった, 
19, 24%

b. やや困難だった, 
54, 67%

c. あまり困難では
なかった, 6, 8%

d. まったく困難で
はなかった, 0, 0%

e. どちらともいえ
ない, 1, 1%

従来の教育水準維持の困難性

a. 十分に検討で
きていると思う, 

10, 12%

b. まあまあ検討で
きていると思う, 

58, 68%

c. やや不安が残る, 
15, 18%

d. かなり不安が残る, 
2, 2%

e. どちらともいえない, 
0, 0%

今後の対応策の検討状況
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(4) (3)で「c. やや不安が残る」「大いに不安が残る」とご回答された方にお伺いします。 
よろしければ特に不安が残る点について可能な範囲でご記入ください。 
 
 今の対策では基本自己申告となるため実際の技術習得レベルをこちらで確認、管理し

にくい。 オンラインについては、生徒がこちらと接続してくれないと繋がらないため、
遅刻や欠席などの生徒指導まで行き届かない。 

 学生のモチベーション向上又は維持が困難な点 
 実技に関して、きちんとした指導ができない点。 
 実習授業は学生の授業への取り組みがわかりづらい点。学生の不安を解消できない点。 
 技術系のオンライン授業では、全般的に対面式よりも習得度が低くなる 
 実習などの技術を磨く上で対面授業は重要なので、登校できない状況が長引くと、やや

不安が残る 
 実習系の授業をオンラインに移行出来ない。 
 校内でコロナ感染者が出た場合、学校を数日休校せざるを得ない。必要な授業時間数が

確保できるか心配している。 
 オンラインでの教育は理容美容の学校にとって有効な手段で無いと考えていますが、

履修時間等で、必要に迫られれば、実施するしかない。 
 実習等の技術は、対面か良く、学生からもオンラインでは充分に学べないという声が多

かった。また、メイクやエステティック等では相モデルでの授業ができなくなることで、
肌の質感やタッチ手技の体感が分からないことなど。 

 オンライン授業についてのノウハウ、準備 
 アンケート現在、国家試験が間近に迫っている中、対応の苦慮することが想定される。 
 配信授業コンテンツ不足、理解度を計る方法、双方向型オンライン授業が困難 
 時間割 
 時間の確保に難 
 緊急事態宣言の内容(移動制限、施設利用制限など）により、履修時間の確保が難しい

場合が生じるため。 
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◆ オンライン教育の活用状況等についてお伺いします。 
 
(1) 御校ではこれまで何らかの形でオンライン教育を導入されていますか。1 つ選んでくだ
さい。 

 
 
 
 
(2) (1)で「a. 現在導入している」「b. 導入していたが現在は中止している」とご回答された
方にお伺いします。 
(2)① どのような目的でオンライン教育を導入されましたか。すべて選んでください。 

 
(その他入力) 
登校前の健康観察 

a. 現在導入している, 
35, 42%

b. 導入していたが現
在は中止している, 

30, 36%

c. 導入を検討している, 
11, 13%

d. 導入を検討したことはない, 
7, 9%

オンライン教育の導入状況

29

24

24

51

1

0 10 20 30 40 50 60

a. 教育の質的向上・効率化

b. 欠席者・通学困難者等への学習フォロー

c. 授業時間数の不足への補填

d. 緊急事態下での集合学習の代替手段

e. その他

オンライン教育導入の目的
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(2)② どのような形態のオンライン教育を導入されましたか。すべて選んでください。 

 
(その他入力) 
動画配信 
 
 
(2)③ オンライン教育を導入されたのは、どのような科目ですか。すべて選んでくださ
い。 

 
(その他入力) 
就職ガイダンス 
就職ガイダンス、説明会 
ガイダンス 
 
 
  

58

32

2

0 10 20 30 40 50 60 70

a. WEB会議ツール等でのライブ配信

b. 映像コンテンツのオンデマンド配信

c. その他

オンライン教育の導入形態

59

32

15

17

4

0 10 20 30 40 50 60 70

a. 座学系の科目

b. 実習系の科目

c. 学校行事に係る科目

d. 学外等でのイベントに係る科目

e. その他の科目

オンライン教育の導入科目
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(2)④ よろしければ導入されたオンライン教育の具体的な内容を可能な範囲でご記入くだ
さい。 
 
 技術に関する動画配信 
 座学はオンデマンドにて実施し繰り返し学習を可能にし、実技はオンラインにて状況

に合わせた適宜指導、研修などは同時双方にて実施。 
 座学は事前にプリントを送付し穴埋め形式での授業。実習は授業ムービーを作成し、

それを使用しながら説明を加えオンラインで授業を行う。終了後に学生は授業内で撮
った写真を教員に送り、教員は改善点をコメントするなど。 

 学科 classroom フォームでの問題提示と解答 実習 画面共有での指導、管理、 フ
ォームでの提出 

 必修科目、ワインディング 
 座学を全て Web にし、濃厚接触者など登校できない学生は、実習も Web で同時に行

うように対応した 
 実習、座学、企業説明会など 
 ZOOM を使った遠隔授業（座学 実習） 
 各種講話。 検定にかかわる実習等。 
 技術解説動画の配信及び双方向オンラインでの座学授業 
 東京都在住の非常勤講師（メイク、カット）による zoom 授業 
 Google meet を活用したオンラインでも座学授業 
 座学科目すべて、一恋さん IMS 研修など 
 理論、保健など 
 zoom にて、座学の授業 
 座学の担当教員がオンラインで直接対応 
 座学のリモート授業 
 ライブ授業、映像配信 
 パワーポイントを使った授業が主であった。 
 美容国家試験必須科目(座学) 
 学科を課題と zoom などを使用して授業をリアルタイムで行った。 
 zoom 等会議ツールの活用 
 zoom を使っての学科授業。環境が整わない生徒に対しては対面授業。 
 ZOOM による授業や講習会など 
 座学系の科目では、事前にプリントを配布しておいての学習や、パワーポイントを画

面で共有して授業を実施 
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 ＷＥＢ会議ツールを利用し、ライブ配信と質疑応答を学年担当者が行いました。専門
科目（関係法規・保健・衛生管理・運営管理・美容技術理論・香粧品化学・文化論）
について、レジュメを使用して授業を行った。 

 学生にわかりやすいよう動画マニュアルを作成した 
 youtube での配信、課題提出での出席確認 
 ネイル技術の検定試験に関わるポイントと注意点の講習や講師による座学のオンライ

ン授業 
 緊急事態宣言下では全科目 ZOOM によるオンライン授業を実施し、状況改善により

実技のみ登校、座学はオンラインを継続。 現在は全科目登校による授業を実施。 
 Webex による生配信授業(教員のみ学校に出動し、各教室から配信) 
 PowerPoint を活用した授業の実施 
 座学授業を ZOOM で繋ぎホワイトボード前から普段の授業と同じような進行で行っ

た 
 オンデマンド授業後 課題提出をさせている。 紙ベースと Google フォームで提出な

どがある。 
 Google クラスルーム LINE 
 グーグルアプリクラスルームにより授業配信、課題提出、テスト（自動採点）等 
 プリントを事前に配布し、授業前に事前学習(プリントの穴埋め）を実施させ、オンラ

インで答え合わせと解説を実施 
 PDF など使用 プリント学習 実習についてはすでに出来る内容のもののタイムトラ

イアル 
 就職イベント 
 オンラインでの就職指導対策。 
 就職説明会など 
 全面オンデマンドだと教育効果が薄いと感じたため、コロナ禍が落ち着いた現在はオ

ンデマンドと対面を組み合わせたハイブリッドで運営しています。 
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(2)⑤ オンライン教育の導入にあたり、どのような点が課題でしたか。すべて選んでくだ
さい。 

 
(その他入力) 
オンライン用授業資料の作成 
 
 
 
 
(2)⑥ 御校で導入されたオンライン教育について満足されていますか。1 つ選んでくださ
い。 

 
 
 
  

51
57
57

32
44

39
1

0 10 20 30 40 50 60

a. 学校側のオンライン環境・機器の整備
b. 学生側のオンライン環境・機器の整備

c. オンライン環境を利用する教員の対応力
d. オンライン環境を利用する学生の対応力

e. オンライン環境に適した教授法の確立
f. オンライン環境での学生フォロー体制の確立

g. その他

オンライン教育の導入課題

a. 大いに満足している, 
3, 5%

b. まあまあ満足している, 
36, 55%c. やや不満が残る, 

21, 32%

d. かなり不満が残る, 
2, 3%

e. どちらともいえない, 
3, 5%

導入したオンライン教育への満足感
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(3) 御校では今後オンライン教育を活用するご意向はありますか。1 つ選んでください。 

 
 
 
 
(4) 今後オンライン教育を活用するとしたら、どのような形態であれば活用したいと思い
ますか。すべて選んでください。 

 
(その他入力) 
就職活動など 
 
 
  

a. 幅広く活用していく, 
16, 19%

b. 一部で活用していく, 
33, 40%

c. 緊急時に活用する, 
32, 39%

d. 活用しない, 
2, 2%

今後のオンライン教育活用の意向

68

54

1

0 10 20 30 40 50 60 70 80

a. WEB会議ツール等でのライブ配信

b. 映像コンテンツのオンデマンド配信

c. その他

今後のオンライン教育の活用形態



35 
 

◆ 美容技術コンテストの実施状況等についてお伺いします。 
 
(1) 御校ではこれまで美容技術のコンテストを取り入れていましたか。すべて選んでくだ
さい。 

 
 
 
 
 
(2) (1)で「a. 授業内で取り入れていた」「b. 授業外で取り入れていた」とご回答された方
にお伺いします。 
(2)① 御校で取り入れていた美容技術コンテストは、主にどのような題材でしたか。すべ
て選んでください。 

 
(その他入力) 
理容技術、マツエク、デッサン、着付け、フォト 等 
クラシカルバックバリエーションシート、まつ毛エクステンション、ミディアムカット、 
メイク 

69

52

34

1

0 10 20 30 40 50 60 70 80

a. 授業内に取り入れていた

b. 授業外で取り入れていた

c. 希望者が自発的に参加していた

d. 実施していない

美容技術コンテストの実施状況

74

60

57

46

27

0 10 20 30 40 50 60 70 80

a. ワインディング

b. ヘアカット

c. ヘアアレンジ

d. ネイルアート

e. その他

美容技術コンテストの主な題材
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ヘアデッサン 
デッサン 
デッサン 
オールウェーブセッティング、デザインカット、留袖着付 
オールウェーブセッティング、着付、メイクアップ 
オールウェーブセッティング、まつ毛エクステンション、フォトコンテストなど 
着付け 
アップスタイル、フォト 
アップスタイル 
国家試験課題、ホイルワーク、ウィッグデザイン  
国家試験課題全て ヘアメイクフォトなど 
フォトコンテストなど 
フォトコンテスト 
メイクアップ 
メイクアップ エステ  
メイク 
フリースタイル 
Wig のフリーデザイン 
ヘアメイク 
マツエク、フォト 
まつ毛エクステンション   
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(2)② 御校で取り入れていた美容技術コンテストは、どのような実施形態でしたか。すべ
て選んでください。 

 
(その他入力) 
オンラインでの作品への投票、各学年による校内会場開催、教室開催、教室内で外部講師
による採点 
 
 
 
(2)③ 御校で取り入れていた美容技術コンテストは、どの程度の開催頻度でしたか。1 つ
選んでください。 

 
 
 
  

72

26

48

3

0 10 20 30 40 50 60 70 80

a. 会場開催

b. オンライン開催

c. 写真提出

d. その他

美容技術コンテストの実施形態

a. 年に1回程度, 
43, 53%

b. 半年に1回程度, 
32, 39%

c. 2,3か月に1回程度, 
6, 7%

d. １か月に１回程度, 
0, 0%

e. その他, 1, 1%

美容技術コンテストの開催頻度
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(2)④ 美容技術コンテストによって期待できる教育効果はどのようなものがあるとお考え
ですか。すべて選んでください。 

 

(その他入力) 
高校生へのアピール 
 
 
 
(3) 美容技術コンテストを学校教育に取り入れる上で、どのようなことが課題になります
か。具体的にご記入ください。 
 
 入賞する学生が一部の学生に集中してしまい、最初から入賞をあきらめ、真剣に取り

組まない学生も見受けられる。 
 受賞者に変動が見受けられない 
 生徒ごとの熱量の差 
 参加学生のモチベーション及びクオリティの向上 
 オンラインで大会練習をする際に生徒と教員との想いの熱量が共有されにくい。(雰囲

気作り) 
 モチベーションの高い学生とそうでない学生の格差 
 学生のモチベーションの違い 
 学生のモチベーションの差異による取り組み姿勢。 準備にかける時間。 会場。 
 コンテスト当日に照準をあわせて授業を行い、技術力を上げ、モチベーションを維持

させること 
 技術力の向上、学習意欲・モチベーションの向上 
 みんなが技術コンテストに興味を持つこと 

80

82

21

22

0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

a. 技術力の向上

b. 学習意欲・モチベーションの向上

c. 業界内での人間関係の形成

d. コミュニケーション力等のコンピテンシーの向上

e. その他

美容技術コンテストにより期待できる教育効果
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 場所や動機付け 
 コンテストをするにあたり、学生のモチベーションに温度差があり、積極的な学生は

良いのですが、そうでない学生の対応で、目的意識をしっかりと持たせ、取り組むま
せることが課題です。 

 コンテストに向けての練習意欲が少ない 
 コンテストに興味が無い生徒の増加、コンテスト練習時間の確保 
 コンテストの内容(開催元）にもよりますが統一した技術指導。 コンテストに対する

生徒間の温度差や精神面のフォローと強化 
 競技内容により、指導者の指導レベルに差があること。 
 モチベーションの以上や技術向上の為の教員のフォロー体制について。 
 教員側のスキル 
 コンテスト指導者が少ない 
 結果（成果）に結びつく作品指導。 
 コンテストに向かうモチベーションの向上、技術力、想像して創造する（創造力、イ

メージ力、発想力）、時間、指導力 
 勝たせる事の大切さ、勝つためのプロセス 
 教員の負荷増大 
 国家試験課題以外の課題に対する授業時間以外の指導時間の確保 
 教員の技術指導スキル 
 教員の対応力、時間の確保 
 学生、教員のレベルアップ 
 作りたい作品の指導をする時間がなかなか取れない。 
 先生と授業の確保 
 参加する学生と参加しない学生との基準となる国家試験技術の差 
 学生及び学校の経済力です。 コロナ禍により教材の高騰が顕著です。カットは金銭

的に余裕のある学生しか練習できません。 ワインディングウィッグも半年ほど練習
したらコンテストでは使えない状態になります。1 台 18,000 円まで値上がりしまし
た。 

 競技種目によっては、消耗品の費用(負担金)に違いが出るので参加人数の片寄りがみ
られる。 

 経費、時間 
 教材費の増大。 必須教科とのバランス。 技術の偏り。 時間外練習に対する教員の

負担増。 
 コンテストに参加したり、提出するために、作品作りにかける時間がものすごく必要

になること、今年度のように新型コロナウイルスが蔓延すると、感染リスクを避け
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て、コンテストに参加できにくい生徒が大半出てきてしまい、実際に参加はせず作品
提出のみになってしまうこと。 

 コンテスト費 
 教材費用 
 開催される内容にもよるが、できるだけ学生が金銭的・時間的に負担がかからないよ

う配慮するべきだと思う。 
 コンテスト課題に対しての練習を授業以外で行うにあたり、計画の工夫が必要。 
 コンテスト対策の時間確保 
 練習時間の確保 
 練習時間の確保 
 他の教育にも力を入れたいが、どうしてもコンテストの比重が多くなってしまうこ

と。 
 コンテスト開催時期と学校カリキュラムの授業時期にズレがある場合、参加自体困難

になるケースがあること。 
 既存カリキュラムと、コンテスト時期の調整 
 クラス内で全ての順位をつけるので、学生本人の自尊心が傷つけられる可能性はある

が、事前に動機付けを行っているので、大きな問題になったことはない。 
 授業内外での実施の検討、開催であれば規模と実施形態と収納人数や会場などの安全

の確保。 
 会場の設営、運営、スケジュール(密にならない)など、各家庭にも理解していただく

配慮などが、コロナ禍での課題かと思います。 
 大会出場する為の出場料や材料費などの金銭面。 
 審査方法、公平性の担保 
 審査基準が明確であり採点に甘辛が無く学生が納得できるコンテストである事 
 基本的ルールを細かく説明をして欲しい。 国家試験同様であっても、人とは思えな

いぐらいの首の倒し方をしても、入賞をして全国大会に行った学生がいたので。 審
査をする人の認識が違うのか？ 

 校外コンテストの場合、参加する生徒と参加しない生徒への授業の組み立て等 
 現行のコンテスト内容は国家試験課題が多い為、如何に現場で活かせる技術にシフト

させていくかという点 
 競技種目の設定 
 校内では、課題を変えなければ入賞者が決まってくる（特にワインディング）ので、

その都度課題を変える。 
 コロナウイルスの状況 
 当初の課題はソーシャルディスタンスの確保だったが、空き教室を利用し各部門に分

かれ練習できたので問題なくコンテストに向け練習ができた。 
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 コロナまん延による会場への移動において、感染拡大地域への移動は学生と保護者が
不安に感じた場合、学校側として参加を促せなくなる。 開催予定のコンテストが中
止になると練習に励んでいた学生のモチベーションが下がりメンタルケアも必要とな
る。 

 開催か中止かの判断が遅い場合 
 
 
 
(4) 今後開催される美容技術コンテストに対し、実施内容や実施形態等について希望があ
ればご記入ください。 
 
 教員の負荷が増えない形で学生の学習支援となればよい 
 日々の学習活動に直結するもの（国家試験課題）もしくは、就職後の活動（作品撮

り、SNS 発信など）にも活かせる技術コンテスト クリエイティヴなコンテストにつ
いては学生のうちはフォトコンテストなど時間に融通がきいて、何度でもやり直しが
できる方式の方が完成度の高い、学生自身が納得できる作品が作れると感じる 

 コンテストは本来集まってその場でするものであると考える。 緊張感がオンライン
とは全く違うし、審査を待つ間に違う競技を見ることで勉強にもなる。 そしてその
日に結果が発表されるので、１日の達成感がある。 

 安全の確保をしたうえで、従来通りの対面、会場でのコンテスト形式で、コンテスト
特有の緊張感や空気感が経験できるものを希望します。 

 今後も、社会情勢を考慮し感染対策を行っての開催（入場制限を設けるなど） 
 多くの学生が参加できるコンテスト 
 競技によっては使用するウィッグを指定すること。 写真提出のみだと、学生の実

力、成果が中々、計れないのでは? 
 出場数を少数制にして会場での大会を実施したい。 画面より本会場の空気感や臨場

感を生徒に体感させたい。 YouTube 配信により誰でも何処からでも見られて記録に
残せるようにしたい。 

 新型コロナウイルスなどの感染症が今後広がった時も、安全・安心してコンテストに
参加できやすいような実施の在り方を模索してほしい。 

 県での予選会を希望 参加費をもう少し安くしてほしい 
 出来る限りオンラインでの開催は難しいと思うため、広い会場などの利用によりモチ

ベーション、緊張感のあるコンテストを実施してほしい。 
 日程も決まり、楽しみにしていても中止、延期となり、学生も残念に思います。オン

ラインなどの工夫で、ぜひ実施していただきたく思います。 
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 美容技術のコンテストの作品は（フォトコン以外）繊細な審査になるので、オンライ
ンコンテストの場合、審査の公平性が特に重要と感じます。 

 コロナ感染症が落ち着けば、会場を用いた対面式の技術コンテスとの開催を期待した
い。 

 実践に役立つ競技内容にしてほしい 平等な審査が行われてほしい 
 道具や、ウィッグをできるだけ買い足さない。国試と全く違う技術にすると大変なの

で、国試に準ずるものにしてほしい。 
 フォト以外は、会場でコンテストを行うのが大会の醍醐味だと思うので、各選手が対

面して行う事にこだわりたい。 
 審査員、審査基準の公平性 教材費用に対する基準、または規格教材を含めたエント

リー費の設定 
 例年通り変更なく実施の予定 
 感染状況や参加学生の安全を第一に考えた中で、可能な限り開催して欲しい。 
 カットやワインディングを国家試験に合わせて欲しい 
 技術目的を明確にすること、成績や努力が就職時に評価されること 
 個のご時世だからこそ、オンラインでも良いので開催していただきたいです 
 できれば対面で実施できるといいと思います。 
 個人戦よりも団体戦が実施形態のバリエーションに富む。 オンライン開催。 美容技

術以外の内容。（接客サービスや接遇マナーなど） 
 カリキュラムにより、コンテストの日程が中々取れないことがあるので、コンテスト

内容や開催日を１年前に教えて頂きたい。 
 オンラインなどでは採点が非常に難しい分野もある為、大会運営者はしっかりと精査

して開催を検討して頂きたい 
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◆ 本事業の取組への興味関心等についてお伺いします。 
 
(1) 一恋では、オンラインでの美容技術コンテストを実施するためのモデル構築に取組み
ます。御校はオンラインでの美容技術コンテストに興味がございますか。1 つ選んでくだ
さい。 

 
 
 
(2) 一恋では、オンラインでの美容技術コンテストを検討する上で、実現のためのツール
の 1 つとして、作品の写真等から美容技術を定量的に評価する AI システムの構築を目指
します。この美容技術評価をする AI システムに対し、御校は興味がございますか。1 つ選
んでください。 

 
  

a. とても興味がある, 
15, 17%

b. まあまあ興味がある, 
39, 46%

c. あまり興味はない, 
12, 14%

d. まったく興味はない, 
4, 5%

e. どちらともいえない, 
15, 18%

オンラインの美容技術コンテストへの興味

a. とても興味がある, 
15, 18%

b. まあまあ興味がある, 
43, 51%

c. あまり興味はない, 
13, 15%

d. まったく興味はない, 
2, 2%

e. どちらともいえない, 
12, 14%

美容技術評価をするAIシステムへの興味



44 
 

(3) 一恋の文部科学省委託事業「美容分野専門学校における先端技術を活用したオンライ
ン・技術コンテストの実践モデル構築事業」の成果について、情報共有をご希望されます
か。1 つ選んでください。 

 
 
 
(4) 一恋の活動や本事業について、ご意見・ご感想等ございましたら記入してください。 
 
 いつもお世話になっています。 AI 採点、とても興味があります。教員の採点技量も

試されることになり教員研修にも使えそうですね。 
 AI システムを活用した定量的な技術の評価となると、過去の優秀作品データをもとに

万人受けする作品が高い評価を受ける可能性が高く、美容技術の醍醐味でもある独創
性のある個性的な作品が評価されにくくなるのではという危惧があります。 

 コロナ禍において恋ズコンテストや AI 審査の導入など、前向きな姿勢は素晴らしい
と思います。全てに参加できるとは申し上げられませんが、今後も新しい取り組みが
ありましたら情報提供をお願いします。 

 ＡＩ技術での技術評価が、どのようなもの、どの程度のものなのか。 
 国家試験でも仕上がり審査では是非 AI を導入して頂きたいです 
 美容業会の発展と、今後、業界を担う美容学生の新たな就学環境への提案等 美容学

校教員に向けての教育プログラム（AI 化への対応）と同時に今後を見据えた「美容学
校」の在り方など参考提案等 宜しくお願い致します。 

 社会情勢や DX に沿った素晴らしい取組みだと思います。ＡＩの可能性は計り知れな
いが定量化の良さの反面課題も多そう。しばらくの間は「新しい生活様式」で安全面

a. 希望する, 68, 81%

b. 希望しない, 16, 19%

情報共有について
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を確保し、対面形式の授業やコンテスト等の取組みをしていこうと思います。 いつ
も情報いただきありがとうございます。 

 コンテストに対する一貫した理念・目的が重要です。 審査員・審査基準に学生が翻
弄されるようなコンテストとならないように願います。 

 国家試験の技術科目のコンテストではなく、デザインカット、カラー、アレンジなど
流行を取り入れたヘアデザインを主としたコンテスト。 オンライン(画面越し）での
審査は細部の技術を見るのが難しいと思うので、その解決方法など多々情報共有でき
たらと思います。 

 今までオンラインでのコンテストは何度も話題に出るのですが、フェアな環境下での
コンテストや画面を通しての採点が難しく、実施されていません。技術コンテストに
出場する学生は、ただ作品作りをして評価されるのを期待するのではなく、オリンピ
ックをはじめとする他の大会も同じように、修練してきた選手が同じ環境下で戦い、
お互いに成果をたたえあう事も重要視しています。フォトコンテストやデッサンなら
可能です。オンライン授業については行うこともあるのですが、出来れば海外とつな
げるなど、特別な事以外は使いたくはありません。人相手の仕事なので、授業は対面
で、気が付いた時には質問したり、その先生の空気間に触れる事も大切な勉強だと思
っています。 

 一恋の皆様には、いつも大変お世話になり、ありがとうございます。人と人でしか学
ぶことの出来ない温かみのある授業で、学生も私達教員も、いつも感動させていただ
いてます。 これからも、どうぞ宜しくお願いいたします。 

 以前は年 2 回、1 年生を対象に研修をお願いしていたが、新型コロナウイルス感染症
により、この 2 年実施できていない。学生にとって大切なことを教えていただける研
修なので、状況が落ち着いたらまたお願いしたいと思っています。 

 11 月に実施していただいた「一恋研修」に参加し、「美容師には関心がない」と言い
切ってた在校生が美容師に興味を持つことができたとの話を聞きました。研修を通
し、サロンで働く先輩方とコミニュケーションを取ることは、美容学校在学中に大変
必要なことと思いました。今後ともどうぞよろしくお願い致します。 

 活動は以前より充分に把握しているつもりです。今後につきましては、姉妹校と協議
させていただき検討させていただきますので、よろしくお願いします。 

 いつも学生のプラスになる講習をありがとうございます！ 今後ともどうぞよろしく
お願いいたします。 

 大変お世話になっております。 今後とも宜しくお願いいたします。 
 いつもお世話になっております。引き続き宜しくお願い申し上げます。 
 今後ともよろしくお願いいたします。 
 いつもありがとうございます。 
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 日頃より大変お世話になっております。 この度のアンケートの回答につきまして
は、学校単位で回答いたしました。 その旨、ご理解を頂きますようお願い致しま
す。 今後ともよろしくお願い申し上げます。 

 コロナ禍で対面講習もままならない中、大変なご苦労をされているかとは思いますが 
業界発展の根幹部分ですので頑張ってください。 

 大変有意義な活動をしていると思います。経営が厳しい学校にローコストで高生産性
な提案を期待します。 

 成果に期待しております。 
  



47 
 

第２節 美容分野専門学校等への遠隔教育等の実態に関するヒアリング調査 

第１項 調査概要 

(1)  調査目的 

美容分野専門学校を対象としたアンケート調査結果を踏まえ、さらに、より具体的な情報
を入手するため、美容分野専門学校 10 校の協力を得てヒアリング調査を実施した。 

本ヒアリング調査では、遠隔教育の対応状況や課題、コンテストの実施状況や意向、AI 技
術に対する意見などについて、アンケート調査で把握した全体傾向を踏まえた上で、より個
別具体的な詳細情報について質問を行った。 

 

(2)  調査対象と調査方法 

 本調査では、全国の美容分野専門学校のうち、アンケート回答校等から 10 件程度を抽出
し、WEB ヒアリングを申し込む形で実施した。 

その結果、2021 年 12 月から 2022 年 2 月にかけて、以下 10 件の美容分野専門学校の協
力を得て、調査を実施した。 

 
<ヒアリング調査協力校一覧> 

No. 学校名（※順不同） 所在地域 
1 学校法人マリールイズ学園 マリールイズ美容専門学校 東京都 
2 福岡県美容生活衛生同業組合 福岡美容専門学校 福岡校 福岡県 
3 鹿児島県理容生活衛生同業組合 鹿児島県理容美容専門学校 鹿児島県 
4 学校法人前田学園 愛知美容専門学校 愛知県 
5 学校法人河原学園 河原ビューティモード専門学校 愛媛県 
6 学校法人国際総合学園 国際ビューティ&フード大学校 福島県 
7 学校法人滋慶学園 札幌ベルエポック美容専門学校 北海道 
8 学校法人小池学園 専門学校東萌ビューティーカレッジ 埼玉県 
9 学校法人コーセー学園 コーセー美容専門学校 東京都 

10 学校法人滋慶コミュニケーションアート 京都医健専門学校 京都府 
 

(3)  調査項目の一覧 

本調査では、以下の 8 つの大項目に沿って、各校の協力者に質問を行った。各校の回答
情報の詳細は次項に掲載する。 
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<ヒアリング調査項目一覧> 

  〇 コロナ禍による技術教育等への影響 
 技術教育の集合学習の実施状況 
 参考までに、講義やイベント系の実施状況 

〇 技術教育等への遠隔教育の適用方法・従来の導入実績 
 現在の遠隔教育の実施状況 
 具体的な実施方法 
 従来の導入実績 
 教員・学生の反応 
 メリットとデメリット 

〇 遠隔教育の課題・今後の導入意向 
 遠隔教育の課題 
 技術習熟度 
 今後の活用意向 

〇 将来的な緊急事態時の対応方針 
 今後の対応方針 
 今後の対応検討に向けて知りたい情報や課題など 

〇 コンテストの従来の実施状況・現状の実施状況 
 従来のコンテストの実施状況 
 現状のコンテストの実施状況 
 コンテストの実施方法（会場、写真など） 

〇 コンテストの教育効果や課題 
 コンテストの教育効果（技術力向上、業界との接触など） 
 コンテストの課題（教員の指導力、学生のモチベーション、教員の負担など） 

〇 オンライン技術コンテストへの興味関心 
 オンライン・コンテストへの興味関心 
 会場との違いについての見解 
 オンライン・コンテストへの要望など 

〇 美容技術評価 AI への興味関心など 
 美容技術評価 AI への興味・関心 
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第２項 ヒアリングの実施結果 

(1)  マリールイズ美容専門学校 

コロナ禍による技術
教育等への影響 

 コロナ禍の影響により、特に 2020 年の 4,5,6 月あたりは対面
での授業が困難だった。zoom でのオンライン授業を取り入れ
つつ、徐々に対面授業を再開する形になった。 

 技術教育についてもオンライン授業を行ったが、4,5,6 月とい
う時期は基礎・基本や練習の仕方等を学生が習得する前の段
階であるため、自主学習も成立しづらく、オンライン授業で細
かい個別指導を行うこともできないため、大変苦労した。 

 その後、技術教育は基本的に対面で実施することとし、必要に
応じて教室を分けて密を避けるなどの感染対策を行ってい
る。 

遠隔教育の導入実績
や導入形式・課題 

 （導入形式）2020 年 5 月にはオンライン授業を実施できる環
境を簡易的に整えた。遠隔授業では学生の個人用端末を使用
させており、校内に Wi-Fi 環境を用意した程度で、学生にタ
ブレット端末を配るなどの対応は行っていない。 

 （課題）遠隔授業では、学生が自宅で受講できるメリットがあ
る反面、授業に対する学生の反応がわからず、授業の話を聞い
て学習に取り組んでいるのかなどの判断に困った。学習態度
は成績に関わるため、授業を進行する教員とは別に、学生の様
子をチェックする教員を配置している。 

 （課題）自宅でペットを抱きかかえながら授業を受ける学生
が現れたりしたこともあったが、教員側としては注意を行い
にくい。授業態度を管理しづらく、困っている。 

技術教育等への 
遠隔教育の適用方法 

 （座学）理論に関する授業など、座学についてはオンライン授
業でも問題なく行えたと感じている。 

 （実技）技術教育については、画面を通して手や指、道具など
の使い方を教えるのは難しいと感じている。実際に遠隔でパ
ーマの実技を行う授業を実施したが、小さい画面で学生 1 人
ひとりの技術を確認したり個別指導を行ったりすることは困
難である。したがって、オンライン教育での技術教育は自主学
習の延長程度と認識している。現実的には 1 週間でも耐えら
れない学生が出てくると思う。 

将来的な緊急事態時  今後についても、新型コロナウイルス感染症の状況にあわせ
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の対応方針 て検討していく事になるが、基本的には感染対策を前提とし
た対面授業を中心に対応していく見込みである。 

コンテストの 
実施状況 

 （従来）従来は学生が全員参加する学校内でのコンテストは
もちろんのこと、学校外でのコンテストも数多く開催されて
おり、積極的に実施・参加をしていた。しかし現状、ほぼすべ
ての会場開催でのコンテストは中止となっている。 

 （現在）フォトコンテストが目に見えて増えていると感じて
いる。好きなタイミングで作品を送信して評価を受けること
ができるほか、作品への投票数で入賞できる仕組みがあるな
ど、オンラインの良さを活用したコンテストが増加している。 

コンテストの 
教育効果や課題 

 （教育効果）美容の技術は常に更新されるため、技術を向上さ
せるためには最新の情報やトレンドなどにアンテナを張って
おく必要がある。この習慣や考え方などが、コンテストを通じ
て磨かれていると感じている。 

 （教育効果）美容師は美容室でカットやカラーを行うだけで
なく、カットモデルの撮影やコンテストへの参加などの、外部
との接触をしながら業界全体を向上させている。そのため、コ
ンテストへの参加はこれらの意識を高める手段の 1 つとなり
えると考えている。 

 （教育効果）学校での学習だけでは、コンテスト会場の緊張感
や周りと競い合う感覚を味わうことができないため、オフラ
インでのコンテストには自身の技術の向上を意識させる教育
効果があると考えている。 

 （教育効果）学生にとって刺激となるだけでなく、上級生の技
術を参考にしたり、コンテストの結果を重視する美容室等へ
の就職につながったりする可能性がある。 

 （課題）教員は必ずしも最先端の技術や流行に対応している
わけではない。そのため、コンテンストによっては、十分な指
導を行うことが困難な場合もある。 

 （課題）学生全員が参加できるコンテストであれば、授業の中
に取り入れていく事もできるが、一部の学生が参加する場合、
授業時間外での指導が必要となり、教員の負担が大きい。 

オンライン技術 
コンテストへの 

興味関心 

 今後も積極的に参加していきたいと考えている。オフライン
とオンラインのそれぞれに良さと欠点がある。どちらか方本
ということではなく、どちらも活用していけたら良い。 
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 フォトコンテストに学生全員が同時に参加することで、授業
であるとの認可を得ることができる上に、同時に同じ課題に
取組むことができるため、前向きに考えている。 

 コンテストを通じて学生と美容サロン等との間が縮まってほ
しいと考えている。例えば、可能であれば、学生が直接、現役
の美容師に質問できるなど、気軽に交流できる環境を作って
もらえるとありがたい。そのような環境があれば、学生が積極
的に美容サロン等と交流を図って最先端の技術や流行を学ぶ
機会にもなり、就職等にも繋がるのではないかと考えている。 

美容技術評価 AI へ
の興味関心など 

 新しい試みは積極的にやるべきだと考えている。 
 どうやって AI に評価をさせるのかに興味がある。従来は審査

員の感性や好みが反映されていた部分も大きく、審査の基準
が作りにくいのではないかと感じている。ワインディングで
AI 審査によるコンテストを行う場合は、使用している道具等
によって判定結果が変わるのではないかと感じている。 

 

(2)  福岡美容専門学校 

コロナ禍による 
技術教育への影響 

 コロナ禍の影響により、しばらくは対面による授業を実施
できず、入学式などの学校行事も実施できなかった。 

 現在はオンライン授業と対面での授業を実施している。今
後、感染症が広がりを見せた場合に、すぐにオンライン授
業に切り替えられるように準備を進めている。 

 学校での感染症対策の一部として、学生が出校する時間や
休憩時間をずらすなどの対策を行っている。急を要さない
場合には、感染症が広がりを見せてもしばらくは時差出校
や黙食などで対策を行う予定。 

 コロナ禍の影響で、例年よりも退学をする学生や、心の疾
患を抱える学生が増加している。主な退学理由としては、
学習内容が通信課程の学校と違いがないのにも関わらず、
学費が高額であるため。 

 （就職関連）コロナ禍では説明会や面接がほとんどオンラ
インで実施されており、オンラインで完結している場合も
あった。一度も現場に訪れることなく就職が決まっている
学生もいるため、実際にうまくやっていけるのかという漠
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然とした不安がある。 

緊急事態宣言時 
の対応方法 

 学生が出校するのが厳しくなったタイミングで、オンライ
ン授業への切り替えを進めた。 

 感染症が落ち着いた場合は、対面での授業が中心にはなる
が、部分的にオンライン授業を取り入れていきたいと考え
ている。 

遠隔教育の導入実績 
や導入形式・課題 

 （導入形式）学生に技術に関する資料を配付し、学生は自
宅に用意したマネキンを使って作品を制作している。でき
あがった作品の写真を、Google クラスルームを用いて教員
に共有している。作品への評価は、教員がコメントで行っ
ている。この遠隔教育の導入において、教員の負荷が増え
たとは感じていない。 

 （課題）基本的な部分のみを指導し、残りは学生自身が考
えながら作品の制作を行うため、作品に学生のオリジナリ
ティが出ている。教員がコメントで評価を行う際に、評価
の内容を文章化する必要があるため、苦労している。 

 （課題）スキル習熟度の低さが課題になっている。例年は
習熟度合いに応じて居残り学習をして習熟度の底上げを
行っていたが、現在は実施できていない。 

 （課題）メイクの授業では、感染症対策のためモデル側が
しゃべることができないことに加えて、使用する道具につ
いて制約があった。そのため、例年よりも技術力が定着し
ていないと感じている。メイクやシャンプーのような、対
面で成り立つ技術指導を、どのようにしてオンライン授業
に落とし込むかをよく検討する必要があると考えている。 

 （気づいた点）対面での授業では、生徒 1 人ひとりの手元
をチェックできていなかったが、オンライン授業では学生
の手元を観察できている。 

技術教育への 
遠隔教育の適用方法 

 （座学）テキストの重要な部分のライン引きを、オンライ
ン授業で行っている。特に問題なく実施できている。 

 （実技）スマートフォンで撮影した動画を、YouTube にア
ップロードして学生に共有している。コロナ禍以前にはビ
デオ教材は使用しておらず、コロナ禍に新たに入学した学
生のために、早急に動画を収録・配信できるように環境を
整えた。 
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 （実技）コロナ禍以前に使用したことはなかったが、本校
独自で動画教材の開発を行っており、国家試験対策用のカ
ッティング・ワインディングなどの動画教材を用意してい
た。現在、開発した動画教材を活用できており、動画教材
に関するノウハウや実績がコロナ禍でのオンライン授業
に活きている。 

コンテストの 
従来・現在の実施状況 

 （従来）校内コンテストでは、福岡校と北九州校の学生が
同一の会場に集まって実施。組合主体のコンテストにも参
加をしていた。 

 （現在）2021 年の校内コンテストでは、福岡校と北九州校
がそれぞれ別の会場を借りてコンテストを実施した。 

 （現在）フォトコンテストが増加しており、参加もしてい
る。選択授業の中にフォトに関する学習を取り入れてお
り、プロカメラマンを講師に招いて授業を実施している。 

 （現在）全員参加の学内コンテストにはさまざまな部門が
あり、創作部門が華になっている。準備時間が短いのにも
関わらず、教員がおどろくような作品が提出されている。 

コンテストの 
教育効果や課題 

 （教育効果）コンテストを通じて、自分がイメージしたも
のを作品として具現化する際に、必要な技術を学びたいと
いう気持ちが生まれると考えている。技術を身に着けたい
気持ちが強いタイミングで技術指導を行えるため、通常の
技術指導よりも高い効果が期待できる。 

 （課題）最低限だけ参加をする学生と、積極的にコンテス
トに取組む学生との温度差を感じている。 

オンライン技術 
コンテストへの 

興味関心 

 オンラインであれば学生がコンテスト会場まで移動をす
る手間やリスクが軽減されるので、参加しやすいのではな
いかと感じている。実際に、オンライン技術コンテストに
一部の学生が参加している。 

 技術コンテストだけでなく、デザイン力やセンスを問うコ
ンテストも重要であると考えている。 

美容技術評価 AI 
への興味関心など 

 興味がある。AI がどのようにして作品を評価するのかが興
味深い。 
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(3)  鹿児島理美容専門学校 

コロナ禍による 
技術教育への影響 

 鹿児島県では感染症があまり広がっていないため、基本的
な授業や行事に関しては例年通り実施できている。そのた
め、大きなマイナス部分はないと考えている。 

緊急事態宣言時 
の対応方法 

 今後感染症が広がりを見せる場合には、学生に教材や道具
などを自宅に持ち帰らせて、自宅学習に切り替えて学びを
止めないように対策を行う予定。長期休暇明けは 1 週間ほ
ど空けてから授業を再開し、感染症の予防を行っている。 

 他の学校がどのようにしてオンライン授業を行っている
のかに興味があり、特に感染症が広がっている地域の学校
の取組み内容が気になっている。 

遠隔教育の導入実績 
や導入形式・課題 

 （導入形式・実績）従来の対面での学習に加える形で、開
発した映像教材を配信する学習手法を取り入れており、効
率よく学習を進められている。動画教材を配信する環境づ
くりは、コロナ禍以前からスタートしており、授業前後の
予習と復習に動画教材を活用してもらっている。その結
果、学習の進みが悪い学生の数が減少した。 

 （実績）学生から「こういう動画はないですか？」と声が
挙がっており、映像教材の需要を感じている。 

 （メリット）対面授業では先生と学生に物理的な距離があ
り、先生の手元が見えないこともあるが、映像教材であれ
ば確実に先生の手元を見せることができる点が優れてい
る。 

 （課題）映像教材ですべて学べてしまう状態になっている
上に、学生は映像教材で学べることが当たり前になってい
るので、大人になった後に技術を学ぶ際に、映像教材以外
でうまく学習できるかを心配している。 

 （課題）Zoom やライブ配信でのオンライン授業には、学
生の顔がよく見えるというメリットもあるが、長い間オン
ライン授業だと学生が飽きてしまうため、次の手を考える
必要があると感じている。 

 （課題）ここ数年で学生は映像教材をよく目にしていて、
ヘアメイクやメイクの動画を視聴し、これをやってみたい
と簡単な感覚で口にする学生が増えていると感じている。
キラキラとした部分だけに憧れている高校生が増えてい
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るとも感じている。 

技術教育への 
遠隔教育の適用方法 

 Zoom は教員と学生のミーティングでしか使用しておら
ず、遠隔教育としては使用していない。 

 映像教材を配信することで遠隔教育を実施しており、映像
教材は教科書と連動しているだけでなく、生徒専用のホー
ムページも用意している。 

 全国の美容師やメイクアップアーティストが、遠方である
鹿児島の学生に何ができるかを検討した際に、動画教材を
開発する運びになった。コロナ禍以前は数十本程度の映像
教材を開発する予定だったが、コロナ禍の影響で数百本の
映像教材を開発することになった。 

コンテストの 
従来・現在の実施状況 

 （従来）学生大会や理美容甲子園などのコンテストが実施
されていた。フォトコンテストは 3-4 年前から増えている。 

 （現在）コンテストの開催数が目に見えて少なくなった。
鹿児島県の地域性もあり、感染者が出ないように注意を払
っている団体が多いと感じている。学生を守る必要もある
ため、イベントやコンテストは開催しないほうが良いので
はないかという結論になることが多い。学生からはショー
の実施や、大勢で集まってイベントを実施したいとの声が
挙がっているが、現状は実施できていない。 

 （現在）現在は企業やサロンの人事担当者と就職に関する
話をしても、雰囲気がいい子がほしいと言われており、学
生の良し悪しを判断する材料が少ないと感じている。フォ
ト系の作品のクオリティで学生の技量を判断しやすいた
め、フォト系コンテストの実績は就職活動に活用できるの
ではないかと考えている。 

コンテストの 
教育効果や課題 

 （教育効果）コンテストでは外部のモデルさんを呼ぶた
め、どうやったらモデルさんを見つけられるかを考えた
り、実際にモデルハントの活動を自主的に行う学生が増え
たりする機会を生み出せる効果が期待できる。 

 （教育効果）知識の広がりが期待できる。美容学校では国
家資格に関連するメイク・スタイリングの道具を扱うだけ
のことが多いが、コンテストに際して最新の道具や安い商
材屋の情報などにも学生が関心を持つようになる。 

 （教育効果）コンテストに作品を出すことで、自分の作品
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のレベルがわかるようになる上に、いい作品を見て目を肥
やすことができる。 

 （課題）コンテストに積極的な学生とそうでない学生がい
る。無理にコンテストに参加をさせるのではなく、教育自
体は行うがその後の部分に関しては学生に一任している。 

オンライン技術 
コンテストへの 

興味関心 

 国家試験に関連するコンテストにはあまり興味がない。デ
ザイン系のコンテストであればぜひ参加したいと考えて
いる。テーマに沿って、どう取組むかに重点を置いたコン
テストのほうが、賞の獲得の有無に関わらず学生にとって
プラスになると考えている。 

美容技術評価 AI 
への興味関心など 

 適切に評価ができる AI を開発できれば、多くの美容系の
学校が助かるのではないかと考えている。採点基準が明確
になれば、期末テストなどにも使用したい。 

 現在は地域や評価者によって評価の厳しさに差が出てし
まっているので、AI によって平等性が生まれることに期待
している。 

 

(4)  愛知美容専門学校 

コロナ禍による 
技術教育への影響 

 コロナ禍になったタイミングで、Wi-Fi 環境や高画質カメ
ラ等の遠隔授業の環境を整えている。 

緊急事態宣言時 
の対応方法 

 遠隔教育を実施することは可能だが、技術教育は基本的に
学校で行っており、1 年生は午前中のみ、2 年生は午後の
み出校する時差出校で感染症の対策を行っている。出校を
しない時間には、課題としてプリントを出している。 

 入学した 1 年生向けに、学校が連携しているサロンのプレ
ゼンテーションを視聴するイベントを実施している。通常
は学生全員が一堂に会するが、現在は 1 クラスだけ出校し
て映像を視聴し、残りのクラスは自宅で視聴する形で行っ
ている。 

 感染症の濃厚接触者になると国家試験を受けられないた
め、細心の注意を払っている。 

遠隔教育の導入実績 
や導入形式・課題 

 （課題）教員からは遠隔授業よりも、対面での授業の方が
好まれている。可能であれば、今後は対面で授業を実施し
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ていきたいと考えている。 
 （課題）作品の撮影技術を学ぶ必要があると考えている。

サロンの集客には SNS のフォロワー数を増やすことが欠
かせないため、注目されやすい見栄えのいい写真を撮影・
レタッチする技術が求められている。 

 （就職関連）求人情報よりもイメージ画像等のビジュアル
が注目されている。しかし、辺ぴな場所にサロンが所在し
ていることもあるため、イメージだけで就職先を選ぶこと
には注意が必要だと感じている。新たなサロンを学生に紹
介する前には、校長自らがサロンに訪れてオーナーにヒア
リングを行い、就職先にふさわしいかを見定めている。 

 （就職関連）現在はオンラインだけで内定を出すサロンが
増えているが、実際に会った際のイメージが違うなどの認
識のズレが生まれるのではないかと懸念している。 

 （就職関連）トップレベルのサロンが来校した場合は、教
員がサロンオーナーに学生の情報を伝えるようにしてお
り、ミスマッチがないようにヒアリングを行っている。 

技術教育への 
遠隔教育の適用方法 

 岐阜県の高校生にはタブレットが配布されており、授業の
一部が e ラーニングになっている。タブレットを利用すれ
ば、立体的なカットモデルを 3D で見られるメリットがあ
るため、美容関連の専門学校もタブレットを使用して授業
を行うことになると考えている。タブレットはもちろんの
こと、VR 等の最先端の技術を積極的に取り入れていきた
いと考えている。 

コンテストの 
従来・現在の実施状況 

 （現在）技術を競うコンテストの全国大会が中止になった
ことにより、11 地区で実施されていたコンテストの約半数
が実施していない。愛知・岐阜・三重・静岡では実施して
いるが、例年とは違い無観客で実施している。コンテスト
の様子はオンラインで生配信された。東海地方では独自に
フォトコンテストを開催しており、マスクをつけた状態で
デザインを行うルールで実施された。 

コンテストの 
教育効果や課題 

 （教育効果）コンテストは、自身の技術がどのレベルであ
るかを確認するために必要だと考えている。 

 （教育効果）コンテストは技術の伝承に必要なイベントだ
と考えている。2020 年は実施できていないが、2 年間コン
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テストの開催を中止してしまうとコンテストを体験して
いない学生が出てしまうため、2021 年はコンテストを実施
している。2022 年もコンテストを実施予定。 

美容技術評価 AI 
への興味関心など 

 AI はルールに則った評価が得意であるため、ワインディン
グに適していると考えている。しかしながら、毛先の扱い
方等の写真ではわからない評価箇所があるため、AI だけで
優劣をつけるのは難しいのではないかと考えている。 

 

(5)  河原ビューティモード専門学校 

コロナ禍による 
技術教育への影響 

 感染症が流行している時期が長く、その間に座学の学習の
みが進んでしまったため、実習の授業を行えず、教員がた
まってしまった実習授業の対応に追われた。 

 ワインディングは自宅でも実施しやすく、作品も崩れにく
いため遠隔教育で行っていた。一方で、ワインディングを
自宅で実施するのが難しいという見解もある。 

 感染症の影響で東京や大阪などの都市部への進出を、怖が
って断念している学生が増えている。その結果、地元で就
職をしている学生が増加している。 

緊急事態宣言時 
の対応方法 

 現在は全員が登校をしている。国家試験は濃厚接触者にな
ると受験できないため、国家試験前は登校を控えていた。 

 感染症のピークが落ち着いた時期には分散登校を行い、感
染が広がりを見せた場合には遠隔授業を行っている。 

遠隔教育の導入実績 
や導入形式・課題 

 （課題）学校同士の情報共有の場がなくなっており、情報
や意見交換がまったくできていない。 

 （課題）遠隔授業では資料が重要であり、資料を作りこむ
必要があるため、授業の準備にかける時間が増えている。 

 （課題）遠隔授業により、インターネットを活用して情報
を得ることに学生が慣れており、非常にレベルの高い情報
に触れている。そのため、教員の授業に求められるレベル
も上がっていると考えている。 

 （効果）学生に関しては、コロナ禍以前と大きな差はない。
むしろ、学生同士のいざこざが発生しないため、トラブル
報告が大幅に減っている。 

 無事に希望者が全員国家試験を受験できたことに安堵し
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ている状態で、合格率については話し合えていない。学生
は国家試験の結果よりもコロナへの感染について気にか
けている。 

 （就職関連）オンラインで就職先の情報を得ている学生が
増えており、実際のサロンを目にしていない学生も増えて
いるため、就職先とのミスマッチを懸念している。 

コンテストの 
従来・現在の実施状況 

 （現在）感染症が広がりを見せてから 2 年間出場を控えて
いる。ワインディングのコンテストでは上位の成績を収め
る学生も多く、全国大会で 1 位から 3 位までを独占したこ
ともあった。 

 （現在）2021 年に四国での地方大会が実施されたが、出場
は控えている。国家試験の審査員の中では、コロナ禍が始
まってからの学生は例年よりもレベルが低くなっている
という話が挙がっている。 

コンテストの 
教育効果や課題 

 （課題）コンテストの審査では公平性が担保されておら
ず、数年前だと特定の学校の生徒が数多く入賞する傾向が
あるとされていた。AI による評価であれば、公平性が担保
されるため誰もが平等に審査を受けることができる。 

美容技術評価 AI 
への興味関心など 

 美容師には流派があり、異なる流派を評価しない傾向があ
るが、AI を用いれば平等に評価が行える。一方で、AI に教
えた評価方法はどこの流派がベースになっているかで揉
める可能性が考えられる。 

 AI による評価結果を偏差値で表すべきであると考えてい
る。美容分野の専門学校には偏差値が存在せず、高い技術
を持つ学生であっても初任給は他の学生と違いがないこ
とが多い。シャンプーやワインディングなどの偏差値が AI
によって示されれば、初任給に違いを生み出せる可能性が
あると考えている。 

 AI によるコンテストで偏差値を出せれば、全国の美容師を
目指す学生の中で自身がどのレベルの技術を持っている
のかを可視化できる。そのため、コンテストに関心を示す
学生が増えるのではないかと考えている。一方で、偏差値
ではなく順位で結果を出してしまうと、最下位になった学
生がくじけてしまう可能性があるため、偏差値で示すほう
が望ましいと感じている。 
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(6)  国際ビューティ&フード大学校 

コロナ禍による 
技術教育への影響 

 オンライン授業を導入した結果、教員と学生がコミュニケ
ーションをとる時間が減っている。 

緊急事態宣言時 
の対応方法 

 座学はすべてオンラインで実施しており、実技ではワイン
ディングをオンラインで実施している。ワインディング
は、作品の写真を提出し、採点を行う流れで授業を進めて
いる。 

 国家試験を控えている 2 年生は出校しているが、1 年生は
遠隔授業を行っている。今後も遠隔授業が増えていく見込
み。 

 就職イベントをオンラインで実施している。例年よりも多
くの就活セミナーを開催できているので、就職への意識が
高くなっている学生が多い。ただし、就職先と学生のミス
マッチを懸念しており、サロンに行くだけでなく、サロン
のある街の雰囲気などもチェックするように指導してい
る。県外であっても、サロンには必ず出向くように指導も
している。 

 東京・埼玉・神奈川・千葉のサロンに就職をする学生が多
く、大阪のサロンに就職する学生もいる。保護者の中には
県外への就職に反対する人もいる。 

 現在は校内でコロナ感染症の陽性者が出ていないが、今後
陽性者が出た場合には、組んでいたスケジュールを組みな
おす必要がある点を恐れている。基本的には、実施できて
いないスケジュール分を、次年度に実施する方向で考えて
いる。 

遠隔教育の導入実績 
や導入形式・課題 

 （導入形式）年齢が高い教員は Web 会議ツールの使用方
法がわからなかったため、グループ校で集まり講習会を行
った。その結果、どの教員も遠隔授業に対応できるように
なっている。 

 （導入実績）Microsoft Teams を用いてオンライン授業を
実施している。週に 3 日オンラインで授業を行い、残りの
2 日は出校するスタイル。基本的に、座学がオンライン授
業で、実技は対面授業となっている。 
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 （課題）感染症が広がりを見せるまでは、オンライン授業
を実施したことがなかった。現在は自宅で授業を受けるこ
とに慣れている学生が増えており、同時に週 5 登校は厳し
いと感じている学生も増えている。 

 （課題）ワインディングは問題なくオンラインで授業を実
できているが、カットに関してはオンライン授業をうまく
実施できるかを不安に思っている。また、自宅に技術教育
を受ける環境を整えるのが難しいのではないかと考えて
いる。 

 （課題）実際に働いている美容師の技術を見る機会が減っ
ている。今年度は 1 度のみの実施となっている。 

 （メリット）美容学科では、オンライン授業がスタートし
た結果、学生同士のトラブルが減少し、退学する学生の数
が例年よりも少なくなっている。 

 今年度から VR を用いた縮毛矯正とメンズヘアスタイルの
セットの授業が開始している。来年度はワインディングと
カットの授業で VR を活用していく予定。現在は、VR で
映像を見て、練習を行い、成果報告を繰り返すスタイルで
1 ヵ月間程度実施している。 

 感染症が落ち着いた後も、オンライン授業を引き続き行う
予定。ただ、実施回数は週に 1 回ほどになる見込み。ただ
し、検定や試験前には出校が基本となる想定。 

コンテストの 
従来・現在の実施状況 

 （従来）従来は郡山の会場に参加学生が集まり、一般の美
容師も交えてコンテストを実施していた。任意参加を含め
ると、年に 7 回ほどのコンテストが実施されていた。本年
度は数が減り、ワインディングの 1 年生大会が 1 回、2 年
生の大会が 1 回の計 3 回となっている。競技の幅も狭ま
り、例年よりコンテストのボリュームが減っている。 

 （現在）今年度はオンライン開催かつ参加を希望制にし
て、Zoom を活用して、作品を撮影して写真を送る形式で
コンテストを実施した。 

 （課題）写真の写り映えが重要になるため、写真の撮影技
術がコンテストの結果に影響をしていた。現物で見ると上
手な作品であっても、撮影方法によっては現物より劣って
見えてしまうことがある。一方で、あまり上手ではない作
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品も撮影技術の介入により、すばらしい作品に見えること
がある。今後は撮影方法などについても指導を行う必要が
あると感じている。 

コンテストの 
教育効果や課題 

 （教育効果）学生のモチベーションが高まり、コンテスト
に向けての練習を行ったり、タイムを縮めたりなどの努力
を行うため、いい目標になる。 

 （教育効果）コンテストのメリットとして、他の美容師や
美容学生の技術が見られる点が挙げられる。実際に見てみ
ると、だらしない美容師もおり、反面教師にもなっている。
また、オンラインコンテストも場所を問わず参加できる点
が魅力的ではあるが、Zoom だと複数人の画面をピックア
ップして画面に出せないこともあり、詳しく見られるコン
テスト参加者の数が少ない点がデメリットと考えている。 

 （課題）コンテストの開催数が少ない課題に対して、確認
テストを細かい行い、習熟度が高まるように対策をしてい
る。習熟度が低い学生に対しては、学習や練習を行うよう
に指導している。 

オンライン技術コンテ
ストへの興味関心 

 オンライン系のコンテストが出てくると、学生のやる気に
つながるので増えてほしいと考えている。 

 可能であれば、その場で結果の出るコンテストを実施して
ほしい。現在は結果が出るまで 2 週間を要するコンテスト
もあり、忘れた頃に結果が出てもあまり有意義ではない。 

美容技術評価 AI 
への興味関心など 

 面白そうだと感じている。ワインディングであれば、うま
く実施できるイメージが持てる。ネイルなどのデザイン性
を競うものは、AI を用いたコンテストの実施は難しいので
はないかと考えている。 

 平等に評価をしてくれるのであれば、国家試験でも使用で
きる。 

 

(7)  札幌ベルエポック美容専門学校 

コロナ禍による 
技術教育への影響 

 一部の技術に関する授業をオンラインで実施しているが、
学生からは自宅で取組んでも上手にならないのではない
かという意見があり、継続は難しいと考えている。新しく
入った 1 年生にはスタンドウィッグや iPad mini などを提
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供しているが、それまではこのようなサポートができてい
なかったため、当時の 2 年生は少しかわいそうだったと感
じている。 

緊急事態宣言時 
の対応方法 

 2020 年以前は遠隔授業を一切検討していなかった。感染症
が広がりを見せた際には、学びを止めると後でツケが回っ
てくるので、Zoom を導入してオンライン授業を実施した。 

 感染症がある程度収まってからは、分散登校を行い、午前
中に出校するクラスと午後に出校するクラスでわけて、昼
食を学校でとらないように指導した。この間、出校しない
学生はオンラインで授業を受けて、出校している学生は技
術に関する授業を行っている。 

 一時、全面登校を行っていたが、感染症の広がりにより再
度分散登校・オンライン授業を実施せざるを得なくなっ
た。国家試験が近づいているため、登校できる学生は試験
を受験する学生のみにしている。 

 今後緊急事態宣言が出た場合には、カリキュラムの組み換
えを検討する。 

遠隔教育の導入実績 
や導入形式・課題 

 （導入形式）パソコンを所持していない学生にはスマート
フォンを利用してもらっていた。Zoom の使用に際しては、
教員側と講師、学生に使い方などをレクチャーし、試行錯
誤しながら授業を実施した。 

 （メリット・デメリット）チャット機能を活用して質問を
してくれるため、多くの質問を受けた。参加型の授業とい
う点ではよかった。一方で、オンラインでの授業が長引く
と気持ちの切り替えができなくなってしまうデメリット
もある。平時であっても、オンラインで授業を行うのはあ
りだと考えている。 

 （課題）学生が所持しているデバイスがスマートフォンの
みだと、学習に限界があるため、できるだけ大きな画面の
デバイスを所持していることが望ましい。経済的な面で用
意できない学生もいて、通信面での課題もあるが、今後は
オンラインで授業を受ける環境が整っている学生が多く
なるため、年月が経てば解消する課題だと考えている。 

 （課題）自宅だと学生の取組み方に差が出てしまうので、
国家試験の対策については対面で実施したいとの声が挙
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がっている。 
 （課題）本来であれば 4 月から人間関係が形成されるが、

オンラインということもあり、形勢が遅れ始めることがあ
るため、学校にこなくなってしまう子がいる。 

 （希望）「初めて行うワインディング」のような動画があれ
ばほしい。 

 初年度は大変だったものの、教員もオンライン授業の実施
に慣れてきている。しかし、技術に関する授業は対面で実
施したい声が多い。 

コンテストの 
従来・現在の実施状況 

 （従来）原宿に集まり「ベルエポックコンテスト」を実施
していた。例年、グループ各校の代表者を決める学内コン
テストを実施し、代表者が競い合う形式で実施していた。 

 （現在）本年度は実施ができないため、「ベルライブ」とし
てコンテストを実施した。配信は大変で、審査員もオンラ
インで参加し、カット、スタイリング、ヘアメイク、ブラ
イダルヘアメイクなどの通常通りの部門に分けて、オンラ
インコンテストを実施した。自分たちだけでは難しいの
で、業者に介入をお願いしている。 

 （現在）学生にはフォトコンテストに参加をするように呼
びかけている。外部で開催しているコンテストに関して
は、任意参加としている。 

コンテストの 
教育効果や課題 

 （教育効果）流行しているヘアスタイルカットやヘアメイ
クに加えて、想像力や、流行を取り入れる方法を学べるの
で、将来的にプロになってから流行を取り入れることがで
き、自分の想像力を再現できる力を養える。 

 （課題）いまは SNS で自分の作品をアップロードしている
時代なので、撮影する授業などを含めて、自分の作品をア
ピールすることが重要だと教えている。このアピールがコ
ンテストにつながってくる。 

 （課題）学生が自主的に取組んでくれるかどうかが重要に
なっている。 

美容技術評価 AI 
への興味関心など 

 どんな形のものができるかわからないが、できるといいな
と考えている。仕組みも気になっている。どこをどうする
と、合格ラインに達するよとアドバイスやポイントがでる
のがいいのではないかと考えている。 
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(8)  専門学校東萌ビューティーカレッジ 

緊急事態宣言時 
の対応方法 

 オンライン授業を実施する準備をしているが、学校では感
染者が発生していない状態なので、対面で授業を実施して
いる。 

 緊急事態宣言時は、座学部分に関してはワークプリントを
郵送する形で 2 ヶ月間授業を進めて、学習が足りない部分
は授業を延長して学習している。 

遠隔教育の導入実績 
や導入形式・課題 

 （課題）学生がタブレット端末をうまく使えない状況とな
った。YouTube や SNS に関してはうまく使えているが、
Zoom などのソフトを使用するのが苦手な学生が出てき
た。1-2 回ほど学校で練習を実施したが、Zoom がつながら
ない、うまく見られないなどの問題が発生した。現在の高
校生はオンライン授業に慣れているはずなので、来年度以
降はまた状況が変わる可能性がある。 

 （現状）オンライン授業導入の打診もあったが、学生が嫌
がっている。画面を通して会うのをすごく嫌っており、サ
ロンへの見学も直接いけるサロンが人気を集めていた。行
きたいサロンがオンライン限定の場合は、しぶしぶ従うよ
うなイメージを持った。 

 （今後）今後遠隔授業を実施する場合は Zoom を導入する
予定だが、あまりオンライン授業を取り入れるつもりはな
い。ICT 化をする必要があるとは感じているので、時間と
お金をかけて実施していきたいと考えている。 

コンテストの 
従来・現在の実施状況 

 （現在）体育大会などの一部のお楽しみイベントが開催で
きていないだけで、美容に関する基本的には例年通り実施
できている。 

 （現在）校内コンテストは例年通り実施しているが、外部
のコンテストは軒並み中止になっている。2021 年度は学生
技術大会に参加できている。オンラインが苦手な学生が多
いので、オンラインコンテストの参加者はあまりいなかっ
た。 

 （現在）フォトコンテストには参加しており、校内で制作
した作品を提出しようとしたが、提出期限を守れなくて提
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出できていない。 

コンテストの 
教育効果や課題 

 （教育効果）学習の一環として参加している。参加してい
る子とそうでない子に差が出るので、競争心を煽って他の
子もうまくなっていく。だいたい 1/3 が参加し、1/3 が負
けじと追いつき、残りの 1/3 は称賛をしているイメージ。 

 （教育効果）国家試験はアウェイな環境で実施するので、
アウェイな環境で実施するコンテストに参加をして、場慣
れしたいと考えている学生もいる。コンテスト最中に発生
したアクシデントへの対処や、緊張した中でうまくできる
ように場数を踏むことはいいことだと考えている。 

 （課題）本校ではワインディングのコンテストに参加して
いた。ワインディングは 1 つの技術を磨き上げるものなの
で、若い人は苦手な部類で、スピードを上げるとか、つき
つめていくことも苦手のように感じている。 

 （課題）コンテストに注力する学生が減少しており、賞を
とるよりも、サロンで使える技術を学びたい学生が増えて
いて、コンテストへの意欲が薄れている。特に、ワインデ
ィングやカットは嫌がっている。一方で、フォトコンテス
トには積極的である。 

 （課題）出場費が出せない学生がいる。3,000 円ぐらいで
あれば問題なく出せているが、1 回のコンテストに 5,000
円以上を出すのは厳しいイメージ。そのため、出場費が安
いコンテストを探す努力をしている。探す手間よりも参加
することで得られる効果が大きいので、今後も継続してい
く。 

美容技術評価 AI 
への興味関心など 

 前回よりも良い点数を取ろうという考えで、面白く技術を
学べそうだと感じた。 

 

(9)  コーセー美容専門学校 

コロナ禍による 
技術教育への影響 

 従来は外部の先生を呼んで技術講習をしていたが、コロナ
禍では密集を避けられないので中止となった。 

遠隔教育の導入実績 
や導入形式・課題 

 （導入実績）オンライン授業を実施している。今年度は
Zoom がメインだが、来年度からは Google for Education
を使用する計画を立てている。理由は Zoom のシステムが
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かわり、有料になったため。 
 国家試験前に雪や台風で登校できない状況になったこと

があり、インフルエンザなどの影響も考えられるため、登
校できない日にはオンライン授業を行う想定でいる。 

 実習に関しては一切オンラインで行わない予定。オンライ
ンでは対面と同等の教育効果を得られないと考えている
ので、座学もできるかぎり対面で行っていく。 

 （課題）入学してすぐに挨拶や礼儀マナーを教えている
が、オンラインだと熱量が伝わらず、例年に比べると習熟
度が高くないと感じている。 

コンテストの 
従来・現在の実施状況 

 （現状）ヘアメイクの校内実演を実施したかったが、練習
時にコロナ対策が十分に行えないことから、形を変えてフ
ォト古典ストとして実施している。 

 （現状）校内のコンテストは規模や形を変えて実施した。
外部のコンテストは、フォトコンテストにこれまで通り参
加している。実際にワインディングや作品を作るコンテス
トが中止となっているので、参加できていない。 

 （現状）学生がイベントにまったく参加できないのはかわ
いそうなので、大きめの場所を借りて、メイクアップのス
テージを実施する予定。意外な才能も見えるので、2 年間
の集大成だと考えている。 

コンテストの 
教育効果や課題 

 （教育効果）校内でヘアショーを実施しており、ヘアメイ
クも衣装もトータルプロデュースをして、学生同士が親睦
を深めている。こういった機会は就職をしてからはあまり
ないと思うので、 

 （教育効果）全員参加のコンテストは目標をもって参加す
るように指導している。評価を得られれば自信につなが
り、イメージしたものを作り上げて形にすることを学んで
もらい、必要な技術や準備などに気づいてもらえる。 

 プロセスの方を重要視しており、成長が見られれば参加し
た意義があると考えている。成功体験ではないが、本番に
向けて徐々に成長できる過程が目に見えていると、モチベ
ーションが上がり、応援の気持ちも芽生える。 

美容技術評価 AI 
への興味関心など 

 いつでもどこでも手軽に参加ができるようであれば、やっ
てみたいなという気持ちがあります。 
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(10)  京都医健専門学校 

コロナ禍による 
技術教育への影響 

 オンラインで実施しようと試みたが、自宅で実施できる環
境がない上に、間違ったやり方を覚えられるのは困るため
断念している。ワインディングに関しては、録画した映像
を視聴する形でオンライン学習を行っている。 

 技術教育は、先に座学をすべてオンラインで学習させてか
ら、対面でまとめて学習する運びとなっている。 

緊急事態宣言時 
の対応方法 

 緊急事態宣言時は、Zoom でオンライン授業を実施してお
り、一部の学生は少人数制で時差出校を行っていた。 

 現在はオンライン授業を実施しておらず、対面授業を実施
している。2021 年の 5 月に緊急事態制限が解除されたの
で、そのタイミングでオンライン授業から対面授業に戻し
ている。京都府は感染者数が多くないため、問題なく実施
できている。 

遠隔教育の導入実績 
や導入形式・課題 

 （課題）授業は 90 分制のため、オンライン授業で 90 分間
集中し続けるのは難しいと感じている。そのため、プリン
トやグループワークの時間を作ったりして、授業に集中で
きるように工夫を凝らしていた。 

 （課題）オンライン学習時にテストを実施したが、成績が
芳しくなかったため、対面授業に戻している。 

 （メリット・デメリット）例年よりも退学率が低くなって
いる。学校に通学することに慣れていない学生が、退学す
るケースが減っていると考えている。対面授業に戻してか
らは、少しずつ退学者が増えている。理由としては、人間
関係の問題や、毎朝起床するのが厳しいなどが挙げられ
る。今後は退学者を低くするために、1 年生の前半の授業
をオンラインで実施することも検討している。 

 本校にはワインディングよりも、作品作りに興味のある学
生が集まっており、ワインディングをやりたい学生には、
本校はあまり適していないと話すこともある。 

 通信制高校に通っていた学生からは、オンライン授業の評
判がよかった。一方で、学習への意欲が高い学生からは不
評であった。 
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コンテストの 
従来・現在の実施状況 

 （現在）2020 年度は実施できていないイベントが多く、コ
ンテストも同様。2021 年度は校内コンテストに関してはす
べて実施している。 

 （現在）滋慶学園全体で行われるコンテストは、オンライ
ンで実施している。技術系のウィッグコンテスト、人間の
モデルを使った技術コンテスト、ヘアアレンジ、カットな
どの項目を実施しており、ワインディングは実施していな
い。審査員の美容師は、例年だと 100 人ほど依頼をしてい
たが、本年度は 30 名程度に人数を絞っている。 

 （現在）外部のコンテストに関しては、参加は任意として
いる。フォトコンテストや対面形式のコンテストなどに
は、出たい学生がいる場合は対応していた。 

コンテストの 
教育効果や課題 

 （教育効果）美容業界が何を望んでいるのか、どういう技
術があればいいのか、学校で教える技術とサロンで必要な
技術の違いなどを学べる。学生のモチベーション向上の意
味もある。 

 （教育効果）サロンや美容師と直接つながれる場でもある
ので、就職のきっかけになることもある。 

 （教育効果）周りの人と技術を比べることは重要だと考え
ており、実際に美容師として仕事をする際も、周りを見る
力や周りよりもがんばろうという気持ちが大事だと考え
ている。満足してしまうと成長が止まるので、やる気を出
させるスイッチとしてコンテストが重要だと感じている。 

 （課題）現在のコンテストはオンライン開催が増えてお
り、画面を通しての審査と対面での審査は細かい評価ポイ
ントが異なるので、オンラインコンテスト用のカットやヘ
アメイクを教えている。特に、オンラインの場合は色が飛
んでしまうため、カラーリングに気を配る必要がある。 
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第３節 先端技術（AI 技術）の先行事例に関する事例調査 

第１項 調査概要 

(1)  調査目的 

本事業では、美容専門学校の技術コンテストを対象に、オンライン・コンテストの実施環
境、実践モデルの構築を目指す。本事業では特に作品の写真を評価する工程に対し、画像認
識 AI 技術の導入し、効率化を検討している。そこで、参考情報の収集を目的として、美容
分野や周辺分野の AI 技術事例、および画像認識 AI 技術事例の調査を実施した。 

 

(2)  調査対象と調査方法 

以下の 2 系統を対象に、インターネット上で公開されている情報を中心に調査を実施し
た。また必要に応じて、WEB ヒアリング等での追加情報収集も実施した。 

① 美容分野および周辺分野での AI 技術を活用した製品・サービス等の事例 
② 画像認識 AI 技術を活用した製品・サービス等の事例 

 

(3)  調査事例の一覧 

 本調査では上記の 2 系統の事例について、以下の計 34 件の事例情報を収集した。 
 

<アンケート調査項目一覧> 
 ① 美容分野および周辺分野での AI 技術を活用した製品・サービス等の事例 

事例 01 AI Stylist （株式会社アースホールディングス） 
事例 02 らしさヘアスタイルデザイナー（らしさ・ドット・コム株式会社） 
事例 03 viewty （株式会社 Novera） 
事例 04 YouCam メイク （パーフェクト株式会社） 
事例 05 パーソナル AI メイクアドバイザー（フューチャーアーキテクト株式会社） 
事例 06 AI 美容部員（エーアイエージェント株式会社） 
事例 07 MIRA （KINDLER 株式会社） 
事例 08 irofit（イロフィット） （株式会社デジタルガレージ） 
事例 09 AI 肌分析機能 （パーフェクト株式会社） 
事例 10 デジタルスタイリング（株式会社マネーパートナーズソリューションズ） 
事例 11 スマートミラー（デジタル・インフォメーション・テクノロジー株式会社） 
事例 12 バーチャルヘアカラー（パーフェクト株式会社） 
事例 13 #CBK forcas・#CBK scnnr（株式会社ニューロープ） 
事例 14 NIAiNO（TIS 株式会社） 
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事例 15 ファッショントレンド解析 AI MD（ニューラルポケット株式会社） 
事例 16 インサイトスコープ"KIYOKO”（キヨコ） （株式会社Ｉ－ｎｅ） 
事例 17 RNA モニタリング（株式会社 Preferred Networks） 
事例 18 感性評価 AI （感性 AI 株式会社） 
事例 19 オーダーメイド AI 開発「カスタム AI」（株式会社 Laboro.AI） 
事例 20 SENSY （SENSY 株式会社） 

 
 ② 画像認識 AI 技術を活用した製品・サービス等の事例 

事例 01 AI 画像判定サービス MMEye (株式会社 YE DIGITAL） 
事例 02 InspectAI (株式会社アラヤ) 
事例 03 フォトナビ・目視レス (株式会社ゼータ・ブリッジ) 
事例 04 SNN（SCSK Neural Network toolkit） (SCSK 株式会社) 
事例 05 オーダーメイド画像認識 AI ソリューション開発 (株式会社ナナメウエ) 
事例 06 harBest for MLOps (株式会社 APTO) 
事例 07 Roxy AI ～画像検査 AI～ (ウインズソフト株式会社) 
事例 08 セミカスタム/フルカスタム画像認識 AI 開発サービス (株式会社アラヤ) 
事例 09 AI-Scope (AI 画像認識ソリューション) (福博印刷株式会社) 
事例 10 nVision (NDI ソリューションズ株式会社) 
事例 11 AIME-Solution (AIMENEXT JAPAN 株式会社) 
事例 12 αi Start Pack (テクノ・マインド株式会社) 
事例 13 Einstein Vision (株式会社セールスフォース・ドットコム) 
事例 14 専門画像認識 AI 構築サービス (メタデータ株式会社) 
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第２項 容分野および周辺分野での AI 技術を活用した製品・サービス等の事例 

事例 01 AI Stylist （株式会社アースホールディングス） 
システム名称 AI Stylist 
開発企業情報 企業名 株式会社アースホールディングス 

代表者名 國分 利治 
所在地 〒150-0002 

東京都渋谷区渋谷 2 丁目 1-1 青山ファーストビル 7F 
資本金 5,200 万円（2007 年） 
設立年月 平成 19 年 6 月 
HP https://hairmake-earth.com/ 

システム概要 〇概要 
「AI Stylist」はスマートフォンのカメラで写真を撮るだけで AI（人工知
能）が顔立ちや顔型を分析し、EARTH の豊富なバリエーションのヘア
カタログの中から、あなたに似合う髪型を提案するサービス。スマート
フォン向けアプリケーション。 
カメラで撮影する以外に、保存してある画像を使用することも可能。 
似ている芸能人も同時に判定し、顔の特徴を知ることができる仕組み。 

 

 

https://hairmake-earth.com/
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〇機能 
・AI 診断 
顔立ちや顔型を分析して似合う髪型を提案。 
・芸能人診断 
顔立ちや顔型を分析して似ている芸能人を紹介。 
・ヘアスタイルシミュレーション 
気になった髪型や AI から提案された髪型を試せる。 
・その他 
EARTH（美容院）が選んだトレンドの髪型の中から、最も似合う髪型を
提案。新着・人気のヘアスタイルを紹介。 

料金体系 無料 
参考 URL （HP）似合う髪型提案アプリ「AI STYLIST」リリース！（EARTH） 

https://hairmake-earth.com/news/news-30121/ 
（プレリリース）大学生が開発！AI が似合う髪型を提案する機能「ヘア
スタイルを試せるシミュレーション機能」を追加 
https://www.value-press.com/pressrelease/261437 
DL サイト（Android） 
https://play.google.com/store/apps/details?id=com.shunsukeshoji.aistyl
list_android 
DL サイト（iOS） 
https://apps.apple.com/jp/app/id1501482351 

 
 
事例 02 らしさヘアスタイルデザイナー（らしさ・ドット・コム株式会社） 

システム名称 らしさヘアスタイルデザイナー 
開発企業情報 企業名 らしさ・ドット・コム株式会社 

代表者名 荒木智 
所在地 〒101-0061 

大阪府吹田市豊津町 13 番 45 号第 3 暁ビル 
資本金 9,900 万円 
設立年月 平成 12 年 4 月 
HP https://www.rasysa.com/ 

システム概要 〇概要 
AI による顔認識機能を活用して、誰でもヘアスタイルのアレンジを体験
できるスマートフォン向けのアプリケーション。ヘアカラーの調整や、

https://hairmake-earth.com/news/news-30121/
https://www.value-press.com/pressrelease/261437
https://play.google.com/store/apps/details?id=com.shunsukeshoji.aistyllist_android
https://play.google.com/store/apps/details?id=com.shunsukeshoji.aistyllist_android
https://apps.apple.com/jp/app/id1501482351
https://www.rasysa.com/
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ワンタッチで行えるメイク機能も備わっており、気に入った髪型を作っ
たヘアスタイリストが在籍する美容院の予約も可能。 

 

 
 
〇機能 
・ヘアスタイルアレンジ 
選択した髪型の前髪の長さや、サイドのボリュームを変更するなどのア
レンジが行える。 
・ヘアカラーアレンジ 
ビビットカラーやシックカラー等のテーマ別にヘアカラーをアレンジ。 
・美容院予約 
気に入った髪型を選択すると、その髪型を作ったヘアスタイリストが在
籍する美容院をネットで予約ができる。 
・メイク 
眉毛やまつげ、チーク、口紅等のメイクをワンタッチで行える。 
・背景シミュレーション 
季節や風景、街並み等といったシチュエーションに対応する背景が用意
されており、特定の場面で似合う髪型やメイクなどのシミュレーション
が行える。 
・ヘアカタログ 
有名美容室、有名スタイリストの作品から厳選して掲載。 

料金体系 無料 
参考 URL （HP）ヘアスタイルデザイナー公式サイト 
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https://www.rasysa.com/hsd/ 
（動画）ヘアスタイルデザイナープロモーションムービー 
https://youtu.be/mi5VsoBFFvM 
DL サイト（Android） 
https://play.google.com/store/apps/details?id=com.rasysa.hairstyledesi
gner 
DL サイト（iOS） 
https://apps.apple.com/jp/app/id1424028354 

 
 
事例 03 viewty （株式会社 Novera） 

システム名称 viewty 
開発企業情報 企業名 株式会社 Novera 

代表者名 遠藤 国忠 
所在地 〒141-0032 

東京都渋谷区道玄坂 2-9-9 梅原ビル 9F H-09 
資本金 不明 
設立年月 2017 年 01 月 
HP https://corporate.novera.co.jp/ 

システム概要 〇概要 
AI 技術を活用した、スマートフォン用の肌診断アプリケーション。 
カメラで肌を撮影し、肌の状態（シワ、キメ、シミ、透明感、うるおい、
毛穴、肌質、肌年齢）を 8 項目で測定・評価することが可能。 
測定した肌データや利用している化粧品情報や、肌状態が近い他ユーザ
ーのデータを元に、おすすめの化粧品を紹介。 

 
〇ターゲット 

https://www.rasysa.com/hsd/
https://youtu.be/mi5VsoBFFvM
https://play.google.com/store/apps/details?id=com.rasysa.hairstyledesigner
https://play.google.com/store/apps/details?id=com.rasysa.hairstyledesigner
https://apps.apple.com/jp/app/%E3%82%89%E3%81%97%E3%81%95-%E3%83%98%E3%82%A2%E3%82%B9%E3%82%BF%E3%82%A4%E3%83%AB%E3%83%87%E3%82%B6%E3%82%A4%E3%83%8A%E3%83%BC/id1424028354
https://corporate.novera.co.jp/
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自分の肌状態を知りたい方、ボイス肌測定を通じて自分磨きをしたい方、 
化粧品カウンターで自分にぴったりのアイテムを選ぶのが苦手な方、自
分の肌に合う化粧品を多くのブランドの中から知りたい方、自分の肌質
などに合ったパーソナルな提案を受けたい方 
 
〇機能 
・AI 肌分析 
撮影した顔写真をもとに AI がボイス付きで肌分析を行う。現場で活躍
している美容のプロ 200 名以上の知見を AI に学習させている。 
・化粧品提案 
肌データをもとにブランドを横断しておすすめ化粧品を提案。 

適用事例 「パーフェクトワン」アプリに AI 肌診断機能「skinsense」を導入 
https://corporate.novera.co.jp/news/159836 
コスメ専門店に AI 肌診断機能「viewty skin checker」を導入 
https://corporate.novera.co.jp/news/159808 
「HABA LABO GINZA」に Novera の開発した AI 肌診断を導入 
https://corporate.novera.co.jp/news/159737 
キューサイ株式会社の公式 LINE に AI 肌診断を導入 
https://corporate.novera.co.jp/news/159701 
化粧品ブランド「BEAUTIQLO」の公式 LINE に AI 肌診断を導入 
https://corporate.novera.co.jp/news/159650 
オンライン化粧品販売システムに AI 肌診断を導入 
https://corporate.novera.co.jp/news/35534 
女性向けキャリアスクール「SHElikes」に AI 肌診断を導入 
https://corporate.novera.co.jp/news/35350 

料金体系 無料（一部有料機能あり） 
参考 URL （HP）viewty 公式サイト 

https://www.viewty.jp/ 
（記事）【Beauty×AI】アプリ「viewty」の紹介と、使用された AI 技術
について 
https://novera-tech.hatenablog.com/entry/2019/12/13/170229 
DL サイト（Android） 
https://play.google.com/store/apps/details?id=com.noveramirror.nover
a_android&hl=ja&gl=US 
DL サイト（iOS） 
https://apps.apple.com/jp/app/id1476681031 

https://corporate.novera.co.jp/news/159836
https://corporate.novera.co.jp/news/159808
https://corporate.novera.co.jp/news/159737
https://corporate.novera.co.jp/news/159701
https://corporate.novera.co.jp/news/159650
https://corporate.novera.co.jp/news/35534
https://corporate.novera.co.jp/news/35350
https://www.viewty.jp/
https://novera-tech.hatenablog.com/entry/2019/12/13/170229
https://play.google.com/store/apps/details?id=com.noveramirror.novera_android&hl=ja&gl=US
https://play.google.com/store/apps/details?id=com.noveramirror.novera_android&hl=ja&gl=US
https://apps.apple.com/jp/app/viewty-%E3%83%93%E3%83%A5%E3%83%BC%E3%83%86%E3%82%A3/id1476681031
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事例 04 YouCam メイク （パーフェクト株式会社） 

システム名称 YouCam メイク 
開発企業情報 企業名 パーフェクト株式会社 

代表者名 磯崎 順信 
所在地 〒105-0012 

東京都港区芝大門 1 丁目 16-3 芝大門 116 ビル 3 階 
資本金 9,000 万円 
設立年月 2015 年 06 月 
HP https://www.perfectcorp.com/ja/ 

システム概要 〇概要 
最先端の顔認識技術により、自然なメイク加工が楽しめるスマートフォ
ン向けの自撮り写真加工アプリケーション。 
肌診断・トレンドメイク・ヘアカラー・ブランドコスメ・美顔加工等の機
能を利用可能。 

 
 
〇機能 
・理想のメイク体験 
ベースメイクからポイントメイクまで、全てのメイクをスマホで試せる。 
各パーツに対して、販売されているブランドコスメを試せる。人気の高い
リップメイクでは、リップカラー、シアー・マット・グロス・サテン・シ
マー等のリップのタイプまで選択可能。 
・美顔補正 
肌・目・眉・唇・鼻・輪郭・歯を補正可能。唇のシワ・小鼻の溝・瞳のき
らめき・眉の角度など、各パーツをさらに細かく補正できる機能も搭載。 
・AI を活用した美肌加工 
高精度な AI が顔を分析し、肌の色ムラ・赤み・シワ・ニキビ・テカリ・

https://www.perfectcorp.com/ja/
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毛穴・キメの乱れ等を検出して美肌加工を行える。 
・ヘアアレンジ 
ヘアカラーやヘアスタイルを 1 色・２色・マルチカラー等にアレンジ可
能で、髪のツヤやブレンドのレベルも選択可能。 
・AI を活用した若返り＆老け顔加工 
AI を活用することで過去や未来の顔をシミュレーション可能。シミュレ
ーションした未来の顔にメイクを試すことが可能。 
・AI による肌診断 
皮膚科医やスキンケアの専門家によって検証された精度の高い AI が、リ
アルタイムで肌を分析・診断。日々変化する肌年齢・肌指数・シミ・シワ・
キメ・くまの状態を記録する機能が備わっている。 

適用事例 LINE プラットフォームでバーチャルメイク機能を搭載したデジタルカ
ウンセリングサービス「COFFmi」リリース 
https://www.perfectcorp.com/ja/business/successstory/detail/58 
「リサージ」、ブランドサイト上でメイクシミュレーションと肌測定のコ
ンテンツ「デジタルカウンセリング」をローンチ 
https://www.perfectcorp.com/ja/business/successstory/detail/187 
ONE BY KOSÉ、AI 肌チェック機能を搭載したデジタルサービス「One 
Skin Check」をリリース。20～30 代の顧客数が前年比 110.1%と拡大 
https://www.perfectcorp.com/ja/business/successstory/detail/177 
KATE MAKEUP LAB. 商品のバーチャルメイクお試し回数は週間200 万
回を突破、サイト訪問数は約 30 倍に 
https://www.perfectcorp.com/ja/business/successstory/detail/80 
バーチャルメイクを駆使した OMO 戦略 
https://www.perfectcorp.com/ja/business/successstory/detail/184 

料金体系 無料（一部有料機能あり） 
参考 URL （HP）YouCam メイク公式サイト 

https://www.perfectcorp.com/ja/consumer/apps/ymk 
DL サイト（Android） 
https://play.google.com/store/apps/details?id=com.cyberlink.youcamma
keup 
DL サイト（iOS） 
https://apps.apple.com/app/apple-store/id863844475 

 
 
 

https://www.perfectcorp.com/ja/business/successstory/detail/58
https://www.perfectcorp.com/ja/business/successstory/detail/187
https://www.perfectcorp.com/ja/business/successstory/detail/177
https://www.perfectcorp.com/ja/business/successstory/detail/80
https://www.perfectcorp.com/ja/business/successstory/detail/184
https://www.perfectcorp.com/ja/consumer/apps/ymk
https://play.google.com/store/apps/details?id=com.cyberlink.youcammakeup
https://play.google.com/store/apps/details?id=com.cyberlink.youcammakeup
https://apps.apple.com/app/apple-store/id863844475
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事例 05 パーソナル AI メイクアドバイザー（フューチャーアーキテクト株式会社） 
システム名称 パーソナル AI メイクアドバイザー 
開発企業情報 企業名 フューチャーアーキテクト株式会社 

代表者名 代表取締役会長 金丸 恭文 
代表取締役社長 神宮 由紀 

所在地 〒141-0032 
東京都品川区大崎 1-2-2 アートヴィレッジ大崎セントラル
タワー 

資本金 3 億円 
設立年月 2016 年 4 月 
HP https://www.future.co.jp/ 

システム概要 〇概要 
『パーソナル AI メイクアドバイザー』は、その日のなりたい印象に合わ
せたメイクを楽しむためのサポートツール。スマートフォン向けのアプ
リケーション。顔写真を撮影するだけで、AI が四季をイメージした 4 カ
テゴリーでパーソナルカラーを判定し、顔のパーツや比率の分析のフェ
イスプロポーション診断と組み合わせて似合う色や目的に合った美容商
品を提案する。 

 

 
〇機能 
・パーソナル AI メイクアドバイザー 
顔写真をもとにパーソナルカラーと顔タイプを分析して、ユーザーにあ
わせたメイクを提案。 
・AI アイブローシミュレーター 
顔タイプから似合う眉の形とお手入れ方法を提案。 
・AI 未来肌シミュレーション（肌診断） 
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顔写真から肌悩みを検知・スコア化し、5・10・20 年後の顔画像を生成。 
今からできる肌のお手入れ方法を提案 
・その他 
店頭で行ったパーソナルスキンチェックや、パーソナルファンデーショ
ンカラーチェック結果をアプリで確認可能。 
オルビスで販売している商品を購入したり、購入済み商品の発送状況な
どを確認したりできる。 

適用事例 スマートフォン向けアプリ「ORBIS アプリ」 
プロのパーソナルカラー診断・フェイスプロポーション診断がスマホで
できる『パーソナル AI メイクアドバイザー』のサービスを 2019 年 4 月
1 日（月）より、オルビスのスマートフォン向けアプリ「ORBIS アプリ」
内で開始。 
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000305.000002061.html 

料金体系 無料 
参考 URL （HP）パーソナル AI メイクアドバイザー公式サイト 

https://www.orbis.co.jp/contents/app/personal_color/ 
Web で肌カウンセリング 
https://pr.orbis.co.jp/cosmetics/special/02/?adid=f0top_contents 
DL サイト（Android） 
https://play.google.com/store/apps/details?id=jp.co.orbis.orbispoint 
DL サイト（iOS） 
https://apps.apple.com/jp/app/id1204599313 

  
 
事例 06 AI 美容部員（エーアイエージェント株式会社） 

システム名称 AI 美容部員 
開発企業情報 企業名 エーアイエージェント株式会社 

代表者名 松本剛徹 
所在地 〒105-0013 

東京都港区浜松町２丁目２番１５号浜松町ダイヤビル２Ｆ 
資本金 3000 万円 
設立年月 2020 年 1 月 
HP https://ai-agent.jp/ 

システム概要 〇概要 
AI 技術を活用した、スマートフォン用の美容カウンセリングアプリケー
ション。化粧品情報や美容の知識等を持った AI が、ユーザーにヒアリン

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000305.000002061.html
https://www.orbis.co.jp/contents/app/personal_color/
https://pr.orbis.co.jp/cosmetics/special/02/?adid=f0top_contents
https://play.google.com/store/apps/details?id=jp.co.orbis.orbispoint
https://apps.apple.com/jp/app/orbis-%E3%83%91%E3%83%BC%E3%82%BD%E3%83%8A%E3%83%AB%E3%82%AB%E3%83%A9%E3%83%BC%E5%88%86%E6%9E%90%E3%82%84%E3%82%B3%E3%82%B9%E3%83%A1%E3%81%AE%E9%80%9A%E8%B2%A9%E3%81%8C%E3%81%A7%E3%81%8D%E3%82%8B/id1204599313
https://ai-agent.jp/
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グを実施し、結果をもとにおすすめの化粧品や、肌悩みに応じたスキン
ケア方法、化粧品に関する口コミ等の情報を提供する。 

 
 
〇機能 
・カウンセリング 
カウンセリングを繰り返し行うことで学習し、ユーザーに特化した AI に
変化していく。 
・化粧品提案 
カウンセリング時点で使用している商品やお肌のお手入れ方法を踏まえ
た上で、14 万点以上の化粧品の中からマッチする商品を 3 つ提案。 
化粧水・美容液・乳液・日焼け止め等の全 9 ジャンルのおススメ商品を
提案。 
・スキンケア提案 
肌悩みに応じた適切なスキンケア方法をアドバイス。 
使用している化粧品との相性や、おすすめ商品との相性を教えてくれる。 
・その他 
ユーザーに合った最新の化粧品情報を提供。 
口コミサイトや SNS 上に投稿されている商品の使用感・香り・効果等の
口コミをまとめて表示。 
美容専門家に 24 時間 365 日相談可能。 
同年代・同じ肌質の肌悩みに関する Q&A を閲覧可能。 

料金体系 無料（一部有料プランあり） 
参考 URL  （HP）AI 美容部員公式サイト 

https://ai-agent.jp/lp/ 

https://ai-agent.jp/lp/
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（記事）自分に合うスキンケアを提案 AI 美容部員「エリカ」 
https://style.nikkei.com/article/DGXMZO67991980Y1A100C2000000/ 
（記事）カメラを使わず AI で化粧品業界の DX を--化粧品提案アプリ
「AI 美容部員」 
https://japan.cnet.com/article/35160319/ 

 
 
事例 07 MIRA （KINDLER 株式会社） 

システム名称 MIRA 
開発企業情報 企業名 KINDLER 株式会社 

代表者名 門脇 明日香 
所在地 〒150-0013 

東京都渋谷区恵比寿 1-19-19 恵比寿ビジネスタワー10F 
資本金 3,516 万円 
設立年月 2017 年 8 月 
HP https://www.gokindler.com/ 

システム概要 〇概要 
AI 技術を活用した、スマートフォン用の美容カウンセリングアプリケーシ
ョン。フェイススキャンと呼ばれる、写真を撮影すると 5 秒で顔の特徴を
分析して美容に関する提案を行う、AI を活用した顔診断が特徴のサービス。
自分に合う美容法を見つけたいニーズや、足を運ばずに相談をしたいニー
ズなどに応えている。 

 
 
〇リリースからの流れ 
2019 年 1 月 LINE＠のアカウントでサービスがスタートし、2 週間後に Web
サイト・アプリのプロダクトリリースを行い、約 1 年で月間 100 万 UU、

https://style.nikkei.com/article/DGXMZO67991980Y1A100C2000000/
https://japan.cnet.com/article/35160319/
https://www.gokindler.com/
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300 万 PV（Web サイト・アプリ合算値）のサービスに成長。 
 
〇「MIRA」で体験可能なサービス 
・提案 
自分に合ったライフスタイル、自分に合った美容・スキンケア・メイクアッ
プ方法、さまざまなメイクパターン、就職や婚活などの場面ごとに役立つメ
イクやアレンジ、失敗しないメイク・ファッション 
・レクチャー 
正しいメイクのやり方、肌や全身がきれいになる方法、オシャレのための基
本的な方法、崩れにくいメイクのやり方 
・その他 
自分が他人からどう見られやすいかの情報、美容・スキンケア・メイクアッ
プの専門家に相談可能 

料金体系 無料 
参考 URL （記事）【美容メディアユーザーと創る D2C コスメブランド】美容メディ

ア『MIRA (ミラ)』が企画からプロモーションまで一貫してご提案するサー
ビスを開始 
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000024.000035388.html 
（HP）MIRA 公式サイト 
https://mira-now.site/ 
DL サイト（Android） 
https://play.google.com/store/apps/details?id=com.mira.media 
DL サイト（iOS） 
https://apps.apple.com/jp/app/id1445391975 

 
 
事例 08 irofit（イロフィット） （株式会社デジタルガレージ） 

システム名称 irofit（イロフィット） 
開発企業情報 企業名 株式会社デジタルガレージ 

代表者名 林 郁 
所在地 〒150-0022  

東京都渋谷区恵比寿南 3-5-7 デジタルゲートビル 
資本金 630 億 8200 万円 
設立年月 1995 年 8 月 
HP https://www.garage.co.jp/ 

システム概要 〇概要 

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000024.000035388.html
https://mira-now.site/
https://play.google.com/store/apps/details?id=com.mira.media
https://apps.apple.com/jp/app/mira-%E3%81%82%E3%81%AA%E3%81%9F%E3%81%AE%E7%BE%8E%E5%AE%B9%E3%81%AB%E5%B0%82%E5%B1%9E%E3%82%A2%E3%83%89%E3%83%90%E3%82%A4%E3%82%B6/id1445391975
https://www.garage.co.jp/
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写真 1 枚で瞬時にパーソナルカラーを判定するサービス。その場で撮影
もしくはアルバムにある顔写真からパーソナルカラーを判定でき、分析
したパーソナルカラーをもとにおすすめのアイテムを紹介する機能を備
えている。 

 
 
〇特徴 
・パーソナルカラーを瞬時に判定 
肌ツヤが良く見えたり、洗練された印象を与えるという効果があったり
するパーソナルカラーを、写真 1 枚から分析して春夏秋冬のどのタイプ
に属するかを瞬時に判定。 
・客観的で高度な判定 
機械学習を活用し、肌の色・瞳の色、そのほか顔の中の様々な特徴量を
総合的に考慮した客観的な判定を行なっている。 
・導入のしやすさ 
Web API の形でサービス提供を行うため、導入企業のサービスや商品販
売のストーリーに沿って irofit を組み込める。 
・活用シーンの幅広さ 
性別・年齢問わずに対応でき、色の種類が多い様々なアイテム（服/コス
メ/カラーコンタクト/花など）を選ぶシーンで活用可能。Web サービス
だけでなく店頭サービスとしても活用可能。 

適用事例 コーセーのメイクアップブランド「ヴィセリシェ」製品販促 
https://www.kose.co.jp/company/ja/content/bin/google_analytics_pdf.
php?path=2018/11/20181130.pdf 

参考 URL （HP）irofit（イロフィット）公式サイト 
https://irofit.info 

 

https://www.kose.co.jp/company/ja/content/bin/google_analytics_pdf.php?path=2018/11/20181130.pdf
https://www.kose.co.jp/company/ja/content/bin/google_analytics_pdf.php?path=2018/11/20181130.pdf
https://irofit.info/
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事例 09 AI 肌分析機能 （パーフェクト株式会社） 

システム名称 AI 肌分析機能（パーフェクト株式会社） 
開発企業情報 企業名 パーフェクト株式会社 

代表者名 磯崎 順信 
所在地 〒105-0012 

東京都港区芝大門 1 丁目 16-3 芝大門 116 ビル 3 階 
資本金 9,000 万円 
設立年月 2015 年 06 月 
HP https://www.perfectcorp.com/ja/ 

システム概要 〇概要 
パーフェクト株式会社が開発した、先端 AI 技術を搭載した AI 肌診断機
能。オンラインカウンセリングサービスに導入されており、肌解析を行
うことで、専任のビューティーコンサルタントとのオンラインカウンセ
リングを行える仕組みとなっている。 

 
 
〇特徴 
・スキンケアのプロが検証 
この革新的なスキン技術は、7 万以上の医療用画像を使用して開発され、
AI ディープラーニングアルゴリズムを構築。また、スキンケアの専門家
によっても検証されている。 
・スキンケアの E コマース販売を強化 
AI 肌診断技術をオンラインショッピングに統合することにより、パート
ナーの Mariana Naturals は、オンライン滞在時間を 330%、売上を 30% 
向上させている。 
・肌に関するオンラインスキンアンケートに代わる最適な方法 
AI 肌診断技術は、今までのオンライン調査を完全に置き換えることが可

https://www.perfectcorp.com/ja/
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能。この技術なら、2 秒以内にサポートされている 14 種類の肌状態をす
べて検出することができる。 

適用事例 コスメデコルテのオンラインカウンセリング  DECORTÉ Personal 
Beauty Concierge に AI 肌診断機能を提供 
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000059.000066482.html 

参考 URL （HP）AI 肌診断公式サイト 
https://www.perfectcorp.com/ja/business/products/ai-skin-diagnostic 

 
 
事例 10 デジタルスタイリング（株式会社マネーパートナーズソリューションズ） 

システム名称 デジタルスタイリング 
開発企業情報 企業名 株式会社マネーパートナーズソリューションズ 

代表者名 白水 克紀 
所在地 〒106-6233 

東京都港区六本木三丁目 2 番 1 号 
住友不動産六本木グランドタワー33 階 

資本金 3,000 万円 
設立年月 平成 18 年 9 月 
HP https://www.mpsol.co.jp/ 

システム概要 〇概要 
デジタルスタイリングは“個性”が最も強く反映される顔分析を AI 化し、
その人の特徴から似合うアイテムやコーディネートなどをお勧めする新
しい AI レコメンドサービス。 

 
 
〇デジタルスタイリングの適用例 
個性や好みの出やすいほとんどの商品、アイテムに適用可能。アイテム
を組み合わせたトータルコーディネートにも対応。 
 

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000059.000066482.html
https://www.perfectcorp.com/ja/business/products/ai-skin-diagnostic
https://www.mpsol.co.jp/
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適用事例 （2018 年 4 月～）イオン レイクタウン店「レンタルドレス LULUTI」
EC サイト・店舗に導入 
https://stylingmap.jp/ai/app/aeon/luluti/ 
（2019 年 4 月～12 月）花王リーゼ「Style Change」顔立ちや骨格からヘ
アスタイル・ヘアカラーを診断してくれる AI シミュレータに導入 
（2018 年 3 月～6 月）伊勢丹新宿「クローバーショップ」50 周年
Anniversary 企画として EC・店舗に導入 

参考 URL （HP）デジタルスタイリング公式サイト 
https://www.mpsol.co.jp/?page_id=4328 

 
 
事例 11 スマートミラー（デジタル・インフォメーション・テクノロジー株式会社） 

システム名称 スマートミラー 
開発企業情報 企業名 デジタル・インフォメーション・テクノロジー株式会社 

代表者名 市川 聡 
所在地 東京都中央区八丁堀 4-5-4 ＦＯＲＥＣＡＳＴ桜橋 5F 
資本金 4 億 5315 万 6 千円 
設立年月 2002 年 1 月 
HP https://www.ditgroup.jp/ 

システム概要 〇概要 
AI が髪型をシミュレーションするシステム。パソコンで顔を撮影し、顔
のパーツを画像認識で読み取り、内蔵している髪型の写真と合成する仕
組みでシミュレーションを行える。撮影した写真と合成された髪型は、
スマートミラーに内蔵されているディスプレイに表示される。 

https://stylingmap.jp/ai/app/aeon/luluti/
https://www.mpsol.co.jp/?page_id=4328
https://www.ditgroup.jp/
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〇シミュレーションの流れ 
髪型モデルを選択し、撮影した顔写真と髪型モデルを合成する 

 
参考 URL （記事）髪型シミュレーションの展示から考える、AI 関連企業×学生の

未来とは 
https://aizine.ai/ai-future0320/ 
（記事）AI でストレスチェックができる魔法の鏡⁉開発先に話を伺って
みた 
https://aizine.ai/strain-mirror0318/ 

 
 
事例 12 バーチャルヘアカラー（パーフェクト株式会社） 

システム名称 バーチャルヘアカラー 
開発企業情報 企業名 パーフェクト株式会社 

代表者名 磯崎 順信 
所在地 〒105-0012 

東京都港区芝大門 1 丁目 16-3 芝大門 116 ビル 3 階 
資本金 9,000 万円 
設立年月 2015 年 06 月 
HP https://www.perfectcorp.com/ja/ 

システム概要 〇概要 
ゼロリスクでヘアカラーを試すことができ、瞬時にカールタイプを検出
し、最適なヘアケア商品をおススメすることが可能。先端 AI とディープ

https://aizine.ai/ai-future0320/
https://aizine.ai/strain-mirror0318/
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ラーニング技術の応用で、画面に映る髪の揺れや、かき上げる動作にも
反応し、より自然な髪の色味を再現。 
 
〇導入事例で使用されている機能イメージ 

 
 

適用事例 バーチャルヘアカラー機能をパーソナライズヘアカラー「COLORIS」に
提供 
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000040.000066482.html 
ヘアカラーと眉毛のバーチャル体験機能ブラウザ向けモジュールを、コ
ーセー ミルボン コスメティクス WEB アプリケーションに導入 
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000028.000066482.html 
EC サイトへのトラフィックが 220%増加（ADEVA） 
https://www.perfectcorp.com/ja/business/successstory/detail/56 
セールスコンバージョンを 38%向上（Madison Reed） 
https://www.perfectcorp.com/ja/business/successstory/detail/12 

参考 URL （HP）バーチャルヘアカラー公式サイト 
https://www.perfectcorp.com/ja/business/products/live-hair-color 
バーチャルヘアカラーデモサイト 
https://www.perfectcorp.com/ja/business/showcase/hair-color 

 
 
事例 13 #CBK forcas・#CBK scnnr（株式会社ニューロープ） 

システム名称 #CBK forcas・#CBK scnnr 
開発企業情報 企業名 株式会社ニューロープ 

代表者名 酒井 聡 
所在地 〒150-0031 

東京都渋谷区桜丘町 14-1 都築学園ハッチェリー渋谷 301
号 

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000040.000066482.html
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000028.000066482.html
https://www.perfectcorp.com/ja/business/successstory/detail/56
https://www.perfectcorp.com/ja/business/successstory/detail/12
https://www.perfectcorp.com/ja/business/products/live-hair-color
https://www.perfectcorp.com/ja/business/showcase/hair-color
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資本金 1 億 7,651 万円 
設立年月 2014 年 1 月 
HP https://www.newrope.biz/ 

システム概要 〇#CBK forcas 概要 
ファッションコレクション、Instagram、EC 等のさまざまな情報ソース
から収集した画像の分析を行うファッションにおけるトレンド特化の画
像認識 AI。カテゴリー、色、柄、シルエット、素材、丈感、襟のタイプ
など約 600 種類のタグと顔認識による性別・年齢などの推定情報をかけ
合わせて 1,000 万点以上のアイテムを分類している。 
 

 
 
〇#CBK forcas 特徴・機能 
・トレンド情報を時系列で分析 
ブラック・ホワイト・ベージュといった定番カラーや、ワイドパンツ・
ボリューム袖といった明らかにトレンドとなっている要素が頻出してい
ることをデータで示すだけでなく、データを時系列に分析。 
ここ数年トレンドとなっている「ワイドパンツ」が 2018 年 1 月時点と
比較して、2021 年 5 月時点で 2.7 倍にまで出現量が増えているなどの情
報を提供。 
 

 

https://www.newrope.biz/
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・ダッシュボード 
BI ツール上で、どういったアイテムがトレンドとなっているのか、直感
的に確認・分析できます。 
・レポーティング 
毎月発行されるレポーティング資料からトレンド変遷の概要を把握でき
ます。 
・CSV ファイルのダウンロード 
トレンド情報を CSV 形式でエクスポート。自社に合わせたデータ分析
を自由にすることができます。 
 
〇#CBK scnnr 概要 
アパレル EC や店舗向けのファッションの分析に特化した画像認識 AI。
商品に自動でタグ付けを行ったり、コーディネートの提案、画像検索、
来店客分析などを行ったりして、EC サイトや店舗の販売促進や売上ア
ップをサポートする。 
 
〇#CBK scnnr 特徴・機能 
・画像の自動タグ付け 
商品画像やスタッフスナップを AI（場合によっては人力）でタグ付け。 
タグ情報は商品 DB をリッチにし、SEO 対策（リンクの生成）、類似ア
イテムの表示、ユーザーの嗜好の推定、人気・不人気商品の傾向分析、
ユーザービリティの向上等に活用。 
型番ではなく、タグを元に分析をすることで、従来とは異なる定量分析
も可能に。 
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・類似アイテムプラグイン 
スタッフスナップやマガジン記事、商品詳細ページの画像を解析して、
類似アイテムを自動で紐付け・表示。 
常に在庫のある類似アイテムを表示し続けるため、過去のスナップや記
事もユーザーにとって価値のあるコンテンツに。 
 

 
 
・コーディネート提案 
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#CBK scnnr が学習したトレンドを元に、商品詳細やカート内のアイテ
ムに着合わせアイテムを提示。購買ベースリコメンドで課題となる情報
蓄積のための時間が不要に。 
スタイリングのテイスト・価格帯などの要素に基づき貴社向けに最適化
をかけることができ、メールマガジンや LINE と連携し、パーソナライ
ズドコンテンツの配信が可能。 
 

 
 
・画像検索 
画像検索機能を EC に導入すると、ユーザーはそんなスナップをアップ
ロードするだけで EC 内の類似アイテムを検索・購入ができるように。 
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・特集ページ・メディアコマース構築 
#CBK など第三者メディアから記事を集め、記事中のスナップを#CBK 
scnnr で解析、貴社販売中の類似アイテムと紐付けることで、通常は運
用負荷のかかるコンテンツを簡単に作成可能。 

 
 
・SNS 分析によるトレンド予測 
SNS 上のスナップをすべて解析して、実際にどういったアイテムが着ら
れているのか、去年とは何が違っているのか、中でもフォロワーの多い
インフルエンサーに絞り込むとどのような傾向になるのか、自社商品は
どのようなコーディネートに取り入れられているのか等をレポート。 
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・デジタルサイネージでの接客 
来店客のファッションを解析して着用のトップスにマッチするボトムス
を提案したり、買おうか悩んでいるアイテムをかざすと着こなしイメー
ジを提示して購入を後押ししたりするスマートミラーをデジタルサイネ
ージで実現。ショップ店員がもっと付加価値の高い仕事に取り組めるよ
うに AI が一次接客を担当。 
 

 
 
・実店舗での来店客分析 
来店客の性別、年齢、表情、ファッションなどを解析。 
時間帯別など細かい傾向を定量的に分析することで、マーチャンダイジ
ングや在庫量の適正化の精度を高めることが可能。 
需要予測 
過去の売り上げデータを、画像解析や統計的な手法などを組み合わせて
解析。 
新しく投入する予定の商品サンプルの画像や金額などをもとに、売り上
げの見込みを推定・改善点アドバイスを行う。 

適用事例 『BRANDELI』にファッション AI とメディアコマースを導入 
https://encyclopedia.cubki.jp/757/ 
『J’aDoRe JUN ONLINE』にファッション AI の「画像の自動タグ付け
サービス」を提供 
https://encyclopedia.cubki.jp/241/ 
『mi-mollet（ミモレ）』に弊社ファッション AI の「画像の自動タグ付け
サービス」を提供 
https://encyclopedia.cubki.jp/228/ 

参考 URL （HP）#CBK forcas 公式サイト 

https://encyclopedia.cubki.jp/757/
https://encyclopedia.cubki.jp/241/
https://encyclopedia.cubki.jp/228/
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https://encyclopedia.cubki.jp/services/forecast/ 
（HP）#CBK scnnr 公式サイト 
https://encyclopedia.cubki.jp/services/scnnr/ 

 
 
事例 14 NIAiNO（TIS 株式会社） 

システム名称 NIAiNO 
開発企業情報 企業名 TIS 株式会社 

代表者名 岡本安史 
所在地 〒160-0023 

東京都新宿区西新宿 8 丁目 17 番 1 号 
資本金 100 億円 
設立年月 1971 年 4 月 
HP https://www.tis.co.jp/ 

システム概要 〇概要 
ファッション系 EC サイトやリアル店舗、その他アパレルを取り扱う業
界（小売、百貨店、通信販売、ウェディング）に向けた BtoBtoC のファ
ッション関連プラットフォーム。「AI 骨格診断サービス」を第一弾サー
ビスとし、「サイネージ連携」「パーソナルカラー診断」などをサービス
群として追加予定。 
 
〇AI 骨格診断サービス 
「AI 骨格診断サービス」は、利用者の全身や手などの体のパーツの画像
を、骨格診断理論に基づき作成した AI にて判定を行い、その人に本当に
似合うアパレル商品を提案するサービス。 
 

 

 
〇利用効果 
・集客効果 

https://encyclopedia.cubki.jp/services/forecast/
https://encyclopedia.cubki.jp/services/scnnr/
https://www.tis.co.jp/
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ファッション提案を手軽にいつでも受けることが可能になるため、EC サ
イトやアプリ、カタログにとっての強力なコンテンツを作成可能。 
・販促効果 
プロ目線による骨格などのタイプをベースとしたファッションコーディ
ネートのため、顧客の納得度が高く、販促につなげることができる。 
・データ活用 
取得したお客様の骨格情報とファッション嗜好性といったビジネスに有
益なデータを活用して、新たなビジネスの開発に役立てられる。 
 
〇サービスイメージ 

 
適用事例 Andemiu が限定 1,000 名の「AI 骨格診断サービス」を 3 月 5 日（金）

よりスタート 
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000001198.000001304.html 

参考 URL （HP）NIAiNO 公式サイト 
https://www.niaino.jp 
（HP）AI 骨格診断サービス公式サイト 
https://www.tis.jp/service_solution/niaino/ 

 
 
事例 15 ファッショントレンド解析 AI MD（ニューラルポケット株式会社） 

システム名称 ファッショントレンド解析サービス AI MD 
開発企業情報 企業名 ニューラルポケット株式会社 

代表者名 重松 路威 
所在地 〒100-0006 

東京都千代田区有楽町一丁目 1 番 2 号 
東京ミッドタウン日比谷 日比谷三井タワー32 階 

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000001198.000001304.html
https://www.niaino.jp/
https://www.tis.jp/service_solution/niaino/
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資本金 4 億 345 万円 
設立年月 2018 年 1 月 
HP https://www.neuralpocket.com/ 

システム概要 〇概要 
AI を活用してファッショントレンドを予測し商品企画に反映するサー
ビス。「AI MD」では、SNS やショッピングサイトなどの膨大な情報を、
AI を使って解析しファッショントレンド予測を提供。ファッショントレ
ンド写真を 24 時間自動収集しており、ビックデータを解析することで、
カラーや着こなしなどのトレンドを予測し、結果を商品企画などに反映
する仕組み。 
アパレル企業やアパレル ODM が当社サービスを活用して企画した商品
は全国 3,000 店舗以上で販売されており、多くの企業で定価での販売率
が 10％以上改善するという成果が上がっている。 
 
〇機能 
・トレンドの未来／6 ヶ月予測 

 
 
・トレンドカラー分析 
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適用事例 三陽商会が AI MD で初回発注量を調整 
https://senken.co.jp/posts/ai-summit-1st 

参考 URL （HP）「AI MD」公式サイト 
https://www.neuralpocket.com/services_detail/fashion.html 
（記事）AI 活用でファッショントレンドを予測し商品企画に反映 
https://digital-shift.jp/ai/RJgwr 

 
 
事例 16 インサイトスコープ"KIYOKO”（キヨコ） （株式会社Ｉ－ｎｅ） 

システム名称 インサイトスコープ"KIYOKO”（キヨコ） 
開発企業情報 企業名 株式会社 I-ne 

代表者名 大西 洋平 
所在地 〒530-0005 大阪府大阪市北区中之島 6-1-21 
資本金 32 億 9,181 万円 
設立年月 2007 年 3 月 
HP https://i-ne.co.jp 

システム概要 〇概要 
最先端 AI システム「インサイトスコープ”KIYOKO（キヨコ）”」はヒッ
ト商品を生み出すための新たなツール。世界 239 ヵ国のニュースサイト
や口コミサイト、SNS といった約 2,000 万件を超えるあらゆる媒体から
収集したビッグデータを解析し、消費者の潜在的ニーズを読み取るシス
テム。 
「 BOTANIST 」 や 「 Natural Healthy Standard. 」、「 SALONIA 」、
「VITAFUL」など、トレンドから様々なヒットブランドを生み出してい
る I-ne ならではのインサイト知見を元として開発している。 

 
 

https://senken.co.jp/posts/ai-summit-1st
https://www.neuralpocket.com/services_detail/fashion.html
https://digital-shift.jp/ai/RJgwr
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〇特徴 
男女別や世代別、地域別といったセグメントはもちろんのこと、対象と
なるキーワードがどのような単語と一緒に使用されているのか、どのよ
うな感情で使用されているのかという細部まで分析することが可能で、
そのキーワードがどのトレンドフェーズにあるのかが可視化可能。 

適用事例 古代美容と KIYOKO の AI 分析でヒットに繋がったクレイビューティー
ブランド DROAS 
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000439.000012002.html 

参考 URL （HP）インサイコスコープ”KIYOKO"公式サイト 
https://i-ne.co.jp/aboutus/trend/ 

 
 
事例 17 RNA モニタリング（株式会社 Preferred Networks） 

システム名称 RNA モニタリング 
開発企業情報 企業名 株式会社 Preferred Networks 

代表者名 西川 徹 
所在地 〒100-0004 

東京都千代田区 大手町１丁目６－１ 大手町ビル 2F 
資本金 80 億 1500 万円 
設立年月 2014 年 3 月 
HP https://www.preferred-networks.jp 

システム概要 〇概要 
皮脂 RNA（リボ核酸）から得られたデータに機械学習・ディープラーニ
ング（深層学習）などの AI 技術を応用して、肌状態にコミットする美容
サービス。皮脂中から 1 人あたり約 13,000 種類の RNA を取って発現量
を測定し、肌や健康状態のデータも取得する。得られたデータを用いて、
皮脂 RNA 発現データから、肌や皮膚、体内状態を推定する予測モデル
を構築する。 
 

 
 

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000439.000012002.html
https://i-ne.co.jp/aboutus/trend/
https://www.preferred-networks.jp/
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〇特徴 
・高度な予測アルゴリズム 
従来の肌測定や解析技術では把握できなかった、肌内部の状態を知るこ
とや、将来の肌ダメージのリスク評価が可能。 
・肌状態の改善予防 
遺伝情報をもとにパーソナライズされた美容アドバイスやスキンケアを
提供することで、肌状態の改善・予防が可能。 

適用事例 皮脂 RNA モニタリング技術を応用した美容カウンセリングサービスの
テスト運用スタート（BEAUTY BASE by Kao 銀座店） 
https://www.sofina.co.jp/bbk/studio/lesson/ 

参考 URL （記事）花王、皮脂データに基づく美容カウンセリングサービスのテス
ト運用へ 
https://dcross.impress.co.jp/docs/usecase/001222.html 

 
 
事例 18 感性評価 AI （感性 AI 株式会社） 

システム名称 感性評価 AI 
開発企業情報 企業名 感性 AI 株式会社 

代表者名 虻川 勝彦 
所在地 〒182-8585 

東京都調布市調布ケ丘 1-5-1 電気通信大学内 
イノベーティブ研究棟（西 11 号館）405・407 

資本金 4,500 万円 
設立年月 2018 年 5 月 
HP https://www.kansei-ai.com/ 

システム概要 〇概要 
商品開発に大切な 3 つの要素であるネーミング、訴求のためのキャッ
チコピー、パッケージデザインの印象に関して、感性価値に特化し分
析・創造のサポートを行う AI。感性を可視化する独自の AI 関連技術に
よりネーミング、キャッチコピー、パッケージデザインの感性評価、ブ
レスト案提示を行い、マーケティングにおける感性価値の創造を実現。
新商品開発、既存商品リニューアル時のネーミングテスト、キャッチコ
ピーテスト、パッケージデザインのテストに活用可能なマーケティン
グツール。 
 
〇美容分野への展開 

https://www.sofina.co.jp/bbk/studio/lesson/
https://dcross.impress.co.jp/docs/usecase/001222.html
https://www.kansei-ai.com/
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AI に美容専門家の知見を学習させて、AI を活用したオンラインサービ
スでプロと同様の診断結果を再現できるサービスを開発している。本
仕組みをオンラインカウンセリングサポートやセルフ診断などに活用
して、顔における感性印象の中で重要とされている「活き活き感」を向
上させるために、AI がユーザーにあった美容アドバイスや化粧品等を
提案するサービス等を展開する予定。 
 
〇感性 AI アナリティクス機能 
・ネーミング感性評価（語感評価、連想語チェック） 
消費者データを学習した AI によって、ネーミングの語感、キャッチコ
ピーの印象、パッケージデザインの色彩印象を瞬時に可視化。 
マーケティングリサーチを行うこと無く、瞬時にネーミングテスト、キ
ャッチコピーテスト、パッケージデザインのテストを行うことが可能。 

 
 
・キャッチコピー感性評価（印象評価、連想語チェック） 
ネーミングとキャッチコピーの感性評価では、マーケティングで重視
される連想 MAP（消費者が連想する言葉）をチェック可能。 
・パッケージ感性評価（デザインの色彩感性評価） 
感性評価の履歴データからポジショニングマップを作成可能。自社・競
合の評価の比較をわかりやすく可視化。 
・感性 AI ブレスト機能 
・ネーミングブレスト 
入力された情報からネーミング案をブレスト。 
商品特徴・イメージを表すコンセプトワード、商品の世界観を表すコン
セプト画像を基に、コンセプトから連想される言葉が連想語 MAP で
出力される。連想 MAP の中からネーミング案に用いたいワードを選
択し、ネーミングに必ず入れたいキーワードとネーミングに求める印
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象を入力するとネーミング案がブレストされる。 
・キャッチコピーブレスト 
入力するキーワードやキャッチコピーのイメージを表す画像、キャッ
チコピーに求める印象から、商品の感性イメージに適切なキャッチコ
ピーをブレスト。詩的な表現のキャッチコピーがブレストされるため、
感性的な表現を用いることができ、どういった意味なのかを考えさせ
ることがフックとなり、消費者に印象を残す効果が期待できる。 
・パッケージの色彩ブレスト 
商品の特徴・イメージを表すコンセプトから想起される色彩で、アップ
ロードされた素案となるパッケージデザイン画像を塗り替えパッケー
ジデザイン案をブレスト。 
・オノマトペブレスト 
元となるオノマトペから、そのオノマトペに類似したオノマトペを生
成。オノマトペに求める印象を選択し、その印象値を変化させることが
可能。 

適用事例 コーセー 
熟練の美容専門家のスキルを AI 化し、顔写真を分析して"活き活き感
"を引き出すための美容のアドバイスをしたり、化粧品の提案を行った
りするサービスを開発中。 

参考 URL （HP）感性評価 AI 公式サイト 
https://www.kansei-ai.com/marketingsolution 
（記事）コーセーが挑む、美容領域でのデジタル活用 「顔の印象をデ
ータ化する」感性評価 AI の最先端とは 
https://digitalist-web.jp/article/business/b2eRn 
（適応事例：コーセー）活き活き感を引き出す「感性評価 AI」を開発 
https://www.kose.co.jp/company/ja/content/uploads/2021/01/20210
127.pdf 

 
事例 19 オーダーメイド AI 開発「カスタム AI」（株式会社 Laboro.AI） 

システム名称 オーダーメイド AI 開発「カスタム AI」 
開発企業情報 企業名 株式会社 Laboro.AI 

代表者名 代表取締役 CEO 椎橋徹夫  代表取締役 CTO 藤原弘将 
所在地 〒104-0061 

東京都中央区銀座 8 丁目 11-1 GINZA GS BLD.2 3F 
資本金 3,500 万円 
設立年月 2016 年 4 月 

https://www.kansei-ai.com/marketingsolution
https://digitalist-web.jp/article/business/b2eRn
https://www.kose.co.jp/company/ja/content/uploads/2021/01/20210127.pdf
https://www.kose.co.jp/company/ja/content/uploads/2021/01/20210127.pdf
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HP https://laboro.ai/ 
システム概要 〇概要 

Laboro.AI では、オーダーメイドによる AI ソリューション、「カスタム
AI」を開発・提供。アカデミア（学術研究）から発信される最先端の機
械学習技術をベースに、クライアントさまのビジネスにジャストフィッ
トする AI ソリューションを提供。 
 
〇特徴 
・あらゆる課題に AI を 
ビジネス現場特有の複雑な課題を解決するため、機械学習が得意とする
「認識」と「予測」のあらゆる領域で、AI をオーダーメイド開発。 
データに壁はない機械学習の様々な領域に専門性を持つプロフェッショ
ナルチームが、画像、音声、自然言語など、あらゆるデータを活用した
AI ソリューションを開発。 
・業界にも壁はない 
様々な業界でのビジネス知見を保有する人材が揃っており、すべての業
界を対象に AI 開発の相談に応じている。 
・言わば、戦略系 AI 
ビジネス成果につながる AI を実現するために必要なことを全てを一緒
に考えるコンサルティング＆サポート。 
 
〇カスタム AI 開発フロー 

 
適用事例 未来購買パターン予測にもとづく商品レコメンド 

https://laboro.ai/case/未来購買パターン予測にもとづく商品レコメン
ド/ 

参考 URL （HP）カスタム AI 公式サイト 
https://ai-products.net/product/custom-ai/ 

 
 
 

https://laboro.ai/case/%E6%9C%AA%E6%9D%A5%E8%B3%BC%E8%B2%B7%E3%83%91%E3%82%BF%E3%83%BC%E3%83%B3%E4%BA%88%E6%B8%AC%E3%81%AB%E3%82%82%E3%81%A8%E3%81%A5%E3%81%8F%E5%95%86%E5%93%81%E3%83%AC%E3%82%B3%E3%83%A1%E3%83%B3%E3%83%89/
https://laboro.ai/case/%E6%9C%AA%E6%9D%A5%E8%B3%BC%E8%B2%B7%E3%83%91%E3%82%BF%E3%83%BC%E3%83%B3%E4%BA%88%E6%B8%AC%E3%81%AB%E3%82%82%E3%81%A8%E3%81%A5%E3%81%8F%E5%95%86%E5%93%81%E3%83%AC%E3%82%B3%E3%83%A1%E3%83%B3%E3%83%89/
https://ai-products.net/product/custom-ai/
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事例 20 SENSY （SENSY 株式会社） 
システム名称 SENSY 
開発企業情報 企業名 SENSY 株式会社 

代表者名 渡辺 祐樹 
所在地 〒150-0041 

東京都渋谷区神南 1-12-16 アジアビル 5F 
資本金 11 億 4000 万円 
設立年月 2011 年 11 月 
HP https://sensy.ai/ 

システム概要 〇概要 
パーソナル人工知能「SENSY」は、感性工学に基づき 1 人ひとりの感性
を個別に解析する、自然言語処理・画像解析技術などを組み合わせたデ
ィープラーニング技術。SENSY ではそれらの技術を活用したプロダクト
を企業向け・消費者向けに提供。 
 
〇SENSY Marketing Brain (MB) 
お客様ひとりひとりの属性・購買履歴などをもとに、パーソナライズし
たマーケティングを実現。最適なチャネルの選定、レコメンド商品、キ
ャッチフレーズ、デザインなどを全てパーソナライズ化。パーソナライ
ズ DM（ダイレクトメール）、パーソナライズメール（メルマガ）などで
活用・導入が進んでいる。 
 

 
 
〇SENSY Merchandising (MD)  
お客様一人ひとりの嗜好性や購買タイミングなどを感性としてパーソナ
ル人工知能に学習させ、商品需要予測を精緻化。数 10 万アイテムの売上
をお客様単位・アイテム単位で予測し、商品発注・仕入などの MD 計画
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を最適化。アパレルなどのメーカー向け、百貨店・スーパー・コンビニ
エンスストア等の小売向けの需要予測・MD 最適化で導入されている。 

 
適用事例 ファッション人工知能アプリ SENSY CLOSET 

https://closet.sensy.ai 
SENSY ソムリエ 
https://sommelier.sensy.ai 

参考 URL （HP）SENSY 公式サイト 
https://sensy.ai/services 

 
 

第３項 画像認識 AI 技術を活用した製品・サービス等の事例 

事例 01  AI 画像判定サービス MMEye (株式会社 YE DIGITAL） 
システム名称 AI 画像判定サービス MMEye 
開発企業情報 企業名 株式会社 YE DIGITAL 

代表者名 遠藤 直人 
所在地 〒802-0003 

福岡県北九州市小倉北区米町二丁目 1 番 21 号 
AP エルテージ米町ビル 

資本金 7 億 0,200 万円（東証 2 部上場） 
設立年月 1978 年 2 月 
HP https://www.ye-digital.com/jp/ 

システム概要 技術やノウハウを体系化した AI「Paradigm」を搭載した、製造現場でリ
アルタイムに AI 画像判定を可能にするサービス。 
- AI 技術（ディープラーニング）と独自の前処理技術を用いて複雑な

パターンも人並みに精度よく自動判定 

https://closet.sensy.ai/
https://sommelier.sensy.ai/
https://sensy.ai/services
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- AI が画像を学習し、異常検知・物体検知・分類を自動化。 
- 現場にエッジ PC を設置することで、高速な処理を実現。 
- AI 判定結果に人の知見を追加学習させ、検知精度を向上。 
- データサイエンティストがデータの前処理や判別モデル作成を支援

することで、精度の高い自動判定が可能 
- データの学習には、サンプル画像の自動生成技術を用いて、従来の

１種類 100 枚程度よりも少ない画像でスタートできる 
- 正常な画像のみで、異常判定可能 

適用事例 ・製菓メーカーで外観検査及び、外観検査の結果と生産状況の可視化 
・捕虫器でとらえた虫の分類種別の自動化 

料金体系 要問合せ (無料トライアル あり) 
備考 

 
備考 オンプレミス版、MMEye Box も選択できる。 

「クラウドではない、社内で検証する MMEye」 
判別モデル作成の AI エンジンをオンプレミスで提供する「MMEye 
Box」。 

 
参考 URL  https://ai-products.net/corporate/ye-digital/ 
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事例 02 InspectAI (株式会社アラヤ) 
シ ス テ ム 名
称 

Inspect AI 

開 発 企 業 情
報 

企業名 株式会社アラヤ 
代表者名 金井 良太 
所在地 〒107-6024 

東京都港区赤坂 1-12-32 アーク森ビル 24 階 
資本金 2 億 5,498 万円 
設立年月 2013 年 12 月 
HP https://www.araya.org/ 

シ ス テ ム 概
要 

AI 技術により、主に製造ライン等での目視検査の自動化や、検査員の人
員削減や検査品質の均一化を実現するパッケージソフト。 
検査対象物を撮影した画像を元に、正常/異常を AI が学習し、判定する。 
-多量のデータが無くても、1~2 時間程度でモデルの学習ができる 
-複数画の同時検査が可能 
-エッジ AI 化による検出高速化 
-パッケージソフトウェア 

適用事例 ・外観検査 
・大量撮影画像からの抽出へ AI 導入(注：InspectAI かカスタムか不明) 
・数千枚の画像から条件に合った画像を抽出するのに数分で完了できる 
・AI アルゴリズムとルールベース処理を組合せ、複数の条件を満たす抽
出ができる。 
・外観検査 

料金体系 要問合せ (無料トライアル なし) 
備考 
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参考 URL https://ai-products.net/product/inspectai/ 

 
 
事例 03 フォトナビ・目視レス (株式会社ゼータ・ブリッジ) 

システム名称 フォトナビ・目視レス 
開発企業情報 企業名 株式会社ゼータ・ブリッジ 

代表者名 安藤 尚隆 
所在地 〒141-0032 

東京都品川区大崎 1-6-4 新大崎勧業ビルディング 
（大崎ニューシティ 4 号館）5 階 

資本金 6,050 万円 
設立年月 2001 年 10 月 
HP https://www.zeta-bridge.com/ 

システム概要 人間が目で見て脳で判断する感覚に近い独自アルゴリズム「ABHB」を
搭載した検査・検品を画像認識で解決するソリューション。 
画像の中から特定の条件に当てはまる領域を検出したり、類似する色・
形・模様などを瞬時に自動検出できる。機械学習・ディープラーニング
等では判定の困難な不定形物も対応可能で、大量の教師データは不要。 
外観検査工程での活用が可能で、カメラの選定や外部センサーとの連携
や、コンピューターシステムまでのトータルソリューションを提案する。 
- 独自アルゴリズム『ABHB（Algorithm Based on Human Brain）』を

使用することで一般 PC でも処理が可能 
- 少量の画像データで OK 
- 画像の中から特定の条件に当てはまる領域や類似する色・形・模様

などを瞬時に自動検出 
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適用事例 ・外観検査 
・金属・電子部品の異常検出 
・小型⿂類モデル生物の動線解析・⼨法計測 
人の目と同じように「水槽の底面の反射」「影」「⿂」を正しく 
区別し、⿂の画像だけを抽出することができます。 
・製品への異物混入 
・食材の具材カウント 

料金体系 要問合せ (無料トライアル あり) 
備考 

 

 
参考 URL https://ai-products.net/product/photonavi/ 

 
 
事例 04 SNN（SCSK Neural Network toolkit） (SCSK 株式会社) 

システム名称 SNN（SCSK Neural Network toolkit） 
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開発企業情報 企業名 SCSK 株式会社 
代表者名 代表取締役 執行役員 会長 最高経営責任者 田渕 正朗 

代表取締役 執行役員 社長 最高執行責任者 谷原 徹 
所在地 〒135-8110 

東京都江東区豊洲三丁目 2 番 20 号 
資本金 211 億 5,200 万円 
設立年月 1969 年 10 月 
HP https://www.scsk.jp/sp/snn/ 

システム概要 先進のディープラーニング技術を、「誰もが使える AI へ・・・」進化さ
せた。SI の現場で創られたニューラルネットワークの AI モデルを簡易
に構築できるソリューション。先進のディープラーニング手法を活用し、
多様な業界・業務の個別課題解決をご支援する。 

- 操作画面が GUI 化されており、複雑な AI 知識がなくてもモデ
ル構築・活用が可能 

- 画像認識、センサーデータ解析のベースモデルの組合わせで、
様々なユースケースに対応 

- 業種特化したものから汎用的な業務改善まで、豊富な活用実績
あり。 

適用事例 ・医用画像診断支援 
レントゲンなどの医用画像から病変部位を AI で検出することで、医師 
の診断・治療支援に活用いただけます。活用モデル：検出モデル 
・病気発症時期予測 
健康状態やバイタルサインの変化から、特定の疾患の再発有無や時期 
を予測します。活用モデル：時系列予測モデル 
・生産品の目視検査 
工場ラインにて製造される生産品や部品の傷、ムラ、汚れなどを検知 
します。活用モデル：目視検査モデル 
・製造作業のトレーサビリティ 
製造ラインで作業する人物の動作を画像から把握し、マニュアル通り 
の動きで、危険な動きが無いかを確認します。 
活用モデル：検出モデル、異常検知モデル 
その他多数 

料金体系 要問合せ 
参考 URL https://ai-products.net/product/snn/  
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事例 05 オーダーメイド画像認識 AI ソリューション開発 (株式会社ナナメウエ) 
システム名称 オーダーメイド画像認識 AI ソリューション開発 
開発企業情報 企業名 株式会社ナナメウエ 

代表者名 石濵嵩博 
所在地 107-0052 

東京都港区赤坂 8-12-14 UIW 乃木坂 3F 
資本金 1 億円 
設立年月 2013 年 5 月 
HP https://nanameue.jp/ 

システム概要 AI×人のハイブリッドなビジネス実装型 AI をニーズに合わせて一気に
通貫で開発し、成果を実現。100 万人以上のユーザ行動に対応する AI モ
デルを開発し、運用・保守する独自のノウハウがある。ビジネスニーズ
に合わせた企画立案や、データのインサイトを活用した AI ソリューシ
ョンをオーダーメイドで開発し成果を実現。画像/映像分析・物体検知・
OCR ソリューション・顔認識が得意な分野。お客様のご要望・希望用途
に合わせて研究開発を行う。 
- コストパフォーマンスの実現のためのスモール PoC で成果検証か

ら開始 
- AI ソリューションの提供に留まらない”使える”システムまで一気

通貫の開発 
- 100 万人以上のユーザ行動から学習した独自のモデルの活用 

適用事例 ・外観調査などについての詳細事例は Web ページからは不明 
・コミュニティアプリケーション「Yay!」を開発・運営 
運営にて AI は安全対策に利用。(AI によるテキスト・画像の監視) 

料金体系 要問合せ 
備考 
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参考 URL https://ai-products.net/product/image-recognition-solution/ 

 
 
事例 06 harBest for MLOps (株式会社 APTO) 

システム名称 harBest for MLOps 
開発企業情報 企業名 株式会社 APTO 

代表者名 代表取締役 CEO 高品 良 
代表取締役 COO 藤井 翔吾 

所在地 〒150-0041 
東京都渋谷区神南 1-5-14 三船ビル 4F 403 号室 

資本金 4,217 万円 
設立年月 2020 年 1 月 
HP https://apto.co.jp/ 

システム概要 ノーコードで AI・人工知能・機械学習開発をすることが可能であるため
自社のエンジニアリソースで開発を進めることが可能。また、AI 開発後
は API を利用することで、開発した AI を簡単に自社システムで利用す
ることが可能。 
-ノーコードで AI・人工知能・機械学習開発 
-学習データの連携 
AI へ学習させるデータは「harBest for Data」から連携・管理すること 
でシームレスに開発をすることが出来る。 
簡単に保有しているデータと MLops を連携でき、モデル作成や AI 精 
度の評価・比較が容易になる。 
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〇様々なアルゴリズムを選択可能 
主流である様々なアルゴリズムに対応しており、最適なアルゴリズム 
を見つけるために実験することが可能。 
※随時、主流となるアルゴリズムを「harBest for MLOps」へ追加 

適用事例 画像認識についてアノテーション事例は多く記載されているが、 
本件の利用に即しそうな案件は発見できず。 

料金体系 要問合せ 
備考 

 

 

参考 URL https://ai-products.net/product/harbest-for-mlops/ 
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事例 07 Roxy AI ～画像検査 AI～ (ウインズソフト株式会社) 

システム名称 Roxy AI ～画像検査 AI～ 
開発企業情報 企業名 ウインズソフト株式会社 

代表者名 勝野 通 
所在地 〒460-0008 

名古屋市中区栄 2 丁目 3 番 6 号 NBF 名古屋広小路ビル 8 階 
資本金 2,400 万円 
設立年月 2001 年 6 月 
HP https://www.winsft.jp/ 

システム概要 【脱ブラックボックス！！】AI の個性や精度を可視化し、弱点をピンポ
イントで補強できる革新的な検査 AI 
Roxy AI は、従来の AI エンジニアしか踏み入れられなかった 
ブラックボックス化された世界から、誰にでも扱うことのできる易しい
検査 AI ソリューション。プロセスに則った精度上げを行うことが可能。 
 
〇正常品＋少数の不良品で AI を学習 
・正常・不良両方の特徴を学習することで高精度な検査を実現 
・必要なサンプル数は正常品 100 個、不良品を種類毎に 30 個程度 
・学習していない未知の不良を違和感として検知できる 
 
〇AI の個性が見てわかる、触ってわかる 
・AI の出来栄えは、数字だけでは測れません 
・Roxy AI は AI の個性や学習状況を可視化 
・AI の感度を実際に触って確認できる 
・外乱に強い安定した AI を選ぶことができる 
 
〇精度上げのプロセスが明確 ”弱点をピンポイントに補強 
・やみくもなパラメーターチューニングではなく、精度を上げるプロ 
セスを重視 
・検出漏れ・過検出した画像を、AI がどのように感じ判断をしたのか 
を確かめることができる（原因追及が可能） 
・類似の特徴をもった画像を AI が自動でピックアップし、変化をつけ 
て追加学習をすることで弱点をピンポイントで補強可能 
（具体的な対策が可能） 
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適用事例 ・検査事例：製造業 
ゴム製品傷など 
・検査事例 製造業 
ナッツの段ボール片の混入検査事例 

料金体系 要問合せ (無料トライアル あり) 
備考 

 

 
参考 URL https://ai-products.net/corporate/winssoft/ 

https://ai-products.net/product/roxy-ai/ 
 
 
事例 08 セミカスタム/フルカスタム画像認識 AI 開発サービス (株式会社アラヤ) 

システム名称 セミカスタム/フルカスタム画像認識 AI 開発サービス 
開発企業情報 企業名 株式会社アラヤ 

代表者名 金井 良太 
所在地 〒107-6024 東京都港区赤坂 1-12-32 アーク森ビル 24 階 
資本金 2 億 5,498 万円 
設立年月 2013 年 12 月 
HP https://www.araya.org/ 

システム概要 〇セミカスタム/フルカスタム画像認識 AI 開発サービス 
業界やお客様の業務課題に合わせ、“本当に業務で使える AI 導入”を実現 
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アラヤはお客様の課題に合わせた細やかな提案・開発を行う。 
業界別にニーズの高い開発案件には「セミカスタム AI」としてテンプレ
ート(学習済みモデル)を活用することで、比較的短期間での AI 開発が可
能です。また、「フルカスタム AI」として一から AI モデルの構築も行い
ます。 
＜無料画像診断 受付中！＞ 
- 短期間での開発が可能：さまざまユースケースに対応可能な 
- テンプレート(学習済みモデル)を用意《セミカスタム AI》 
- 一から AI を構築《フルカスタム AI》：要望に応じた AI 開発 
- 無料画像診断提供：課題に合わせた、きめ細やかな提案・AI 構築 
 

適用事例 ・大量の撮影画像からの抽出 
AI が数千枚の画像から条件に合った画像を抽出するのに数分で完了でき
る AI アルゴリズムとルールベース処理を組合せ、複数の条件を満たす抽
出ができる。 
・精密機器部品の欠陥分類 
消耗品製造における原材料の品質検査 
・外観検査 

料金体系 300 万～ 個別相談(無料トライアル あり) 
備考 
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参考 URL https://ai-products.net/product/semicustom/ 

 
 
事例 09 AI-Scope (AI 画像認識ソリューション) (福博印刷株式会社) 

システム名称 AI-Scope (AI 画像認識ソリューション) 
開発企業情報 企業名 福博印刷株式会社 

代表者名 宮原 和弘 
所在地 〒849-0918 

佐賀県 佐賀市兵庫南 4-22-40 
資本金 5,000 万円 
設立年月 1948 年 09 月 
HP https://www.ding.co.jp/ 

システム概要 これまで目視(アナログ)でおこなってきた業務に AI の画像認識、物体検
知技術を手軽に導入できるサービス。 
これまで目視（アナログ）でおこなってきた業務に、画像データを対象
とした AI の画像認識、物体検知技術を手軽に導入できるサービス。導入
する業務内容・規模により、詳細打合せにもとづく実施プランを提案。 
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- 製造業を中心に、画像を扱う業務・商品・サービスに対応します 
- 小規模案件 歓迎します！AI 導入ビギナー企業様 歓迎します！ 
- データ整備から実装まで AI 活用に必要なサポートが可能です 
- AI 画像認識・物体検知のモデル構築はもちろん、必要なデータ環境

の整備から、適切なデータ前処理方法の開発、構築モデルの実装ま
でトータルにサポートします。 

- -また、机上検証からプロトタイプ開発までアジャイルで行う、スピ
ード優先の開発スタイルを得意としています 

適用事例 ・鳥獣害対策の発報機に物体検知技術によるリアルタイム発報機を 
加えることで商品付加価値の向上に成功。 
・検品 
精密機器部品の検品業務に画像認識技術を導入。 
目視では発見しづらい不良品をカメラに映った画像を AI が識別して 
発見。 

料金体系 要問合せ(無料トライアル なし) 
備考 

 
参考 URL https://ai-products.net/product/ai-scope/ 

 
 
事例 10 nVision (NDI ソリューションズ株式会社) 

システム名称 nVision 
開発企業情報 企業名 NDI ソリューションズ株式会社 

代表者名 岩井 淳文 
所在地 〒141-0001 

東京都品川区北品川 5-9-11 
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資本金 ４億円 
設立年月 1994 年 10 月 1 日 
HP https://www.ndisol.jp/ 

システム概要 これからは今まで使えない、もしくは使うことを想定していなかったデ
ータが活用できるようになる。 
- 物体検出：何がどこにあるのか 
- 画像分類：この画像はなにか 
- 動画内のアクション検出：特定のシーンを検出 
 
〇ソリューション提供形態 
NDK グループ開発環境で AI 推論モデル作成。 
開発した推論モデルをお客様環境に配置し、業務システムへ組み込む 
※AI 推論モデルを配置するお客様環境はオンプレミスでもクラウド 
でも可能です 
〇提供サービス 
画像 AI PoC・実装サービス 
PoC ￥3,000,000-（税抜）から 
本番運用時の画像 AI 再学習サービス 
業務改革支援・DX コンサルティングサービス 
業務プロセスの可視化・分析から、あるべき姿を実現するための 
デジタルテクノロジーを活用した業務改革・DX 実現の IT ロードマップ
策定を支援 

適用事例 ・製造ラインの外観検査 
・監視(待ち行列・棚の状態・駐車場・不審者など) 

料金体系 要問合せ 
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備考 

 

 

参考 URL https://ai-products.net/product/nvision/ 
 
 
事例 11 AIME-Solution (AIMENEXT JAPAN 株式会社) 

システム名称 AIME-Solution 
開発企業情報 企業名 AIMENEXT JAPAN 株式会社 

代表者名 ブー・ティー・フォーン・トゥイー 
所在地 〒101-0061 

東京都千代田区神田三崎町 3-5-9 天翔水道橋ビル 506 
資本金 1,000 万円 
設立年月 2018 年 10 月 (日本法人設立日 2020 年 5 月) 
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HP https://www.aimenext.com/ 
システム概要 〇AI コンサルティング・カスタマイズ開発サービス提供している。  

データマイニング・音声処理・自然言語処理・画像処理・ORC の幅広い
AI 技術を活用し、お客様の課題に応じた最適な AI ソリューションをご
提案。150 案件以上の開発事例を行い、「AI ソリューションは業界の壁
がない」ことがモットー。 
- 画一的なパッケージ AI 商品では対応が難しい、ビジネス現場特有

の複雑な課題をカスタマイズ AI 開発により解決できる。 
- 人材不足の問題解決、業務効率化（AI 最適化、AI 自動化、OCR の

開発など） 
- 顧客満足度向上（顧客サポート AI チャットボット、顧客苦情・アン

ケート解析～製品の改善に繋がる自然言語処理開発） 
- 新価値を生み出す便利な商品・サービス開発（株価予測・AI 外国語

発音判定の AI 開発など） 
- 広告宣伝・CM 企画による販売促進（広告効果推定、SNS・口コミ

内容解析、流行検知） 
- マッチングビジネス（AI 求人・転職マッチング、将来の採用人材の

顔認識・適性判定、化粧品のレコメンド） 
- EC 販売促進（顧客行動解析、AI 商品レコメンド、売上予測、クー

ポン設定戦略） 
 
〇AI・人工知能コンサルティング・受託開発 
AI の最先端技術と豊富な経験を持つエンジニア・コンサルタントが 
お客様の課題や業務のプロセスを分析し、AI の活用領域や実現性を 
見極める。最適な AI ソリューションを提供するだけではなく、開発 
から PoC（実証実験）、導入前及び運用後もサポートあり。 
 
〇AI ソリューションパッケージ商品 
お客様にマッチした AI ソリューションパッケージを提供。開発期間や
費用などの様々要望に柔軟に対応する。 
AI 導入に関するサポート流れのイメージは以下の通り。 
STEP１：企画・要件定義 
STEP２：開発・PoC 
STEP３：導入・実装 
STEP４：再学習/チューニング 

適用事例 類似画像検索 
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車検出・車番認識システム 
顔認証搭載の入退出管理 
異常検知・品質強化 
100 案件導入実績あり 

料金体系 要問合せ  (無料トライアル なし) 
(200 万円から 300 万円の案件もあれば、数千万円の案件もございます) 

備考 

 

参考 URL https://ai-products.net/product/aime-solution/ 
 
 
事例 12 αi Start Pack (テクノ・マインド株式会社) 

システム名称 αi Start Pack 
開発企業情報 企業名 テクノ・マインド株式会社 

代表者名 代表取締役会長 小原 正孝 
代表取締役社長 阿部 忠彦 

所在地 〒983-8517 
仙台市宮城野区榴岡一丁目 6 番 11 号 

資本金 1 億円 
設立年月 1965 年 2 月 
HP https://www.tmc.co.jp/ 

システム概要 〇AI 画像認識を簡単に利用開始できるパック 
AI の知識不要で、サンプル画像（教師データ）を準備するのみ。 
お客様専用のハードウェアとソフトウェアを提供するので、 簡単に安全
に AI 画像認識を試すことができる。 
- 事前にお客様の業務内容や課題をヒアリングし、プランを提案する 
- AI 技術が活用できるかを検証する PoC サービス（概念実証）あり 

（学習モデルの作成から検証まで） 
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- 「業務の効率化」「精度の向上」「工数の削減」「脱・属人化」といっ
た課題を解決します。 

 
〇AI 画像認識のお試しに最適 
・本格導入前に試してみたい 
・試すにも高額で手がでない 
・何から手を付けて良いか分からない 
・AI を扱える技術者もいない 
・業務の効率化、生産性の向上を実現したい 

適用事例 Web ページ内では発見できず 
料金体系 要問合せ 
備考 

 

参考 URL https://ai-products.net/product/image-recognition-ai-start-pack/ 
 
 
事例 13 Einstein Vision (株式会社セールスフォース・ドットコム) 

システム名称 Einstein Vision 
開発企業情報 企業名 株式会社セールスフォース・ドットコム 

(本社) 米国セールスフォース・ドットコム 
代表者名 代表取締役会長 兼 社長 小出 伸一 
所在地 (東京オフィス) 

〒100-7012 東京都千代田区丸の内 2－7－2 JP タワー
12F 
(本社) 所在地：サンフランシスコ 

資本金 4 億円 
設立年月 2000 年 4 月 
HP https://www.salesforce.com/jp/ 

システム概要 〇ディープラーニングで独自の画像認識モデルをアプリに構築 
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専門知識がなくても独自のモバイルアプリやウェブサービスに画像認識
機能を搭載 
- データサイエンスの専門知識がなくても、カスタムの画像認識モデ

ルを構築できる。 
- カスタムのモバイルアプリやウェブサービスに、API を通じて画像

認識機能を搭載することができる。 
- 画像分類(Image Classification)と、物体検出(Object Detection)の２

つの機能を使って、ディープラーニングによる画像認識モデルを構
築できる。 

 
・カスタムモデルの構築 
画像とラベルを持つデータセットさえあれば、独自の画像認識モデル 
を構築できる。 作成したモデルは API サービスで簡単に利用できる 
ため、カスタムのモバイルアプリやウェブサービスに画像認識機能を 
搭載することができる。 
・Image Classification(画像認識) 
2 種類の機能があります。Image Classification では、入力された画像 
が何であるかを認識し、カスタムの分類ラベルに分類できる。 例：自 
社の商品やブランドロゴを認識することで、営業活動やカスタマーサ 
ービスの分野で画像認識サービスを活用できる。 
・Object Detection (物体検出) 
入力された画像に写っている物体を認識し、画像の中から、何が、何 
個、どのくらいの大きさで写っているかを検出することができる。 例：
小売業での棚割りの認識や、自社製品の占有率の認識、車の損傷箇所の
検出やなど、人の作業でチェックしていたような作業が画像認識を使う
ことで効率化される。 

適用事例 ・株式会社サムシング：土壌改良のボーリング調査にあたり、スマート 
フォンで撮った画像を AI が判断する。 
1. 外部試験機関に委託していた費用の負担軽減、 
2．調査結果(土壌改良 OK かどうかの判断)の短縮化 
（外部調査機関=2 週間, AI=30 秒～1 分） 

料金体系 要問合せ (無料トライアル あり) 
参考 URL https://ai-products.net/product/einstein-vision/ 

 
 
事例 14 専門画像認識 AI 構築サービス (メタデータ株式会社) 
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システム名称 専門画像認識 AI 構築サービス 
開発企業情報 企業名 メタデータ株式会社 

代表者名 野村直之 
所在地 〒113-0033 

東京都文京区本郷 3-25-4 津久井 21 ビル 4F(B) 
資本金 7,461 万円 
設立年月 2005 年 12 月 
HP https://metadata.co.jp/ 

システム概要 〇専門画像認識のための学習済ディープラーニング・システム 
お客様の要求・ニーズに合わせた専門画像認識用学習済みディープラー
ニング・システムを提供 
- 人工知能の最先端ノウハウを持ったスタッフが、業務フロー設計か

ら実際の開発、運用のサポートまでをトータルに行います。 
- 開発の初めに実際のデータとする画像の検証を行い、実現可能性や

ビジネスとしての有用性も合わせて確認致します。 
- ヒアリングを通して、お客様の業務やニーズに最適化されたトレー

ニング・チューニングを行います。 
 
〇業務フロー設計から運用のサポートまでをトータルサポート 
既に手元にある専門画像認識タスクのためのディープラーニングのトレ
ーニングを発注したいというお客様のみならず、専門画像認識を事業に
活かしたいが具体的なフローが分からないといったお客様に向けて、業
務フロー設計から運用のサポートまでをトータルに請け負う。 
 
〇開始時に、お客様からお預かりした画像をもとにビジネスにおける有
用性と実現可能性を検証 
開発フローの初めに、実際にデータ化をする画像の検証を行うことで、
その実現可能性やビジネスにおける有用性まで含めて確認をする。その
時点で目標精度や実現方式を確定させて、実際の開発に進む。 
 
〇人工知能研究の分野でトップクラスのスタッフが集結 
弊社代表(元 MIT 人工知能研究所)や東京のトップクラス大学院の人工
知能研究室在籍の弊社スタッフが、国際学会の最先端ノウハウをアレン
ジして取り込むことにより、お客様個々のニーズに合わせたトレーニン
グ及びチューニングを行います。 

適用事例 ・この猫なに猫？ 
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Mushup Awards11 でも公開された猫分類アプリ！ 
・脳腫瘍の判定 
医療現場への応用可能性あり 
・交通標識の認識 
交通の安全性を高める可能性 

料金体系 要問合せ  (無料トライアル あり) 
参考 URL https://ai-products.net/product/fine-grained-image-categorization/ 
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第４節 今年度の調査のまとめ 

 
 今年度はこれまで述べてきたように、大きく３系統の調査を実施した。 
 
 「美容分野専門学校等への遠隔教育等の実態に関するアンケート調査」については、全国
265 件の美容分野専門学校等に協力を要請したところ、約 3 割の 86 件から回答を得ること
ができた。集計結果から概略的な全体傾向を分析すると、コロナ禍により大きな影響を受け
たことが伺える。特に大きな影響を受けたのは、技術教育を行う実習や、コンテストなどの
イベント、学校行事などが挙げられている。実習系の科目は遠隔教育の導入がしづらかった
ようで、分散登校や延期、自習などで対応している。これにより学生の技術習得度について
心配する声もあった。一方、座学系の科目については遠隔教育の導入によって対応できた部
分が多かったようである。本事業でターゲットとするコンテストに関しては、従来は会場開
催で実施していた学校が多く、その頻度は年に１回～２回程度が９割を占めた。コンテスト
により期待できる教育効果としては、「技術力の向上」や「学習意欲・モチベーションの向
上」を９割以上の回答校が挙げている。一方で、コンテスト導入の課題としては、生徒ごと
のモチベーション・練習意欲の差、カリキュラム上の練習時間の確保、指導を行う教員の時
間・技術力、審査の公平性、参加費用など様々な課題が挙げられた。 
 
 「美容分野専門学校等への遠隔教育等の実態に関するヒアリング調査」では、全国の美容
分野専門学校 10 件の協力を得て実施した。コロナ禍の影響については、技術教育の面で
様々な課題が挙げられ、対応する方策として、zoom などのライブ配信授業やオンデマンド
コンテンツの配信、課題の提出・採点など、各校で多様な工夫を行っていることが判った。
また登校機会が減少したことで、学生に対するきめ細やかなフォローが困難になっている
という趣旨の回答が多数あった。コンテストについては従来の会場方式は中止している学
校が多く、フォトコンテストなど会場訪問が不要な形が増えているようだった。AI 技術の
活用に関しても前向きに捉えている学校が多く、評価の公平性の担保に期待されている。 
 
 「先端技術（AI 技術）の先行事例に関する事例調査」では、美容分野および周辺分野で
の AI 技術を活用した製品・サービス等の事例 20 件と、画像認識 AI 技術を活用した製品・
サービス等の事例 14 件を収集することができた。特に美容業界については、写真等から似
合う髪型の分析や、肌の状態の診断など、画像認識分野の AI 技術を活用している事例が見
受けられた。ただし、作品写真から美容技術を評価する AI と近しいサービス等は発見でき
ず、これらの先行事例を参考としながら、新規で検証・構築を進める必要性が認められた。 
 

以上の調査結果を踏まえ、本事業の美容分野遠隔教育モデルの検討を進めていく。 
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第３章 開発報告 

本事業では、美容分野専門学校のコンテストを対象に先端技術を適用してオンライン化
する環境を検討し、その実践モデルを構築する。 

そのために今年度は、まず、本事業で目指すオンライン技術コンテスト実施モデルの中核
的な技術である「美容技術評価 AI」の構築実験と検証に取組んだ。また、次年度以降の具
体的検討に向けて、オンライン技術コンテストで目指す教育目標や実施環境の全体像の検
討、要素技術に関する情報収集・整理等に取組んだ。 

 
 以下に各取組みについて報告する。 

 
 

第１節 美容技術評価 AI の構築実験・検証 

第１項 本事業での AI 構築の考え方 

一言で人工知能（AI）といっても、前掲の「先端技術の先行事例調査」の調査結果を見て
も明らかなように、その活用方法・構築方法等は多種多様であるが、現在主流の AI 構築方
法は大きく「機械学習」と「ルールベース」の 2 種類である。それぞれの特性は下図に示す
とおりである。近年、「機械学習」の手法の一つであるディープラーニング（深層学習）が
実用化されたことで、AI の対応力が飛躍的に向上し、様々な分野で AI の活用が模索されて
いる。 

 
<AI の構築方法> 
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本事業では、美容分野専門学校でのオンライン技術コンテストについて、特に評価の工程

で AI 技術を活用し、評価作業の効率化を図ることを検討している。美容分野のオンライン・
コンテストでは、作品を映像や写真で評価するのが一般的だが、この手法では細部の評価が
難しく、手間がかかる割に評価精度も低い。当社団の実績を例に取れば、写真で評価を行う
場合、1 作品につき正面・側面・背面の 3 枚の写真を参加者に提出させ、それを各審査員が
確認して評価点を決定する。この評価手法は、現物の作品を実際に見て比較・検討するより
も、手間と時間を要する。さらに、従来のコンテストの問題を解決するには、オンラインの
特性を活用して、参加する学生の数を増やし、開催頻度を増やすくことが望まれ、評価に必
要な作業は更に膨大になると予想される。したがって、教育上で効果的に運用するには評価
の効率化が求められる。 

そこで本事業では、国家試験の課題になっており、かつコンテストも多数実施されている
美容技術「ワインディング」を対象に、「美容技術作品の写真を自動で認識・解析し評価す
る」機能を持った美容技術評価 AI の構築を目指す。当該 AI は写真データの判定という画
像認識分野に分類されるため、AI 構築は「機械学習（ディープラーニング）」を採用して、
開発を進めることとした。 

この開発手法では、AI の認識精度向上のために、大量の作品写真データと作品評価デー
タ（ビッグデータ）が必要となるため、美容分野専門学校の協力を得て、膨大なデータ収集
を実施する必要がある。今年度は開発の初期段階として、既存のデータ群をもとに AI の学
習データを作成し、実験的な AI 構築を試みた（※PoC（概念実証）：新しい概念・理論・ア
イデアを実際の開発に移す前に、実現可能性や効果を検証する工程）。この成果をもとに、
次年度以降、本格的なデータ収集と AI 開発に取組んでいく計画である。 

 

第２項 AI 構築実験の実施概要 

(1)  AI 構築実験の実施手法 

 今年度採用した AI 構築実験の実施手法を下図に示す。図の通り、今年度は①～④の流れ
で美容技術評価 AI のプロトタイプの構築実験に取組んだ。 

まず「① 作品写真の評価」では、既存の「ワインディング」のコンテストに提出された
作品データのうち、特に背面を写した写真 89 枚を調達した。この 89 枚の写真に対し、本
事業協力校が、それぞれ独自の基準で作品評価を実施し、すべての作品に対して 70 点から
99 点の間で点数をつけた。 

次に「②点数算出」では、89 枚の作品に対する評価の客観性を担保するため、本事業協
力校の評価を集約し、平均点を算出して各作品の点数を確定した。 

この点数をもとに、「③データ統合・分類」では、作品データを分類して AI 学習用のデー
タ構築を行った。なおその際、評価段階ごとの学習データの母数を確保するため、平均点を
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基準に作品写真を「2 段階」または「3 段階」に分類した。図に例として示したのは、「優」
「良」「可」の 3 段階に分類した場合である。 

最後に「④AI 構築」では、後述の画像認識 AI 構築ツール「Google Teachable Machine」
に学習データを読み込ませる形で、AI 構築を試みた。本ツールでは、図に示すように、「優」
「良」「可」の 3 段階に分類した学習データを読み込ませた場合、評価対象の作品写真デー
タに対して、「優」「良」「可」の判定結果を出力することができる。これを利用して、作品
写真データの一部を AI に評価させ、本事業協力校が行った評価結果と比較することで、AI
の判定精度の検証を行った。 
 

<今年度の AI 構築手順> 

 
 

(2)  AI 構築実験の実施環境 

 今回、美容技術評価 AI の構築実験にあたっては、無償で利用できる画像認識 AI 構築ツ
ール「Google Teachable Machine」を利用することとした。Google が提供する本ツールは、
インターネットブラウザ上で画像認識・音声解析・姿勢推定等の機械学習 AI モデルの構築
を行うことができる。また、そのままブラウザ上で推論を実行できるほか、機械学習モデル
をファイルとして出力することもできる。 

本事業の取組みに限らず、一般的に AI 構築では、必ずしも実現性が担保できるものでは
なく、初期段階での実現性の検証が不可欠である。この工程は PoC（概念実証）と呼ばれ、
特にこの工程で、ディープラーニングの実現性検証等を目的に本ツールが活用されている。 
 基本的な利用方法としては、インターネット環境のある端末で、「Google Teachable 
Machine」にアクセスし、以下の図に示すように、まず学習データを入力して AI のトレー
ニングを行う。その上で、評価したい画像等を読み込ませると、評価対象を「どの学習デー
タ群に近いか」を 100％表記で出力することができる。 
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<Google Teachable Machine > 

 

参考 URL：https://teachablemachine.withgoogle.com/ 
 

(3)  使用した作品写真と加工パターン 

今年度、美容技術評価 AI の学習データ構築用の作品写真を調達するにあたり、学校法人
高山学園 高山美容専門学校が他校と連携して実施している既存のワインディングコンテ
ストで使用された作品写真を借用した。以下に例を示す。 

 
<学習データに使用した作品写真（例）> 

 
提供：学校法人高山学園 高山美容専門学校 

 後述するが、上記の作品写真データをそのまま学習データとして使用して AI の評価制

https://teachablemachine.withgoogle.com/
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度検証を実施したところ、３段階評価（優・良・可）の精度は「44.4％」、２段階評価
（可・不可））の精度は「66.7%」であり、精度が高いとは言えない結果となった。その大
きな原因としては、AI 構築を行う上での学習データの質と量であることが予想された。具
体的には、読み込ませる学習データ数の不足、学習データのノイズ（不要情報の映り込
み、写真のピンボケ、距離感等）、評価対象の曖昧性（背面と側面の両方の映り込み、同
じ教室の様子の映り込み等）である。 
 そこで、更なる検証のため、以下のパターンで作品写真の加工を実施した。 
 

<作品写真の加工パターンの一覧> 
・未処理データ（反転） 
・弱めのぼかし加工 
・弱めのぼかし加工（反転） 
・強めのぼかし加工 
・強めのぼかし加工（反転） 
・被写体周辺の切り抜き加工 
・被写体周辺の切り抜き加工（反転） 
・被写体の輪郭に沿った切り抜き加工 
・被写体の輪郭に沿った切り抜き加工（反転） 
・被写体の輪郭に沿った切り抜き加工（灰色背景） 
・被写体の輪郭に沿った切り抜き加工（灰色背景・反転） 
・被写体の輪郭に沿った切り抜き加工（白色背景） 
・被写体の輪郭に沿った切り抜き加工（白色背景・反転） 
・被写体の輪郭に沿った切り抜き加工（茶色背景） 
・被写体の輪郭に沿った切り抜き加工（茶色背景・反転） 

 
 以下に各加工パターンのサンプルを示す。 
 

＜各加工パターンのサンプル＞ 
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(4)  使用した作品に対する評価データ 

 前項で報告した作品写真 89 枚に対し、本事業協力校 3 校、計 9 名の教員が、それぞれ独
自の基準で作品評価を実施し、すべての作品に対して 70 点から 99 点の間で点数をつけた。
89 枚の作品に対する評価の客観性を担保するため、これらの評価結果を集約し、平均点を
算出することで、各作品の点数を確定した。点数表の一部を以下に掲載する。 
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<各ワインディング作品写真に対する点数表> 
作品 
No. 

教員 
① 

教員 
② 

教員 
③ 

教員 
④ 

教員 
⑤ 

教員 
⑥ 

教員 
⑦ 

教員 
⑧ 

教員 
⑨ 

 

平均点 

1 94 95 85 93 91 78 89 92 92 
 

89.9 

2 78 77 74 75 70 85 83 75 77 
 

77.1 

3 83 93 83 89 93 78 85 97 90 
 

87.9 

4 79 70 75 78 70 85 83 78 75 
 

77.0 

5 84 82 74 79 70 80 79 98 88 
 

81.6 

6 85 72 73 76 70 85 79 90 70 
 

77.8 

7 95 95 87 89 85 78 88 83 93 
 

88.1 

8 85 70 76 79 70 80 78 80 82 
 

77.8 

9 80 74 73 77 70 78 80 80 89 
 

77.9 

10 90 88 85 88 70 75 87 78 89 
 

83.3 

…           … 

計 89 点分 
 

(5)  AI 構築実験の条件設定 

 実験にあたり、学習データの母数を確保するため、平均点を基準に、次の通り、作品写真
を 2 段階または 3 段階に分類することとした。 
 
 〇2 段階評価（可・不可） ：可（80<X）、不可（X≦80） 
 〇3 段階評価（優・良・可）：優（85<X）、良（75<X≦85）、可（X≦75） 
 

調達した作品写真データ 89 枚のうち、「AI に学習させるデータ」80 枚（作品 No,01～
No.80）と、「AI に評価させるデータ」9 枚（No.81～89）に仕分けた。「AI に評価させるデ
ータ」9 枚（No.81～89）の平均点と評価分類は下表に示す通りである。この「AI に評価さ
せるデータ」に対し、「構築した AI が人間の判定と同じ判定を出せるかどうか」を検証する
ことで、精度検証を実施した。 
 

<「AI に評価させるデータ」（No.81～89）の平均点と正解判定> 
作品 No. 平均点 2 段階評価 3 段階評価 

81 79.1 不可（X≦80） 良（75<X≦85） 
82 74.9 不可（X≦80） 可（X≦75） 

83 73.0 不可（X≦80） 可（X≦75） 
84 77.1 不可（X≦80） 良（75<X≦85） 
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85 85.7 可（80<X） 優（85<X） 
86 95.0 可（80<X） 優（85<X） 

87 89.0 可（80<X） 優（85<X） 
88 71.4 不可（X≦80） 可（X≦75） 
89 74.2 不可（X≦80） 可（X≦75） 

 

第３項 AI 構築実験の結果概要 

(1)  実験結果の要旨 

 本実験では、主に「学習データ」「検証対象」を変数として、多様な組合せでより高い精
度の出るパターンを探ることとした。実験結果の一覧は次項に掲載する。 
 まず全体傾向として、「2 段階評価（可・不可）」「3 段階評価（優・良・可）」のいずれも、
未処理の作品写真を「学習データ」や「検証対象」に使用した場合、概ね評価精度が低い結
果となった。この結果を受けて、作品写真に対し、切り抜き、ぼかし、反転などの加工を行
い、これらのデータを組み合わせて学習データを構築することで、質・量の改善を測った。
その結果、特に作品の輪郭に沿って切り抜き処理を行った学習データを使用した際に、より
高い精度の検証結果を得ることができた。すなわち、作品以外の要素の映り込みが評価精度
を低下させる要因になると考えられる。一方、反転処理を行ったデータや異なる加工処理を
行ったデータを組み合わせて学習データ量を追加しても、今回の実験では必ずしも精度向
上には繋がらなかった。そもそもの学習データ数が少ないことが原因である可能性が高く、
現段階では学習データの量的な改善には、調達するデータ数を増やす必要があると考える。 
 「2 段階評価」「3 段階評価」の実験結果をそれぞれ見てみると、「2 段階評価」について
は、評価精度が 7~8 割程度の結果を得られたパターンが比較的多く、少数ながら 100％の
精度の結果を得られたパターンもあった。評価段階（可・不可）ごとの学習データの母数を
比較的確保しやすかったこと、評価段階が少なく曖昧性が低かったことなどが要因として
考えられる。ただし、検証対象が 9 枚と少数なため、本実験で精度検証が高いとしても AI
が適切な学習をできているかは不透明であり、新規の作品データの収集と検証実験が不可
欠である。 
 「3 段階評価」については、「2 段階評価」に比べて、全体的に精度が低い結果となった。
輪郭を切り抜いた学習データを使用した場合に、7~8 割程度の精度の検証結果を得ること
ができたが、それ以外の試行パターンでは 4~6 割程度の精度となった。評価段階（優・良・
可）ごとの学習データの母数を、段階数が増えた分確保しにくかったこと、評価の曖昧性が
高かったことなどが要因として考えられる。 

上記の結果を踏まえ、次年度以降、より多くの学習データの確保した上で、改めて検証を
行っていきたい。 
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(2)  実験結果の一覧 

今年度、「2 段階評価」「3 段階評価」それぞれで様々なパターンで検証した実験結果の一覧
を、下表に掲載する。実験結果の詳細は巻末に掲載する。 
 

<2 段階評価の実験結果一覧> 
学習データ属性 評価 エポック 検証対象 検証結果 

未処理 2 段階 5,000 未処理 55.6％ 
未処理 2 段階 50,000 未処理 66.7％ 
切り抜き（四角） 2 段階 5,000 未処理 99.9％ 
切り抜き（四角） 2 段階 10,000 未処理 88.8％ 
切り抜き（四角） 2 段階 5,000 切抜 77.7% 
ぼかし 2 段階 5,000 未処理 77.8% 
ぼかし 2 段階 10,000 未処理 77.8% 
ぼかし 2 段階 5,000 ぼかし 66.6% 
未処理＋未処理（反転） 2 段階 5,000 未処理 44.4％ 
未処理＋未処理（反転） 2 段階 5,000 ぼかし 66.6％ 
未処理＋未処理（反転） 2 段階 5,000 反転・元 66.6% 
切り抜き処理＋切り抜き処理（反転） 2 段階 4,000 未処理 33.3% 
切り抜き処理＋切り抜き処理（反転） 2 段階 4,000 ぼかし 33.3% 
切り抜き処理＋切り抜き処理（反転） 2 段階 4,000 切抜 77.7% 
ぼかし処理＋ぼかし処理（反転） 2 段階 4,000 未処理 77.7% 
ぼかし処理＋ぼかし処理（反転） 2 段階 4,000 輪郭切抜 33.3% 
ぼかし処理＋ぼかし処理（反転） 2 段階 4,000 ぼかし 55.5% 
ぼかし処理＋切り抜き処理 2 段階 4,000 未処理 44.4% 
ぼかし処理＋切り抜き処理 2 段階 4,000 輪郭切抜 33.3% 
ぼかし処理＋切り抜き処理 2 段階 4,000 切抜 55.5% 
ぼかし処理＋切り抜き処理 2 段階 4,000 ぼかし 77.7% 
未処理＋ぼかし処理＋切り抜き処理 2 段階 2,500 未処理 33.3% 
未処理＋ぼかし処理＋切り抜き処理 2 段階 2,500 反転・元 66.6% 
未処理＋ぼかし処理＋切り抜き処理 2 段階 2,500 ぼかし 66.6% 
未処理＋ぼかし処理＋切り抜き処理 2 段階 2,500 切抜 77.7% 
輪郭切り抜き 2 段階 2,500 未処理 33.3% 
輪郭切り抜き 2 段階 2,500 輪郭切抜 88.8% 
輪郭切り抜き 2 段階 2,500 切抜処理 55.5% 
ぼかし強 2 段階 2,500 未処理 44.4% 
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ぼかし強 2 段階 2,500 ぼかし強 33.3% 
ぼかし強 2 段階 2,500 ぼかし 44.4% 
輪郭切り抜き強＋輪郭切り抜き強（反転 2 段階 2,500 未処理 88.8% 
輪郭切り抜き強＋輪郭切り抜き強（反転） 2 段階 2,500 輪郭切抜 55.5% 
輪郭切り抜き強＋輪郭切り抜き強（反転） 2 段階 2,500 反転・輪 88.8% 
ぼかし強＋ぼかし強（反転） 2 段階 2,500 未処理 44.4% 
ぼかし強＋ぼかし強（反転） 2 段階 2,500 ぼかし強 55.5% 
ぼかし強＋ぼかし強（反転） 2 段階 2,500 反転ぼ強 55.5% 
輪郭切り抜き強 背景（グレー） 2 段階 2,500 未処理 33.3% 
輪郭切り抜き強 背景（グレー） 2 段階 2,500 輪切・白 88.8% 
輪郭切り抜き強 背景（白） 2 段階 2,500 未処理 33.3% 
輪郭切り抜き強 背景（白） 2 段階 2,500 輪切・白 77.7% 
輪郭切り抜き強 背景（茶） 2 段階 2,500 未処理 33.3% 
輪郭切り抜き強 背景（茶） 2 段階 2,500 輪切・茶 99.9% 
輪郭切抜グレー＋輪郭切抜グレー（反転） 2 段階 2,500 未処理 33.3% 
輪郭切抜グレー＋輪郭切抜グレー（反転） 2 段階 2,500 輪切・灰 77.7% 
輪郭切抜グレー＋輪郭切抜グレー（反転） 2 段階 2,500 反転輪灰 77.7% 
輪郭切抜白＋輪郭切抜白（反転） 2 段階 2,500 未処理 44.4% 
輪郭切抜白＋輪郭切抜白（反転） 2 段階 2,500 輪切・白 77.7% 
輪郭切抜白＋輪郭切抜白（反転） 2 段階 2,500 反転輪白 88.8% 
輪郭切抜茶＋輪郭切抜茶（反転） 2 段階 2,500 未処理 33.3% 
輪郭切抜茶＋輪郭切抜茶（反転） 2 段階 2,500 輪切・茶 88.8% 
輪郭切抜茶＋輪郭切抜茶（反転） 2 段階 2,500 反転輪茶 88.8% 
輪郭切抜（グレー＋白＋茶） 2 段階 2,500 未処理 33.3% 
輪郭切抜（グレー＋白＋茶） 2 段階 2,500 輪切・灰 55.5% 
輪郭切抜（グレー＋白＋茶） 2 段階 2,500 輪切・白 77.7% 
輪郭切抜（グレー＋白＋茶） 2 段階 2,500 輪・茶 88.8% 
輪郭切抜灰白茶＋反転済輪郭切抜灰白茶 2 段階 5,000 未処理 44.4% 
輪郭切抜灰白茶＋反転済輪郭切抜灰白茶 2 段階 5,000 輪切・灰 77.7% 
輪郭切抜灰白茶＋反転済輪郭切抜灰白茶 2 段階 5,000 輪切・白 66.6% 
輪郭切抜灰白茶＋反転済輪郭切抜灰白茶 2 段階 5,000 輪切・茶 99.9% 
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<3 段階評価の実験結果一覧> 
学習データ属性 評価 エポック 検証対象 検証結果 

未処理 3 段階 5,000 未処理 44.4％ 
未処理 3 段階 50,000 未処理 44.4％ 
切り抜き（四角） 3 段階 5,000 未処理 44.4％ 
切り抜き（四角） 3 段階 10,000 未処理 44.4％ 
切り抜き（四角） 3 段階 5,000 切抜 33.3% 
ぼかし 3 段階 5,000 未処理 44.4％ 
ぼかし 3 段階 10,000 未処理 44.4％ 
ぼかし 3 段階 5,000 ぼかし 33.3% 
未処理＋未処理（反転） 3 段階 5,000 未処理 55.5％ 
未処理＋未処理（反転） 3 段階 5,000 ぼかし 44.4％ 
未処理＋未処理（反転） 3 段階 5,000 反転・元 55.5% 
切り抜き処理＋切り抜き処理（反転） 3 段階 4,000 未処理 44.4% 
切り抜き処理＋切り抜き処理（反転） 3 段階 4,000 ぼかし 66.6% 
切り抜き処理＋切り抜き処理（反転） 3 段階 4,000 切抜 33.3% 
ぼかし処理＋ぼかし処理（反転） 3 段階 4,000 未処理 44.4% 
ぼかし処理＋ぼかし処理（反転） 3 段階 4,000 輪郭切抜 66.6% 
ぼかし処理＋ぼかし処理（反転） 3 段階 4,000 ぼかし 22.2% 
ぼかし処理＋切り抜き処理 3 段階 4,000 未処理 44.4% 
ぼかし処理＋切り抜き処理 3 段階 4,000 輪郭切抜 44.4% 
ぼかし処理＋切り抜き処理 3 段階 4,000 切抜 44.4% 
ぼかし処理＋切り抜き処理 3 段階 4,000 ぼかし 55.5% 
未処理＋ぼかし処理＋切り抜き処理 3 段階 2,500 未処理 11.1% 
未処理＋ぼかし処理＋切り抜き処理 3 段階 2,500 反転・元 33.3% 
未処理＋ぼかし処理＋切り抜き処理 3 段階 2,500 ぼかし 44.4% 
未処理＋ぼかし処理＋切り抜き処理 3 段階 2,500 切抜 33.3% 
輪郭切り抜き 3 段階 2,500 未処理 33.3% 
輪郭切り抜き 3 段階 2,500 輪郭切抜 55.5% 
輪郭切り抜き 3 段階 2,500 切抜 44.4% 
ぼかし強 3 段階 2,500 未処理 44.4% 
ぼかし強 3 段階 2,500 ぼかし強 55.5% 
ぼかし強 3 段階 2,500 ぼかし 33.3% 
輪郭切り抜き強＋輪郭切り抜き強（反転） 3 段階 2,500 未処理 55.5% 
輪郭切り抜き強＋輪郭切り抜き強（反転） 3 段階 2,500 輪郭切抜 55.5% 
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輪郭切り抜き強＋輪郭切り抜き強（反転） 3 段階 2,500 反転・輪 55.5% 
ぼかし強＋ぼかし強（反転） 3 段階 2,500 未処理 44.4% 
ぼかし強＋ぼかし強（反転） 3 段階 2,500 ぼかし強 44.4% 
ぼかし強＋ぼかし強（反転） 3 段階 2,500 反転ぼ強 66.6% 
輪郭切り抜き強 背景（グレー） 3 段階 2,500 未処理 77.7% 
輪郭切り抜き強 背景（グレー） 3 段階 2,500 輪切・灰 66.6% 
輪郭切り抜き強 背景（白） 3 段階 2,500 未処理 66.6% 
輪郭切り抜き強 背景（白） 3 段階 2,500 輪切・白 66.6% 
輪郭切り抜き強 背景（茶） 3 段階 2,500 未処理 77.7% 
輪郭切り抜き強 背景（茶） 3 段階 2,500 輪切・茶 66.6% 
輪郭切抜グレー＋輪郭切抜グレー（反転） 3 段階 2,500 未処理 55.5% 
輪郭切抜グレー＋輪郭切抜グレー（反転） 3 段階 2,500 輪切・灰 55.5% 
輪郭切抜グレー＋輪郭切抜グレー（反転） 3 段階 2,500 反転輪灰 55.5% 
輪郭切抜白＋輪郭切抜白（反転） 3 段階 2,500 未処理 77.7% 
輪郭切抜白＋輪郭切抜白（反転） 3 段階 2,500 輪切・白 77.7% 
輪郭切抜白＋輪郭切抜白（反転） 3 段階 2,500 反転輪白 44.4% 
輪郭切抜茶＋輪郭切抜茶（反転） 3 段階 2,500 未処理 55.5% 
輪郭切抜茶＋輪郭切抜茶（反転） 3 段階 2,500 輪切・茶 55.5% 
輪郭切抜茶＋輪郭切抜茶（反転） 3 段階 2,500 反転輪茶 55.5% 
輪郭切抜（グレー＋白＋茶） 3 段階 2,500 未処理 66.6% 
輪郭切抜（グレー＋白＋茶） 3 段階 2,500 輪切・灰 88.8% 
輪郭切抜（グレー＋白＋茶） 3 段階 2,500 輪切・白 77.7% 
輪郭切抜（グレー＋白＋茶） 3 段階 2,500 輪切・茶 77.7% 
輪郭切抜灰白茶＋反転済輪郭切抜灰白茶 3 段階 5,000 未処理 55.5% 
輪郭切抜灰白茶＋反転済輪郭切抜灰白茶 3 段階 5,000 輪切・灰 77.7% 
輪郭切抜灰白茶＋反転済輪郭切抜灰白茶 3 段階 5,000 輪切・白 66.6% 
輪郭切抜灰白茶＋反転済輪郭切抜灰白茶 3 段階 5,000 輪切・茶 55.5% 
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第２節 オンライン技術コンテストの実施要件・実施環境の検討 

第１項 本事業のオンライン技術コンテストの概要 

(1)  オンライン技術コンテストで目指す教育目標 

本事業では、美容分野専門学校で実施されているコンテストの遠隔教育化を目標として、
その環境整備と実践モデルの構築を試みる。 

「コンテスト」という教育活動は、美容分野の専門学校教育において幅広く導入・活用さ
れており、多様な教育効果が期待される。本事業では、改めて構成機関の有識者に対して特
に実施している専門学校の多いワインディングなどのコンテストの教育効果について議論
したところ、次のような事項が挙げられた。 

 
＜美容分野のコンテストの教育効果＞ 

 コンテストという競争で勝ちたいというマインドを持つことで、練習などへのモ
チベーションに繋がり、結果的に「技術力」が磨かれる。 
 コンテストという目標が設定され、日々真剣に自ら練習をすることで、漫然と練

習するだけでは気づけないコト、例えば、頭の形や髪の質感、左右の形の違いな
どの気づきを得ることで、「技術習得の基礎力」が磨かれる。 
 特にワインディングなどの技術の場合、練習すればするほど上手になるため、「練

習を重ねるスキル」が磨かれる。 
 競争する環境に置かれることで、スランプなども経験し、それを乗り越えること

で、「途中で諦めないマインド」が磨かれる。 
 チームで取り組んだり、競争する中で助け合ったりすることで、「チームワーク

力」や「助け合いのマインド」などが磨かれる。 
 コンテストでの成績という目標が設定されることで、どのように目標を達成する

かという「計画性」や「目標設定のスキル」が磨かれる。 
 コンテストで勝って嬉しい、負けて悔しいという経験をすることで、なんでそう

いう結果になったのかを考える「思考力」や真剣に取り組もうとする「モチベー
ション」が磨かれる。 

 
第 2 章で報告したアンケート調査結果と同様、「技術力」や「モチベーション」「学習意

欲」などの向上につながるという意見が上がったほか、ビジネスでも求められるマインドに
ついても多くの期待される効果が挙げられた。中でも、美容業界では就職後も技術トレーニ
ングを行って、自ら技術を習得・ブラッシュアップしていく事が不可欠であり、「練習する
習慣」や美容技術習得に対する「モチベーション」は極めて重要であると考える。 
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以上の議論を踏まえて、本事業で構築するオンライン技術コンテストの実践モデルでは、
AI 技術等を活用して比較的手軽に、オンラインで「ワインディング」のコンテストに参加
できる環境を整えることで、技術向上も然ることながら、トレーニングの習慣付けや向上心
の醸成などを教育目標として設定する。 

これを踏まえて、次年度以降、教育目標の達成に向けて、美容技術評価 AI の開発成果も
踏まえながら、オンライン技術コンテストの具体的な仕立てを検討していく。 

 

(2)  オンライン技術コンテストの実施環境の構想 

本事業では美容分野専門学校で実施されている「コンテスト」を、複数の専門学校が共同
で参加する前提のもと、オンライン上で実施するモデルを検討する。下図に示す通り、オン
ライン・コンテストを実施する際には、大きく６つの工程で推移すると考えられる。 

これらそれぞれに先端技術を適用することにより、オンラインで完結し、かつ従来のコン
テストの問題点を解決する実践手法を考案し、美容分野専門学校におけるオンライン・コン
テストの実践モデルとしてとりまとめる。 
 

<オンライン・コンテスト実践モデルの概念図> 

 
 
 

本モデルで適用する適用する技術は、上図に示す通り、3 種類である。 
まずコンテストの上流工程に当たる「参加者募集・応募」「技術トレーニング・作品作



145 
 

成」「作品提出」「参加者交流」の 4 工程には、e ラーニング・SNS 等の機能を含む「WEB
プラットフォーム」を導入する。従来も「参加者募集・応募」や「作品提出」などについ
ては、WEB サイトやメール等で行われることも多かったが、情報やツールが分散してい
て、専門学校の現場教員の負担感に繋がっていた。そこでコンテストの情報・手続きに関
する一元化した WEB プラットフォームを用意して効率化することで、参加する専門学校
の負荷軽減を図る。また、「技術トレーニング・作品制作」については各専門学校の教育
方針に依るのが基本ではあるが、プラットフォーム上にコンテストの評価基準・観点や、
関連する映像教材・テキスト教材などの教育コンテンツを集約して掲載することで、教材
の周知や利活用促進を図る。また、コンテストを開催する重要な意義のひとつには、他校
の学生や企業人材との人的交流が挙げられる。オンライン上でもこのような人的交流を定
常的に行える環境を用意するために、本件で整備するプラットフォームに美容分野特化型
の SNS 等の機能を備え付ける。 

「作品審査」の工程には、写真等に基づいて自動で評価・点数化等を行う「技術評価
AI」を活用する。前述した通り、オンライン・コンテストを行う際の最大の課題は、この
審査の作業である。オンラインで作品の審査を行う場合、現物の作品を実際に見ることな
く、写真等から評価する必要があり、これは従来よりも手間と時間を要する。ましてや、
オンラインの特性を活かして多数の参加者を募ることを想定すれば、応募作品数も膨大と
なり、手作業での個別審査は現実的ではない。そこで本事業では、AI 技術を活用した画像
解析システムを応用して、写真等をもとに、そこに写された作品の美容技術を読み取り、
評価・分類・点数化などが可能な技術評価 AI の構築・導入する。これにより、作品審査
に必要な作業の大幅に軽減することで、本モデルの最大の課題の解決を目指す。 

最後の工程である「結果発表・表彰」では、ライブ配信ツールを活用する。コンテスト
という教育活動において、結果発表・表彰は非常に重要である。参加者にとっては、自信
の技術が認められたか否かを典型的に象徴するものであり、表彰によって技術が公に認め
られれば、技術への自信や学習意欲の増進に繋がる。表彰されなかった参加者にも、表彰
されたい・認められたいと思わせることができれば、学習意欲を喚起できる。従来は会場
で盛大に表彰を行うのが常であったが、オンラインでも同様の効果を得るために、より高
い臨場感を得られるライブ配信の機能を持ったツールを活用していく。 
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第２項 オンライン技術コンテストの企画設計の検討 

 本事業で上述の環境のもと実施するオンライン技術コンテストの企画を検討するにあた
り、参考情報として、近年実施された美容分野専門学校生・美容師を対象としたコンテスト
について情報収集・整理を実施した。収集した情報の一覧を以下に示す。収集した情報の詳
細は参考資料に掲載するので、参照頂きたい。 

ここで得られた情報を参考に、次年度以降、オンライン技術コンテストの企画についても
具体化を進めていく。 
 

<美容分野専門学校生・美容師対象コンテストの一覧> 

事例 01 8th ヘア&メイク フォトコンテスト 2018 
事例 02 STYLING COLLECTION 
事例 03 WELLA TREND VISION award 
事例 04 TOKYO HAIRDRESSING AWARDS 
事例 05 AIVIL インスタフォトコン 
事例 06 全日本美容技術選手権大会 
事例 07 全国学生技術コンテスト 
事例 08 SUPER BEAUTY 2020 JAPAN TOUR 
事例 09 ネオストリーム 
事例 10 アリミノ フォトプレゼンテーション 2021 
事例 11 アヴェダ デジタル ファッショニスタ コンペティション 2020 
事例 12 クオレグランドフォーラム 
事例 13 ドリームプラスコンテスト 
事例 14 DA-PHOTO WORKS  
事例 15 Chubu hair style awards 
事例 16 次世代美容師発掘イベント CHANGE 変身動画グランプリ 
事例 17 WWDJAPAN ヘアデザイナーズコンテスト 
事例 18 TONI&GUY フォトコンテスト第 6 回 
事例 19 NHDK コンテスト 
事例 20 PEEK-A-BOO ウィッグデザインコンテスト 
事例 21 恋'sCONTEST2021 
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第３項 WEB プラットフォームの検討 

(1)  WEB プラットフォームの機能要件案 

 本事業では、前掲の通り、コンテストの上流工程に当たる「参加者募集・応募」「技術ト
レーニング・作品作成」「作品提出」「参加者交流」の 4 工程には、e ラーニング・SNS 等の
機能を含む「WEB プラットフォーム」を導入する。この WEB プラットフォームの検討に
あたっては、以下のような機能要件を設定する予定を進める予定である。 
 

<オンライン技術コンテストの WEB プラットフォームの機能要件（案）> 

 コンテスト情報発信 
 コンテスト応募 
 コンテスト作品提出 
 SNS 
 教育コンテンツ掲載・配信     等 

 

(2)  WEB プラットフォームの基本設計 

 今年度は、次年度以降に具体的に WEB プラットフォームの検討を実施する際、具体的な
イメージを共有するため、上記の機能要件をカバーする WEB プラットフォームの基本設計
を実施した。その際、既存のコンテスト・イベント・大会などの WEB プラットフォームの
構造を参照して設計を行った。検討したサイト構造を以下に示す。 
 

<WEB プラットフォームの基本設計> 
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(3)  WEB プラットフォームのプレ構築 

 前述の基本設計に基づき、サイト構造の画面遷移と UI デザインを再現したプラットフォ
ームを構築した。以下にサンプル画面を示す。次年度以降、本サイトを叩き台として WEB
プラットフォームに関する議論を深め、本格的な開発を進めていく。 
 

<WEB プラットフォームのサンプル画面> 

 
アクセス URL：http://www.relation.ne.jp/isshoubiyou-web  

http://www.relation.ne.jp/isshoubiyou-web
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第４項 ライブ配信ツールの検討 

前掲のオンライン技術コンテストの実施環境に記載の通り、最後の工程である「結果発
表・表彰」では、ライブ配信ツールを活用する。 

コンテストという教育活動において、従来は会場での実施が基本であったのは、技術面・
環境面な問題だけではなく、会場でしか体験できないコンテストという場での緊張感や空
気感、達成感などが教育上で重要とされていたからである。美容分野のコンテストは、コロ
ナ禍以降、会場での実施が困難となり、フォトコンテスト（指定の題材の写真をオンライン
で提出して評価するコンテスト）が増加しているが、従来重要視されていた、会場実施なら
ではの教育効果が期待できるものはあまり見受けられない。 

そこで、本事業で目指すオンライン技術コンテストでは、従来の会場ならではの教育効果
をオンラインでも再現するため、ライブ配信を活用する形でコンテストの演出を検討した
い。今年度はその前提として、既存のライブ配信機能を持つプラットフォームや、ライブ配
信に必要となるツールについて情報収集を実施し、有力な事例の機能構成や長所・短所など
の特徴について整理した。収集した情報の一覧を以下に示す。収集した情報の詳細は参考資
料に掲載するので、参照頂きたい。 

次年度以降、この情報をもとに使用するプラットフォーム・ツールなどを選定の上、ライ
ブ配信を前提としたコンテストの演出を検討していく。 

 
<ライブ配信プラットフォームの一覧> 

事例 01  YouTube Live 
事例 02  ニコニコ生放送 
事例 03  ツイキャス・ライブ 
事例 04  Twitch 
事例 05  OPENREC.tv 
事例 06  Mildom 
事例 07  Mirrativ 
事例 08  Instagram ライブ配信 
事例 09  LINE LIVE 
事例 10  REALITY 
事例 11  17LIVE 
事例 12  SHOWROOM 
事例 13  Spoon 
事例 14  LIVEMINE 
事例 15  Fantia 
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<ライブ配信ツールの一覧> 

事例 01  OBS Studio 
事例 02  Streamlabs Desktop 
事例 03  Xsplit 
事例 04  RECentral 
事例 05  StreamYard 
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ワインディング作品への評価結果と平均点⼀覧

作品

No. 
教員① 教員② 教員③ 教員④ 教員⑤ 教員⑥ 教員⑦ 教員⑧ 教員⑨ 平均 

1 94 95 85 93 91 78 89 92 92 89.9 
2 78 77 74 75 70 85 83 75 77 77.1 
3 83 93 83 89 93 78 85 97 90 87.9 
4 79 70 75 78 70 85 83 78 75 77.0 
5 84 82 74 79 70 80 79 98 88 81.6 
6 85 72 73 76 70 85 79 90 70 77.8 
7 95 95 87 89 85 78 88 83 93 88.1 
8 85 70 76 79 70 80 78 80 82 77.8 
9 80 74 73 77 70 78 80 80 89 77.9 
10 90 88 85 88 70 75 87 78 89 83.3 
11 80 77 75 79 70 75 80 80 88 78.2 
12 78 70 73 77 70 70 77 75 75 73.9 
13 80 82 80 77 70 70 87 80 80 78.4 
14 95 93 95 90 97 80 88 88 95 91.2 
15 83 85 92 89 89 80 86 89 95 87.6 
16 97 94 98 98 99 85 95 85 95 94.0 
17 92 70 87 88 70 95 94 83 83 84.7 
18 94 90 83 89 70 85 85 80 90 85.1 
19 85 82 89 70 75 80 78 76 79.4 
20 81 77 75 85 70 85 78 80 80 79.0 
21 76 70 74 74 70 80 78 76 70 74.2 
22 78 74 75 78 70 85 77 82 73 76.9 
23 82 79 73 79 70 75 77 80 87 78.0 
24 85 90 79 86 70 75 88 80 80 81.4 
25 86 78 78 79 70 75 86 84 86 80.2 
26 75 73 72 75 70 75 77 76 78 74.6 
27 86 73 75 78 70 75 79 75 78 76.6 
28 73 70 72 76 70 70 76 72 72 72.3 
29 70 70 71 74 70 70 76 70 72 71.4 
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30 70 70 71 77 70 70 77 70 70 71.7 
31 80 80 83 88 70 90 80 85 89 82.8 
32 78 70 73 77 70 85 80 72 83 76.4 
33 70 70 72 76 70 80 75 72 70 72.8 
34 73 77 73 77 70 75 76 80 82 75.9 
35 87 91 83 79 70 80 90 80 88 83.1 
36 78 70 72 75 70 75 80 72 72 73.8 
37 83 83 73 89 70 70 82 76 85 79.0 
38 80 81 76 79 70 85 88 80 89 80.9 
39 72 70 71 72 70 70 80 72 76 72.6 
40 68 70 71 75 70 70 77 70 71 71.3 
41 88 87 84 97 70 85 84 83 80 84.2 
42 70 70 70 70 70 70 72 70 70 70.2 
43 76 77 73 79 70 80 76 76 88 77.2 
44 98 96 93 95 90 90 88 80 88 90.9 
45 72 70 72 75 70 70 77 76 70 72.4 
46 74 81 73 79 70 85 78 73 77 76.7 
47 90 92 85 88 92 90 93 85 89 89.3 
48 82 78 77 79 70 85 83 75 80 78.8 
49 80 82 73 85 70 70 80 75 75 76.7 
50 78 80 76 79 70 85 80 80 80 78.7 
51 89 93 86 95 88 78 92 96 95 90.2 
52 70 70 70 70 70 70 73 70 70 70.3 
53 70 70 70 70 70 80 73 70 70 71.4 
54 70 70 71 70 70 85 76 70 70 72.4 
55 73 70 72 75 70 80 78 73 70 73.4 
56 74 67 72 75 70 85 77 75 78 74.8 
57 84 78 80 90 70 73 80 80 76 79.0 
58 86 89 83 90 70 78 82 80 86 82.7 
59 70 70 70 70 70 70 73 70 70 70.3 
60 94 92 94 93 70 80 85 80 83 85.7 
61 84 80 73 79 70 85 81 73 74 77.7 
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62 80 81 80 79 70 85 79 73 74 77.9 
63 70 70 70 73 70 80 72 70 70 71.7 
64 70 70 71 77 70 85 75 75 70 73.7 
65 95 99 99 99 95 99 95 95 96 96.9 
66 72 74 73 78 70 85 78 70 80 75.6 
67 82 78 78 76 70 85 77 80 74 77.8 
68 84 86 82 98 86 73 79 85 88 84.6 
69 70 70 70 70 70 85 76 70 70 72.3 
70 74 76 76 79 70 85 78 85 76 77.7 
71 93 80 83 81 87 75 85 89 92 85.0 
72 70 71 72 72 70 85 78 75 75 74.2 
73 73 72 72 74 70 70 76 80 77 73.8 
74 95 94 94 98 70 90 95 90 95 91.2 
75 97 85 97 99 94 90 96 93 93 93.8 
76 95 70 80 88 98 80 82 73 88 83.8 
77 90 78 80 80 70 75 78 73 78 78.0 
78 92 96 96 98 70 99 78 93 96 90.9 
79 80 77 80 79 70 80 82 80 83 79.0 

80 93 95 94 98 70 90 92 90 88 90.0 

81 88 85 77 87 70 75 80 73 77 79.1 

82 78 72 72 75 70 85 77 70 75 74.9 
83 73 70 72 72 70 80 77 70 73 73.0 
84 80 74 73 78 70 80 79 80 80 77.1 
85 94 88 93 90 70 80 83 90 83 85.7 
86 98 96 97 99 96 99 85 95 90 95.0 
87 97 90 93 97 70 80 87 95 92 89.0 
88 74 70 70 72 70 70 77 70 70 71.4 
89 79 75 70 70 70 80 84 70 70 74.2 
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